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令和２年第１回大樹町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和２年３月３日（火曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 議会運営委員会報告 

 第 ３ 会期の決定 

 第 ４ 諸般報告 

第 ５ 行政報告 

 第 ６ 議案第  １号 大樹町公平委員会委員の選任について 

 第 ７ 議案第  ２号 大樹町公平委員会委員の選任について 

 第 ８ 議案第  ３号 大樹町公平委員会委員の選任について 

 第 ９ 議案第  ４号 大樹町職員定数条例の一部改正について 

 第１０ 議案第  ５号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について 

 第１１ 議案第  ６号 大樹町基金条例の一部改正について 

 第１２ 議案第  ７号 大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

第１３ 議案第  ８号 大樹町給水条例の一部改正について 

第１４ 議案第  ９号 大樹町過疎地域自立促進市町村計画の変更について 

第１５ 議案第 １０号 定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の

締結について 

第１６ 議案第 １１号 財産の無償譲渡について 

第１７ 議案第 １２号 大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関す

る協定の一部を変更する協定の締結について 

第１８ 議案第 １３号 十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会を組織する町数

の減少及び十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約

の変更について 

 第１９ 議案第 １４号 令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）について 

 第２０ 議案第 １５号 令和元年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

補正予算（第２号）について 

第２１ 議案第 １６号 令和元年度大樹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について 

 第２２ 議案第 １７号 令和元年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いて 
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第２３ 議案第 １８号 令和元年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２

号）について 

 第２４ 議案第 １９号 令和元年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

について 

第２５ 議案第 ２０号 令和元年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）について                      

 第２６ 議案第 ２１号 令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第

３号）について 

 第２７         令和２年度町政執行方針及び教育行政執行方針 

 第２８ 議案第 ２２号 令和２年度大樹町一般会計予算について          

 第２９ 議案第 ２３号 令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

について 

 第３０ 議案第 ２４号 令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算について 

 第３１ 議案第 ２５号 令和２年度大樹町介護保険特別会計予算について  

 第３２ 議案第 ２６号 令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計予算について 

 第３３ 議案第 ２７号 令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計予算について 

 第３４ 議案第 ２８号 令和２年度大樹町水道事業会計予算について  

 第３５ 議案第 ２９号 令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算について 

 第３６                 予算審査特別委員会設置・付託 

 

○出席議員（１２名） 

  １番 寺 嶋 誠 一   ２番 辻 本 正 雄   ３番 吉 岡 信 弘 

  ４番 西 山 弘 志   ５番 村 瀨 博 志   ６番 船 戸 健 二 

  ７番 松 本 敏 光   ８番 西 田 輝 樹   ９番 菅   敏 範 

 １０番 志 民 和 義  １１番 齊 藤   徹  １２番 安 田 清 之 

 

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     酒 森 正 人 

 副 町 長                     黒 川   豊 

 総 務 課 長                     鈴 木 敏 明 

 総 務 課 参 事                     林   英 也 

 企画商工課長兼地場産品研究センター所長         伊 勢 厳 則 

 企画商工課参事                     大 塚 幹 浩 

 住 民 課 長                     楠 本 正 樹 
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保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立 

 尾田認定こども園長兼学童保育所長            井 上 博 樹 

 農林水産課長兼町営牧場長                佐 藤 弘 康 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             髙 橋 教 一 

 会計管理者兼出納課長                  瀬 尾 さとみ 

 町立病院事務長                     小 森   力 

 特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長  明日見 由 香 

 

＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     板 谷 裕 康 

 学 校 教 育 課 長                     瀬 尾 裕 信 

 学校給食センター所長                  清 原 勝 利 

 社会教育課長兼図書館長                 村 田   修 

 

＜農業委員会＞ 

 農 業 委 員 会 長                     鈴 木 正 喜 

農業委員会事務局長                   水 津 孝 一 

 

＜監査委員＞ 

 代 表 監 査 委 員                     澤 尾 廣 美 

 

○本会議の書記は次のとおりである。 

 議 会 事 務 局 長                     松 木 義 行 

 主     任                     太 田   翼 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第１回大樹町議会定例会を開会いたします。 

これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

１０番 志 民 和 義 君 

１１番 齊 藤   徹 君 

 １番 寺 嶋 誠 一 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議   長 

 日程第２ 議会運営委員会報告を行います。 

 さきの本会議において、議会運営委員会に付託した本定例会の議事運営等に関し、協議決

定した内容についての報告を求めます。 

 議会運営委員長、菅敏範君。 

○菅議会運営委員長 

 令和２年度第１回町議会定例会の日程等につきまして、議会運営委員会から報告いたしま

す。 

去る２月２５日、午前９時から議会運営委員会を開き、付議事件並びに議事日程、会期等

について協議したので、ご報告します。 

 本定例会への提出案件は、委員の選任が３件、条例の一部改正が５件、計画の変更が１件、

協定の一部変更が２件、財産の無償譲渡が１件、協議会規約の変更が１件、補正予算が８件、

当初予算が８件、一般質問は５議員、９件であります。 

 これらの提出案件の状況を考慮、検討した結果、会期については、本日３月３日から３月

１３日までの１１日間とし、日程はお手元に配付のとおりといたしました。 

 以上、委員会での協議結果をご報告申し上げましたが、本定例会の議事運営が円滑に行わ
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れますよう、よろしくお願い申し上げ、委員会報告を終わります。 

○議   長 

 委員会の報告が終わりました。 

 なお、ただいまの委員会報告に対する質疑は、省略いたします。 

 

   ◎日程第３ 会期の決定 

○議   長 

 日程第３ 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月１３日までの１１日間としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月１３日までの１１日間と決しました。 

 

   ◎日程第４ 諸般報告 

○議   長 

 日程第４ 諸般報告を行います。 

 議会事務局長に内容の説明をいたさせます。 

 松木議会事務局長。 

○松木議会事務局長 

 それでは、令和元年１２月５日開会の第４回町議会定例会以降の諸般につきまして、ご

報告を申し上げます。 

 第１、監査及び検査結果の報告について。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定による１２月、１月、２月実施の例月出納検査

の結果について、別紙のとおり報告がございました。 

 また、地方自治法第１９９条第７項の規定によります財政援助団体等の監査の結果につ

きましても、別紙のとおり報告を受けてございます。 

 第２、一部事務組合議会等につきましては、南十勝複合事務組合議会定例会に議員３名、

十勝圏複合事務組合議会定例会及び十勝広域消防事務組合議会の定例会に議員１名を派遣

してございます。 

 第３の委員会関係につきましては、総務常任委員会、広報広聴常任委員会、議会運営委

員会をそれぞれ１回ずつ開催してございます。 

 第４、会議関係、第５、その他につきましては、後ほどお目通しをいただきたく、以上

をもちまして、報告を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 以上で、諸般報告を終わります。 

 

   ◎日程第５ 行政報告 

○議   長 

 日程第５ 行政報告を行います。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、令和元年１２月５日開催の第４回町議会定例会以降の行政の主なものについ

て、ご報告を申し上げます。 

１番目の新型コロナウイルス感染症の対応についてですが、北海道知事が２月２８日に

発しました緊急事態宣言を受け、同日、本町においても新型コロナウイルス対策本部を設

置したところであります。 

小中高等学校の休校に併せ、学童保育所、尾田認定こども園、発達支援センターについ

ても、２月２８日から閉所しており、町が主催する行事についても、３月中に実施するも

ので多くの町民が集まる催しについては、中止、または延期の措置をとっております。 

今後、対策本部を通じて必要な情報等については、町民の皆様に周知をしてまいりたい

と思っております。 

２番目の東京都台東区・墨田区との関係人口創出プロジェクトについてでありますが、

十勝管内１８町村と東京都台東区・墨田区が連携するプロジェクトであり、地方創生交付

金を活用した関係人口の創出・拡大を推進するもので、事業期間は令和２年度から令和６

年度（５カ年間）の事業期間であります。２月１４日開催の十勝町村会通常総会において

キックオフ宣言が行われたところであります。 

このプロジェクトは、東京２３区の特別区長会から十勝町村会に、台東区と墨田区によ

る連携・交流事業の提案が行われたことを契機とし、十勝町村会を窓口に検討を進めてき

たところであります。東京の下町として、江戸から受け継がれた伝統的な文化、芸術や職

人の技や物づくりの技術があふれる台東区・墨田区と新たな関係づくりを目指していくも

のであります。 

３番目の航空宇宙関連ですが、航空宇宙関係の実験としては、観測ロケットＭＯＭＯ５

号機の打ち上げ実験を１２月２９日から１月１日にかけて試みましたが、機体に搭載して

いる電子機器の不具合により、残念ながら延期となったもので、次回の打ち上げ成功に期

待をするものであります。 

４番目の町長と語る会の開催についてですが、萠和、美成、南町行政区から要請をいた

だき、記載のとおり実施をしております。内容につきましては、広報紙を通じてお知らせ

をしてまいります。 

５番目の第２期大樹町子ども・子育て支援事業計画の策定についてですが、２月２０日
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に大樹町子ども・子育て支援会議から計画に対する答申をいただいたところであります。 

本計画では、市街地の認定こども園を統合した新たな認定こども園の整備や、今年度か

ら実施された幼児教育、保育の無償化に合わせた３歳以上の子供の給食費、副食費の無償

化による子育て支援、さらには新たな学童保育所、児童館の整備により、児童が安心して

過ごせる居場所を確保し、健全な遊びを提供することなどが盛り込まれている計画となっ

ております。 

６番目の令和２年度畜産物価格については、別紙を添付してありますが、加工原料乳生

産者補給金単価、肉用子牛の保証基準価格と合理化目標価格は、昨年と同額となっており

ます。 

７番目ですが、令和２年の行政区長と区長代理の皆さんのほか、大樹町地域安全推進協

議会委員、人権擁護委員、大樹町子ども・子育て支援会議委員を記載のとおりご委嘱申し

上げてあります。 

８番目の契約の締結についてですが、指名競争入札により、工事請負契約を２件、物品

賃貸借契約を１件、それぞれ記載のとおり締結をしております。 

９番目の人事関係、１０番目のその他、来町者と会議出席等関係につきましては、後ほ

どお目通しを願いたく、以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 引き続き、教育委員会の行政報告を申し上げます。 

 初めに、１番目の教育委員会の人事関係についてでありますが、２月２９日付で１名の

退職者の発令、３月１日付で１名の分掌替者の人事異動の発令を行っております。 

２番目の優秀選手派遣についてでございます。 

（１）の第２回全日本社会人オーバー５０バスケットボール選手権大会が令和元年１１

月２２日から宮城県仙台市において開催され、ＲＯＹＣＥクラブ所属の井上博樹さんを派

遣しております。結果は、健闘いたしましたが、残念ながら初戦敗退でございました。 

（２）の第３３回全国都道府県対抗中学バレーボール大会が令和元年１２月２５日から

大阪市で開催され、大樹中学校３年生岩岡優季さんを派遣しております。結果は、予選グ

ループを１位で通過し、決勝トーナメントでは健闘いたしましたが、残念ながら初戦敗退

でございました。 

（３）の第５０回北海道中学校スケート・アイスホッケー大会が１月１１日から釧路市

において開催され、大樹中学校３年生折笠健信君を派遣しております。結果は、５００メー

トル、１,０００メートルに出場し、ともに決勝第８位と健闘し、（５）に記載してあるよ

うに、長野市で開催されました全国大会にも派遣しております。結果は、５００メートル

で総合１１位、１,０００メートル決勝では１０位と健闘しております。 

（４）の第１０回全日本アンダー１５女子フットサル選手権大会が１月１２日から三重
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県伊勢市において開催され、十勝フットサルリトルガールズアンダー１５所属の大樹中学

校２年生菅心遥さんと前崎結良さんを派遣しております。結果は、準優勝と大健闘してお

ります。 

（６）の全道選抜中学校ソフトテニス研修大会が２月１５日から新十津川で開催され、

大樹中学校２年生、岩見奈央さんと清重那月さんを派遣しております。結果は、予選リー

グを１位で通過しましたが、１位リーグにおいては敗戦でございました。 

３番目の子ども農山漁村交流プロジェクトについてでございます。 

南十勝長期宿泊体験交流協議会（ＳＴＥＰ）による体験活動の主なものとして、主催事

業では、小学生を対象に日帰り体験活動として１２月２１日には「たき火でクッキング」

を、２月１５日には「雪の中の運動会」を開催しました。また、１月９日から１１日には

冬季宿泊自然体験として、「大樹極寒つるつるキャンプ」を実施しました。 

 （２）の受け入れ事業では、東京都谷保からの冬ツアーを、（３）共催事業では、学童

保育所の活動を定期的に行うほか、（４）その他では、北海道日本ハムファイターズマス

コットＢ☆Ｂと大樹町応援ツアーを開催いたしました。 

詳細につきましては、記載のとおりでございますので、後ほどお目通しをお願いいたし

ます。 

以上で、教育委員会の行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 次に、ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

コロナウイルス対策について伺いたいと思います。 

全道的な休校、行事の自粛等を受けて、町内でも対策会議の中で多くの人が集まるよう

な行事、それから、学校の休校等が実施されていますが、これにつきましては、知事は１

週間、明日までの話ですが、全国的な対応として、春休みまで延びるというような状況が

あり、これが続くことになれば、この自粛という状況の中で非常に地域の経済活動に大き

な影響があることが予測されるところであります。事実、もう既にそういう影響が出始め

ている状況もあるように聞いています。 

そういう状況を踏まえて、町として具体的な対策をどうするのか。それは、今考えてい

るのか、これから協議会等の中で議論をしていくのか、町長に伺いたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 先ほど、行政報告で新型コロナウイルス感染症の対策について、今現在の状況について報

告をさせていただいたところです。 
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学校等については、今、休業しているということで、国の要請として春休みまで学校のほ

うは休業するよう要請を受けているところです。学校現場等も含めて、どういう対応をとっ

ていくかというところを今協議しておりますが、まずは、大樹町からコロナウイルスにか

かった方を出さないということが最優先だなというふうに思っており、そういう取り組みを

今進めているところでもあります。 

ただ、子供が長期間、学校に行かずに自宅にいるということで、普段、外で働かれている

保護者の皆様の働く時間が確保できないというようなことも想定されます。そういう意味で

は、町内で経済的なダメージが出てくるかなということも懸念されますので、どうしても働

くという場面が必要だということで、子供の自宅での保育ができないという場合について

は、学童等の開設についても対応していかなければならないかなと思っておりますし、保育

所等についても希望保育の受け入れを進めていかなければならないかなというふうに思っ

ております。 

今、保育所、または学童に通っていた小学生の親御さん、保護者の皆様に希望があるかど

うかの確認作業を今朝から進めているところでもありますので、希望者がある程度の形が見

えてきた段階で、受け入れのほうについても対応していかなければならないなというふうに

思っております。 

経済的な損失にかかわる部分で、今、具体な検討は進めておりませんが、今後長期間にわ

たってそういうことが想定される場合においては、どういう対策を講じれるかについて、ま

た関係の皆様とともに協議を進めていければなと思っております。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ２点ほどお伺いします。 

 今、同僚議員からも質問ありました新型コロナウイルスの関係ですけれども、先ほどの町

長の説明からも、学校、保育所関係の教育行政と福祉行政については、大体わかりました。 

一番問題なのは、町の経済、今、同僚議員が質問したのですけれども、これから問題があ

ればいろいろ考えていかなければならないというのですけれども、今の現状を、経済にどれ

ぐらいの損失が出ているのか、町側としてきちっと把握しているのかお聞きしたいのと、も

う一つは、３番目の宇宙関連の関係ですけれども、全部で九つほど出席しているのですけれ

ども、この中でＨＡＰの事業として会議出席しているのは、どれなのかについてお聞きしたい

です。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 新型コロナウイルス、先ほど同僚議員からもご質疑で回答させていただきましたが、長期
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に及んだ場合については、経済的なダメージというのは少なからずあるかなというふうに

思っております。 

また、今日の新聞にも載っておりましたが、学校給食が長期間にわたってとまるというこ

とで、牛乳の消費がとまるということについては、今回学校が休業するという段階から大き

な影響があるのではないかなと。これが全国に及ぶということになると、本当に大きな影響

が及ぶのではないかなということは、私も懸念しているところでもあります。 

今後、例えばそれぞれの生産団体がありますので、農業の関係については農協があります

し、それぞれの経済団体、商工会もそうですが、どういう影響があるかというところは、情

報を共有しながら、必要な対策については講じていかなければならないかなというふうに

思っております。今現在の段階で正確な数字を把握しているという状況ではないということ

は、ご理解をいただきたいなと思います。 

 航空宇宙の関連については、担当のほうから説明をさせていただきます。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事 

○大塚企画商工課参事 

 ３番目の航空宇宙関連についてのご質問でありますけれども、ＨＡＰとしての出席したも

のはどれなのかというご質問でしたけれども、１月２９日の企業訪問、それから２月７日の

ワーキングチームへの出席、それから１０日の取締役会、２７日の企業訪問につきましては、

ＨＡＰの業務として出席をしております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 まず、コロナウイルスの関係ですけれども、経済団体は経済団体で多分数字は把握すると

思うのですけれども、一番問題なのは、町の商店です。あれからもう１週間たっていますの

で、恐らくもう経済的に飲食業は大変なダメージを受けていると思うのですよね。そこは

やっぱり大樹町にも商工会がありますので、商工会と連携しながらきちんと数字を把握して

いくことがやっぱり必要で、期間を置きながら調査していくとか、小まめに調査することが

町として大事なことではないかと思うのですけれども、ぜひ商工会と連携をとりながら調査

をしていただきたいと思います。 

それともう１点、宇宙関係ですけれども、今回は九つの会議のうち四つ、約半分ですね。

ＨＡＰで事業に出席しているというのですけれども、ＨＡＰは、うちの町長は社長という立

場で出席されると思うのですけれども、ＨＡＰの事業で、要するに旅費も、恐らくＨＡＰの

旅費から出ていると思うのですよね。そうすると、これはＨＡＰの事業報告ですればいいこ

とであって、行政報告ではしなくてもいいのではないかと思うのですけれども、その辺につ

いてはどうでしょうか。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 正式に言えば、議員のご指摘のとおりだというふうに思います。ただ、ＨＡＰの活動の状

況を報告する場がなかなか具体に持てないということもあって、関連があるということで報

告をさせていただいているところですが、ＨＡＰの部分についての報告が必要ないのではと

いうご指摘については、今後また行政報告でどういう形で報告させていただくかも含めて、

検討させていただきます。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 新型コロナウイルスの関係の経済的なダメージということで、飲食店の部分がかなりやは

り大きいかなとか思っておりますので、商工会と連携を図りながら実態について調査してま

いりたいと考えております。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それでは、商工会の関係は終わりました。 

最後に、ＨＡＰの関係ですけれども、やっぱり何というか、酒森町長はＨＡＰの社長であ

るのですけれども、社長であり大樹町の町長であるということで、これはもう最初から疑問

に思っているのですけれども、ＨＡＰの社長はほかの人に譲るべきであって、あくまでも大

樹町長は顧問か相談役でいたほうがいいと思うのですね。酒森町長はあくまでも大樹町の町

長であって、住民のために汗をかきながら、宇宙構想に一緒に町長として汗をかくのはいい

のですけれども、その辺が行政報告を見ましても、公私混同しているような気がするのです

けれども、そういうことで、私は、社長はいずれ譲ったほうがいいと思うのですけれども、

そういう考えはないのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ＨＡＰとの、私が兼務しているということについてのご意見については、賜りました。た

だ、設立の段階から、やはり大樹町が主体となってやっていかなければならないという情勢

も含めて、代表としてＨＡＰを任されたところでもありますので、今後もＨＡＰの代表とし

ては活動していかなければならないという使命があるというふうに思っております。 

 ただ、前々からご説明させていただいておりますが、ＨＡＰは企画をする会社でありまし

て、実際に射場をつくっていくという段階では、別な組織を立ち上げていくということにな

ろうかと思いますし、そこでは、代表は私ではないというふうに思っておりますので、別な
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形で運営会社、仮に運営会社という言い方をさせていただきますが、そこには大樹町として

も何らかのかかわりは継続して持っていきたいなというふうには思っておりますが、それを

新たな事業運営をする会社には、私は代表というような形でかかわることはないかなという

ふうに今現在は思っております。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

吉岡議員。 

○吉岡信弘議員 

 先ほど、同僚議員からの質問もありましたけれども、新型コロナの関係で、学校の休校の

関係ですけれども、ちょっと私の聞き間違いかわかりませんけれども、春休みまでまだ休校

が決まっていないのでしたか、それとも休校は決まっているのか、それともこれから検討な

のか、もう一度そこら辺お願いしたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 一番最初、鈴木知事のほうから道教委を通じて、全道小中学校一斉に２月２７日から３月

４日まで休校してほしいという要請がありました。２６日の午後からの会議で、いきなりで

非常にびっくりはしたのですが、児童生徒の健康が第一だ、国家的な危機であると。すごく

大変なのはわかるけれども、十勝は一つということで一斉にやろうということで、２７日か

ら３月４日までの休校に踏み切りました。 

 ２月２８日、安倍首相が全国一律に小中高、特別支援学校も含めて、春休みまで休校とい

う要請が出ました。同日、鈴木知事が２月２８日から３月１９日まで北海道緊急事態宣言を

発しました。ということで、１９日までは北海道として動くことができないと。これは、休

校はやむを得ないなというふうに判断しております。学校、それから町長部局ともいろいろ

連携をとりながら協議を進めているところです。 

当初は、今が山場だと、鈴木知事も１週間単位でと。この２週間を乗り切れればという話

がありましたから、３月１６日の週からは休みをやめて子供たちを学校に呼ぼうと考えてお

りましたが、緊急事態宣言が３月１９日までというふうになったので、その後でないと開け

ないと。１９日の次は３月２０日で土曜日です。２１日日曜日、２２日春分の日祝日です。

一番早く開けることができたとしても、３月２３日です。 

大樹小学校は、当初から３月２３日が卒業式です。いろいろな要請の中でなるべく大勢の

人が集まらない環境をつくりなさいということでございますので、高等学校等の例に見習っ

て、卒業生と教職員のみでの卒業式を今やろうと考えているところです。 

皆さんも、昨日新聞を見てびっくりされたと思いますけれども、長期に学校を休むことに

よっていろいろな弊害が出てきております。皆さんご存じのとおり、一番大事なのは、集団

感染を起こさないということですが、子供の居場所づくりということで、学童をあけなさい
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とか、人数が増えた場合は学校を開放しなさい。学校の教員にも学童の指導員としてつくこ

とは、やぶさかではありませんよというような情報がたくさん厚労省を中心に要請が入って

きております。 

そんな中で、感染者を出さないという酒森町長の思いを最優先にしながら、できる範囲で

子供たちの学習を保障しようというふうに今考えているところです。まだ決定ではございま

せんが、３月２４日以降、スクールバス、学校給食含めて、何日間はしっかり補習をし、自

信を持って４月を迎えたいなという思いでございます。 

以上です。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 学校の対応については、今、教育長が説明したとおりですが、今のスケジュール、今の思

いも含めて、「町内で発症がない場合に限って」ということでご理解をいただきたいと思い

ます。発症した段階の対応については、大きく様変わりするということが想定されると思い

ます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

志民和義議員。 

○志民和義議員 

 コロナ関係で、症状がないまま、いろいろ出て歩いて濃厚な接触ということで広がるとい

う可能性も出てきているということで、検査体制、検査キットとか、あるいは医療機関の受

け入れ、その点についてはどのような対応をとっているのかということと、文科省からも子

供の居場所対策で学童の受け入れ、学童ですと小学校よりも１人当たりの面積が少ないの

で、教室を開放してということになると、もとのもくあみみたいに、もとに戻ってしまうの

ではないかなということなのですが、とりあえず、まず検査の件と、それから学童の受け入

れに対する体制、もし万が一そういうことになった場合ということで仮定しての質問なので

すけれども、どのようなことでしょうか。 

○議   長 

 小森町立病院事務長。 

○小森町立病院事務長 

 コロナウイルス感染者の受け入れ体制の関係なのですけれども、現在、病院では一般の外

来を行っております。発熱のほうのチェックも、今は問診時にしているような状況で、風邪

の症状もあれば、診察はしております。 

感染者の要件が３７度５分という要件がございまして、それが引き続き３日以上という根

本的な考え方がありますので、それに基づいて、そういう患者は院内に入れないような対応

をしているところでございますけれども、症状のない方も当然病院を受診されておりますの
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で、そういった方については、受診するしか致し方ないと思います。 

風邪の症状がある方については、疑い例ということの確認が必要であれば、その段階で保

健所に医師のほうから問い合わせして、保健所から指示を仰ぎながら必要な検体の検査です

とか、そういったレントゲンを撮るだとか、そういった方法になるかなと思います。 

それから、大樹町で発生した場合の関係なのですけれども、病院２階の個室ベッドは６床

あるのですけれども、厚生病院とかで設置している病室、陰圧室というのですけれども、一

般的な病室から気圧がちょっと低い状況で換気できるシステムとなっている病室がござい

ますが、残念ながら当院ではそういった体制にはございません。そういった陰圧室がござい

ませんので、個室６床のうち軽症の患者であれば、最大で今のところは２名の受け入れが可

能ではないかという検討はしておりますけれども、まだ実際に入院させるような状況には

なっていませんので、その際には、また保健所等関係機関と相談しながら対応していきたい

と思っております。 

○議   長 

井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 学童保育に関してでございますけれども、今、学童保育の希望者を取りまとめている最中

でございます。あくまでも、家庭でお子さんを見ることができないという方を限定とした受

け入れということで、今調査をかけております。その人数によって、どこでやるかというこ

とは今後検討していきたいと考えているところでございます。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 テレビや、この地域もそうだと思うのですけれども、マスクがないとか、トイレットペー

パーは関係ないと思うのですけれども、トイレットペーパーまでなくなるような、そのよう

な社会現象が起きているのですけれども、私たちの町の病院や特養ですとか、そういうとこ

ろの備蓄状況というか、備えのマスクやアルコールなんかの備品はどのような状況になって

いるのでしょうか。 

○議   長 

 小森町立病院事務長。 

○小森町立病院事務長 

 マスク等の備蓄品の関係なのですけれども、町立病院ではマスクのほうはある程度確保は

しているのですけれども、まだ入ってくる見通しが立たないということで、３月いっぱいは

間違いなくもつような状態なのですけれども、それ以降、もし今月入ってこないということ

であれば、もしかしたら不足する可能性もございます。消毒関係につきましても、業者のほ

うでストップされておりまして、いつ入ってくるか、わからない状況です。今ある消毒剤は
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病院では確保しているのですけれども、長期間に及ぶということになれば、関係機関等保健

所とも相談しながら確保に努めていかなければならないかなと考えております。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認め、行政報告を終わります。 

 なお、行政報告に対する一般質問の通告期限は、３月４日１２時といたします。 

 

   ◎日程第６ 議案第１号  

○議   長 

 日程第６ 議案第１号大樹町公平委員会委員の選任についてから日程第８ 議案第３号

大樹町公平委員会委員の選任についてまで、以上３件は関連がありますので、一括議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま一括議題となりました議案第１号から第３号までの提案理由のご説明を申し上

げます。 

 本件につきましては、大樹町公平委員会委員の選任について同意をお願いするものであり

ます。 

 公平委員会は、職員の勤務条件に関する研究や意見の提出、不利益処分についての審査請

求に対する裁決を行う機関として、地方公務員法に基づき設置されております。 

 委員については、議案下段の地方公務員法の関係条項の抜粋にも掲載のとおり、人格が高

潔で、地方自治の本旨及び民主的で効率的な事務の処理に理解があり、かつ人事行政に関し

識見を有する者のうちから、議会の同意を得て、地方公共団体の長が選任するものでありま

す。 

 任期は４年とされており、今回３名の委員の方々がそれぞれ５月１４日をもって任期満了

となることから、その後任を選任いたしたく、ご提案を申し上げるものであります。 

 議案第１号。 

大樹町字大樹３５３番地の髙野靜子氏につきましては、５期２０年をお務めいただいてお

りますが、引き続き選任いたしたく、ご提案を申し上げるものであります。 

 議案第２号。 

 大樹町２条通３６番地２の大庭滋理氏につきましては、前任者の辞任を受け３期１０年お

務めいただいておりますが、引き続き選任いたしたく、ご提案を申し上げるものであります。 
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議案第３号。 

 大樹町双葉町２番地の尾藤宏樹氏につきましては、２期８年お務めいただいております

が、引き続き選任いたしたく、ご提案を申し上げますので、ご同意賜りますようお願いを申

し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 本件につきましては、大樹町議会運営基準第９９条の規定により、討論を省略いたしま

す。 

 これより、議案第１号大樹町公平委員会委員の選任についての件を採決いたします。 

 本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、同意することに決しました。 

 これより、議案第２号大樹町公平委員会委員の選任についての件を採決いたします。 

 本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、同意することに決しました。 

これより、議案第３号大樹町公平委員会委員の選任についての件を採決いたします。 

 本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本件は、同意することに決しました。 

  

   ◎日程第９ 議案第４号  

○議   長 

 日程第９ 議案第４号大樹町職員定数条例の一部改正についての件を議題といたしま

す。 
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 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

ただいま議題となりました議案第４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

本件につきましては、大樹町職員定数条例の一部改正をお願いするもので、地方公務員

法等の改正により臨時的任用職員の任用関係が改正されたことに伴い、現在、定数外職員

である準職員について、定数内職員とするために改正をするものであります。 

内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

議案第４号大樹町職員定数条例の一部改正について、内容を説明させていただきます。 

改正の主な内容は、現在、定数外職員である準職員を定数内職員にするもの、また、職員

定数の改正に伴い、直営診療施設を持つ管内自治体の条例と同様に、町長部局の職員の内数

として町立病院の職員数を定めるものでございます。 

それでは、改正の内容につきまして、表に沿って説明させていただきます。 

次の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

第１条は、職員の定義で、改正前は、「特別職のほか６カ月以内の期間を定めて雇用され

る者などを除く常勤の職員」としておりましたが、改正後は、「常勤する一般職の職員」と

するものでございます。一般職の職員とすることで、当然に特別職は除かれることになり、

また常勤と定めることにより、一会計年度内で任期を定めて雇用する会計年度任用職員は除

かれることとなるため、括弧書きを除き改正するものでございます。 

第２条は、職員の定数で、第１号では、町長の事務部局の職員を「１７４人」から「２１

７人」に改正し、そのうち数として、町立病院の職員を７６人とするものでございます。 

町立病院を含めた現状の職員数は、正職員が１４６人、このほかに準職員の１種、事務生、

介護員等でございますが４０名、それから準職員２種、牧場作業員、給食調理員等でござい

ますけれども１７人、フルタイムの再任用職員が２名の２０５名でございますが、これらに

加えまして、現在、欠員、または不足している職員、保健師２名、それから介護員５名、看

護師３名、医師事務作業補助者２名の１２名を加えまして、２１７名とするところでござい

ます。 

第２号では、職員数に変更がないため、略となっていますが、公営企業部局の職員で５人。

第３号では、教育委員会事務局の職員で「１８人」から「２０人」とするもの。第４号では、

農業委員会の事務局の職員で変更がなく３人。第５号では、議会事務局の職員で「２人」か

ら「３人」と改正するものでございます。職員全体では、合計２４８人になるものでござい

ます。 
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附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行するものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第４号大樹町職員定数条例の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１１時００分 

 

○議   長 

 開会いたします。 

 

◎日程第１０ 議案第５号  

○議   長 

 日程第１０ 議案第５号職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正についての件を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 
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○酒森町長 

ただいま議題となりました議案第５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

本件につきましては、職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正をお願いするもので、

職員の服務の宣誓については、一般職の職員と同様に会計年度任用職員にも適用となるこ

とから、今回、改正をするものであります。 

内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

議案第５号職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について、内容を説明させていただ

きます。 

 本条例では、地方公務員法に基づき、新たに職員になった者は、任命権者または任命権

者の定める上位の公務員の面前において宣誓書に署名してからでなければその職務を行っ

てはならないと定められており、服務の宣誓を義務づけしておりますが、この宣誓義務は

会計年度任用職員にも適用されることから、宣誓手続の簡略化について定めるよう改正す

るものでございます。 

 それでは、改正の内容につきまして、表に沿って説明させていただきます。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

 第２条１項の次に第２項として、会計年度任用職員の服務の宣誓について、一般の職員

とは別に、任命権者が別段の定めをすることができるとする項を追加するものでございま

す。 

 具体的には、署名をした宣誓書を提出する、また、同一の職員につき再度任用を行った

場合は、先の任用に際して行った服務の宣誓をもって行ったものと見なすなど、方法と運

用について別に定めることができるとするものでございます。 

 この運用につきましては、大樹町の場合、現在雇用している臨時職員につきまして、平

成２１年より書面により宣誓書を提出する運用を行ってございますので、本条例が改正さ

れましても、特段運用が変わるものではございません。 

 附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行するものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第５号職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正についての件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１１ 議案第６号 

○議   長 

 日程第１１ 議案第６号大樹町基金条例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、大樹町基金条例の一部改正をお願いするものであります。 

本年４月から、宇宙のまちづくり事業に充てるため、まち・ひと・しごと創生寄附金（企

業版ふるさと納税）を活用し、広く企業の皆様からご寄附を募ることとしております。５

カ年度にわたり事業を執行することとしておりますが、各年度に執行可能な額を超えて寄

附金が集まることも想定されることから、基金として積み立てをするために、今回、改正

するものであります。 

 内容につきましては、総務課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第６号大樹町基金条例の一部改正について、内容を説明させていただきます。 
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 本条例の改正内容につきましては、町長の提案理由のとおりでございますので、割愛さ

せていただきます。 

 それでは、改正の内容につきまして、表に沿って説明させていただきます。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

 第２条では、基金の設置についての規定でございますが、現在定めている１０の基金に

加え、第１１号に航空宇宙関連施設の整備を目的とした航空宇宙関連施設整備基金を、第

１２号に航空宇宙関連ビジネスの推進を目的とした航空宇宙関連ビジネス推進基金を追加

するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行するものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６号大樹町基金条例の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１２ 議案第７号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第７号大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 
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 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正をお願いするものであります。 

 放課後児童支援員は、都道府県知事が行う研修を修了しなければなりませんが、厚生労

働省令の改正により、政令指定都市も研修を実施可能となったことから、今回、改正をす

るものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長兼学童保育所長。 

○井上保健福祉課長兼学童保育所長 

 それでは、議案第７号大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について、ご説明いたします。 

 国で定めております放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の改正によ

り、放課後児童支援員は都道府県知事が行う研修を修了しなければならないとされており

ましたが、政令都市も研修を実施できるように改正されたことから、同様の内容を規定し

ております大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正するものです。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものです。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。 

 第１０条、職員についての規定でございますが、第３項、放課後児童支援員は、次の各

号のいずれかに該当する者であって、都道府県知事「又は地方自治法第２５２条の１９第

１項の指定都市の長」が行う研修を修了したものでなければならないと改めるものでござ

います。 

 附則ですが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

以上で、説明を終わります。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

支援員の資格条件ですけれども、資格条件については改正前と変わらないのか。それと

も無資格者も該当するのか。それについて聞きたいのですけれども。 
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○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

支援員の資格条件については、変わりございません。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 あと、研修を修了したものですけれども、研修時間数も改正前と変更なく、同じ時数で

修了したものが資格を得るということでいいのでしょうか。それについて確認をお願いい

たします。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 従来、都道府県知事が行っている研修と同様の研修を政令指定都市でもできるように

なったということで、時数等は、変わりはございません。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７号大樹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１３ 議案第８号 

○議   長 

 日程第１３ 議案第８号大樹町給水条例の一部改正についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第８号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、大樹町給水条例の一部改正をお願いするものであります。 

給水装置の工事は、本給水条例に基づき、指定する給水装置工事事業者が行わなければ

ならないと定めておりますが、水道法の改正により、指定をした事業者は５年ごとに指定

の更新を受けなければ指定の効力を失うとされたことから、今回、改正するものでありま

す。 

 内容につきましては、建設水道課長から説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜り

ますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 それでは、議案第８号大樹町給水条例の一部改正について、説明させていただきます。 

 今回の改正は、本条例で定める給水装置工事の事業者は、水道法に基づき指定している

ものでありますが、同法では、指定給水装置工事事業者の更新制度が定められていないた

め、無届けで事業を廃止した事業者の実態が把握できず、所在不明な事業者が登録上存在

するなどの問題があり、今回、同法第２５条の３の２の規定により、指定給水装置工事事

業者の更新期間を５年と定められ、同法に基づき、工事事業者を指定する本条例の一部改

正をお願いするものでございます。 

それでは、表に沿いまして説明させていただきます。 

 次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

 第７条、工事の施工では、給水装置の工事は、管理者又は管理者が法第１６条の２第１

項の指定した者の次に「法第２５条の３の２に規定する指定の更新を受けないことにより

失効となった者を除く。」を新たに加え、法で定める５年の更新手続を行っていない効力

の失効した工事事業者を除くと改正するもの。 

第３０条、手数料では、第１項第１号の第７条第１項の給水装置工事事業者指定の次に、

「（指定の更新の場合を含む。）」を加えるものでございます。手数料の額につきまして

は、更新の場合であっても新規手続の場合と同様な手続処理となるため、同額とするもの

でございます。 

附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行するものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第８号大樹町給水条例の一部改正についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１４ 議案第９号 

○議   長 

 日程第１４ 議案第９号大樹町過疎地域自立促進市町村計画の変更についての件を議題

といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。 

 本件につきましては、大樹町過疎地域自立促進市町村計画の変更をお願いするもので、

過疎対策のために実施しようとする事業を追加することについて、北海道知事との協議が

整いましたので、今回、ご提案を申し上げるものであります。 

 なお、参考として、法の関係条文を抜粋して掲載しておりますので、ご確認をお願いす

るとともに、内容につきましては、企画商工課長より説明をいたさせますので、ご審議の

上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 議案第９号大樹町過疎地域自立促進市町村計画の変更について、ご説明させていただき

ます。 

 本計画は、平成２８年度に制定をさせていただきまして、この市町村計画につきまして

内容の一部の変更をお願いするものでございます。 

 参考としまして掲載しております過疎地域自立促進特別措置法第６条第１項では、議会

の議決を経て市町村計画を定めることができ、同条第７項で市町村計画の変更について第

１項を準用するとされていることから、議決をお願いするものでございます。 

 今回の主な変更は、ゲートボール場の整備、スマート街区事業を追加するものなどでご

ざいます。 

 なお、市町村計画を変更する場合は、あらかじめ道に協議することとされており、本年

２月１４日に異議なしとの回答を得ております。 

 それでは、次のページ１ページ目をご覧ください。表の左側は変更前、右側が変更後の

内容でございます。下線部分が変更箇所でございます。 

区分５の高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進の欄の本文中に、「また、高齢者の交

流、健康増進を図る上で、ゲートボール場等施設を整備していく必要がある。」の記述を

追加するとともに、大樹町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について、現計画に合

わせて、年数を「平成３０年」「令和２年」に、期数を第「７」期と変更するものであり

ます。 

また、（２）のその対策として、エに「ゲートボール場を整備する」を加え、以下１項

目ずつ繰り下げるものであります。 

２ページ目になりますが、事業計画の表中の事業名に「（１）高齢者福祉施設」「その

他」を追加し、事業内容に「ゲートボール場の整備」、事業主体に「町」を追加するもの

でございます。 

次のページ、３ページ目になりますが、区分１０、その他地域の自立促進に関し、必要

な事項の事業計画の表中の（１）自然エネルギーを利用するための施設の事業内容に「ス

マート街区事業」、事業主体に「町」を追加するものでございます。 

次のページをご覧ください。 

過疎地域自立促進計画の参考資料でございます。 

 「ゲートボール場の整備」、「スマート街区事業」を追加したものでございます。事業

費につきましては、概算事業費を記載しておりますが、スマート街区事業につきましては、

令和元年度から令和３年度の３カ年の事業期間でありますが、本過疎計画の計画期間であ

ります令和２年度までの概算事業費を掲載しております。実際の事業執行に当たりまして

は、当該年度の予算審議等で議会にお諮りさせていただくことになるものでございます。 
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 以上で、ご説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第９号大樹町過疎地域自立促進市町村計画の変更についての件を採決い

たします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１５ 議案第１０号 

○議   長 

 日程第１５ 議案第１０号定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の

締結についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の締結

について議決をお願いするものであります。 

人口減少と三大都市圏への過度の人口流出を抑制し、集約とネットワークの考え方に基

づき、広域連携による活性化を目指す定住自立圏構想ですが、十勝では、１８町村の全て
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が平成２３年７月７日に、前年に中心市を宣言していた帯広市と十勝定住自立圏形成に関

する協定を締結し、その後、共生ビジョンを作成しております。 

現行の第２期共生ビジョンの計画期間が今年度までとなっているため、新たな共生ビ

ジョンを策定するに当たり、平成２３年に帯広市と締結を行った協定書の一部を変更する

ことが必要であるため、今回、十勝１９市町村の各議会において協定書の変更に係る議決

をお願いするものであります。 

内容につきましては、企画商工課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 議案第１０号定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の締結について

ご説明申し上げます。 

 定住自立圏の形成に関する協定書につきましては、ただいま町長からご説明がありまし

たように、平成２３年に中心市の宣言をした帯広市との協定を締結しております。この協

定は、帯広市と大樹町が１対１で定住自立圏の形成について各種の政策分野について締結

するものであり、この協定に基づき、十勝定住自立圏共生ビジョンを策定しております。 

 今年度、第２期の共生ビジョンが終了するため、令和２年度から令和６年度までの５年

間を期間とする第３期十勝定住自立圏共生ビジョンを今年度中に策定することとしており

ます。これに伴い、これまでの協定内容を見直し、協定書の一部変更をお願いするもので

あります。 

 内容につきましては、新旧対照表で説明させていただきますので、議案を９ページおめ

くりいただき、横型の新旧対照表をごらんいただきたいと思います。 

 表中、甲は帯広市、乙は大樹町であります。 

変更点のみ説明させていただきますので、４ページをごらんください。 

 ４番、産業振興の（２）フードバレーとかち及びバイオマスの利活用の推進の項目です

が、バイオマスの利活用の推進について追加するもので、家畜ふん尿由来の再生可能エネ

ルギーに関する調査研究を行うとともに、バイオガスの利活用を推進するということで追

加されたものです。甲乙の役割としましては、十勝バイオマス産業都市構想に基づき、バ

イオマスの利活用を甲と乙が互いに連携して推進するとされております。 

 ６ページをご覧ください。 

 （８）削除でありますが、航空宇宙産業基地構想の推進の項目であります。 

航空宇宙産業基地構想の推進につきましては、定住自立圏の枠組みだけではなく、管内

１９市町村や関係機関、団体等で構成されるとかち航空宇宙産業基地誘致期成会を中心に

取り組んでいくということで、削除するものでございます。 

 ９ページをご覧ください。 
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 （２）削除ですが、結婚を希望する若者の支援の項目であります。 

各自治体が民間企業などと連携し、さまざまな取り組みや支援を実施するようになって

きていることなどから、今後は、定住自立圏の枠組みにとらわれずに地域の特性を生かし

た取り組みを進めていくということで、削除するものであります。 

 同じく、同じページの下になりますが、圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野の

２番を削除しております。データ分析、圏域レベルのデータ集積・活用の項目であります。 

国が提供する国勢調査や産業、経済等の各種データを収集し、十勝圏の現状分析を行っ

てきたところですが、ノウハウの蓄積によりデータの更新を行うことで必要とする分析が

可能となったことで、削除するものでございます。 

 以上が協定書の変更内容となりますが、今回、この協定書の変更がお認めいただけまし

たら、３月３１日付をもって帯広市と変更協定を締結する予定となっております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１０号定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定書の締

結についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１６ 議案第１１号 

○議   長 

 日程第１６ 議案第１１号財産の無償譲渡についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、財産の無償譲渡についての議決をお願いするものであります。 

 無償譲渡しようとする財産ですが、歴舟中学校（大樹中学校当縁分校）敷地として、昭

和２６年にご寄附をいただいた土地の一部で、歴舟中学校を平成１０年に閉校し、今回返

還する部分は、今後の利用予定がないことから、寄附者相続人と返還に向けて協議を進め

てまいりました。本町の財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例では、寄附後２０年

以内であれば寄附者に対し無償譲渡することができますが、今回は２０年を経過している

ため、地方自治法の規定に基づく議会の議決に基づいて無償で譲渡しようとするものであ

ります。 

 それでは、議案を朗読して、提案理由の説明にかえさせていただきます。 

 議案第１１号財産の無償譲渡について。 

 地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、次のとおり財産を無償で譲渡すること

について、議会の議決を求める。 

 １、財産の概要。 

 種類、土地。 

 所在、大樹町字芽武１４９番６。 

 地目、学校用地。 

 地積、５,２７８平方メートル。 

 ２、無償譲渡の相手方。 

 札幌市清田区北野５条５丁目２２番１０号、黒川和雄氏。 

 ３、無償譲渡の理由。 

 歴舟中学校（大樹中学校当縁分校）敷地として、昭和２６年に黒川吉次氏から指定寄附

を受けた当該土地の一部について、廃校により寄附目的が消滅し、町として当該土地を学

校として利用する計画がないことから、当該土地の寄附者相続人に対し無償で譲渡するも

のであります。 

 なお、議案下段に、法律の関係条文を抜粋で掲載するとともに、次のページに図面を添

付しておりますので、内容をご審議の上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由

の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 譲渡の件ですが、黒川さんのほうは決まったようですけれども、ほかに薄い赤枠、これ

はどのように進んでいるか、お聞きします。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 図面のほうの下の図の拡大図でいきますが、前回の議会で、１４９－７の赤枠の右側の

ところは既に議決いただきまして、無償譲渡を済んでいるところであります。それから、

左手になりますが１４９－１、それから下になります１４９－８につきましては、今現在、

まだ校舎、それから従前の教員住宅、それらにまだ入居している方、校舎を利用している

方がいらっしゃいまして、現在そちらのほうも寄附者に戻したいという町の意向がありま

して、その分につきましては時間をとってご退去願いたいということで協議を進めている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１号財産の無償譲渡についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 
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○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第１７ 議案第１２号 

○議   長 

 日程第１７ 議案第１２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関す

る協定の一部を変更する協定の締結についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協

定の一部を変更する協定の締結についての議決をお願いするものであります。 

それでは、最初に議案を朗読いたします。 

議案第１２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協定の一部

を変更する協定の締結について。 

大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する協定の一部を変更する協

定について、次のとおり締結したい。 

記。 

１、協定の目的、大樹下水終末処理場建設工事（機械・電気設備）の委託。 

２、施工場所、大樹町暁町７番地。 

３、協定事業費、変更前１億１,８８０万円、変更後１億１,６９２万円。 

４、工事予定期間、平成３０年度から令和元年度までの２年間。 

５，協定方法、随意契約。 

６、協定相手方、東京都文京区湯島２丁目３１番２７号、日本下水道事業団、代表者、

理事長、辻原俊博。 

本協定は、平成３０年６月の第２回大樹町議会定例会で協定の締結について議決をいた

だいたものでありますが、協定相手方である日本下水道事業団において、最終事業費が確

定し、事業費が減少したことから、協定の変更をお願いするものであります。 

変更後の協定事業費においても５,０００万円以上となることから、議会の議決に付すべ

き契約及び財産の取得、または処分に関する条例の規定に基づき、ご提案を申し上げるも

のであり、ご審議の上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせ

ていただきます。 
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○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 協定事業費ですけれども、減額となった主な事業費の内容について知りたいのですけれ

ども。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 今回、下水道事業団と締結しておりました大樹下水終末処理場建設工事の機械設備と電

気設備工事を委託しておりました。まず、平成３０年度においては、事業費３,４００万円

は工場製作で当初どおり３,４００万円で完了しており、令和元年度では、残り８,４８０

万円が今回事業確定により８,２９２万円となるもので、中身につきましては、機械設備と

電気設備でそれぞれ１８８万円の執行残が出て、今回この協定の変更を結ぶものでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 協定の一部変更ということで、平成３０年６月に締結ということでございます。そのと

きに、質問あったことと、もしかしたら重複するのかと思いますけれども、ちょっとお聞

きいたします。 

 普通、工事というのは、委託ということはないのですけれども、この委託によって、委

託終了後、この工事、機械・電気設備のメンテナンス等保証とか、機械が故障した場合の

修理、そういうものは協定相手先でやってもらえるのかどうか、そこら辺をちょっとお聞

きしたいと思います。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 工事完了後のメンテナンスにつきましては、下水道事業団と事業は終了するのですけれ

ども、今度メンテナンスに関しては、今、維持管理をしていただいております業者があり

ますけれども、機械設備と電気設備が故障などしますと、専門業者に工事を発注すること

になると思っております。以上です。 



 

－ 34 － 

○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 下水道事業団に委託ということは、下水道事業団が専門であるからここに委託したと思

うのですけれども、その期間委託されて、万が一不備があっても期間が過ぎたということ

で町側の負担ということになるのですか。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 下水道事業団といたしましては、実際、工事を施工する会社ではなくて、設計または現

場管理等を行う事業団でありますので、ノウハウのない私たち町の職員が、事業を行う現

場監督も当然できませんので、一応下水道事業団に委託して、下水道事業団が工事を、電

気工事ですとか機械設備工事を発注するというふうになっております。それによって、今

回執行残が出たので、減額させていただくというようなものでございます。 

 以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２号大樹町公共下水道大樹下水終末処理場の建設工事委託に関する

協定の一部を変更する協定の締結についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１８ 議案第１３号 

○議   長 

 日程第１８ 議案第１３号十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会を組織する町数

の減少及び十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の変更についての件を議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会を組織する町数の減

少及び十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の変更をお願いするものでありま

す。 

本協議会は、自治体病院を設置する町が連携し、医薬品や診療材料等の共同購入による

コスト削減を目的として組織された団体であります。現在、７自治体病院で組織しており

ますが、このたび、広尾町から独立行政法人への移行に伴う組織変更で本協議会から脱退

したい旨の届け出があり、加盟している自治体病院間で合意を得たところであります。こ

のため、今回、規約の一部について、次のページに添付している新旧対照表のとおり、広

尾町を削除する内容で変更をしようとするものであります。 

規約の変更は、地方自治法第２５２条の６の規定により、議会の議決が必要となるもの

で、議案中ほどの規約の一部を改正する規約を朗読し、提案理由の説明にかえさせていた

だきます。 

十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の一部を改正する規約。 

十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の一部を次のように改正する。 

第３条中「広尾町」を削る。 

附則。 

この規約は、令和２年４月１日から施行する。 

以上で、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 
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 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１３号十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会を組織する町数の

減少及び十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の変更についての件を採決いた

します。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４９分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 ただいまより、開会をいたします。 

 

   ◎日程第１９ 議案第１４号 

○議   長 

 日程第１９ 議案第１４号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）についての件

を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）をお願いするもの

で、今回は、歳入歳出それぞれ９,５９１万２,０００円の追加と繰越明許費の追加、債務

負担行為と地方債の変更であります。 

内容につきましては、総務課長から説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第１４号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）について説明させていただ

きます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ９,５９１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ６９億２,４０７万２,０００円とするとともに、繰越明許費の追加、債務負

担行為と地方債の変更を行うものでございます。 

 最初に、資料で説明させていただきますので、７ページをお開き願います。 

 なお、資料については、７ページから３４ページまでとなっておりますが、説明に当た

りましては、事業の追加や事業費増減の大きなものなどに絞らせていただき、事業完了や

執行見込み額の精査によるものは説明を割愛させていただきます。また、財源内訳につき

ましても、一般財源のみの増減や事業確定に伴う補助金の増減などの財源調整分について

は、割愛をさせていただきますのでご了承をお願いいたします。 

 ７ページ、議会費１５２万８,０００円の減。その下から１４ページにかけまして、総務

費全体で１,３６０万１,０００円の増。 

 最初に７ページの一般管理費、特別職給与の職員手当などと共済費で３６万９,０００円

の増。このうち、職員手当などは副町長の就任及び退任に伴い、退職手当組合負担金が不

足するものでございます。 

一般職給与、給料から共済費までで、１２０万６,０００円の増。このうち、職員手当等

における時間外手当で、ロケット打ち上げに係る分が職員数６６名、延べ時間１,２８８時

間で約２２２万円の増、昨年１０月の台風災害による対応分が職員数２０名、延べ時間８

８時間で２１万円の増、それから通常業務の分で５２万円の増をお願いするものでござい

ます。 

下段に移りまして、庁舎管理費５６万８,０００円の増は、庁舎暖房用燃料費の不足が見

込まれるものでございます。 

 ８ページに移りまして総務管理費、賃金から負担金、補助及び交付金までで、８７１万

２,０００円の増。このうち負担金、補助及び交付金で８８７万７,０００円の増は、公務

災害補償負担金１６万７,０００円の減と北海道職員派遣負担金９０４万４,０００円の増

の相殺であります。道職員派遣負担金は、派遣職員に係る給与、共済費、赴任旅費相当額

を負担するものでございます。 

 ８ページ中段で、財産管理費、町有地・建物維持管理経費、委託料と工事請負費で１,

１８５万８,０００の増。このうち委託料１,２００万円の増は、公共施設等の除排雪経費

の追加でございます。 

 ８ページ下段、企画費、大樹町地域おこし協力隊設置事業、負担金補助及び交付金で７

０万円の増。この３月で任期を迎える協力隊員が、退任後町内で起業することから、起業
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支援補助金を増額するものでございます。 

 ９ページに移りまして、下段になりますけれども、諸費、町民慶弔費１３万４,０００円

の増。このうち負担金、補助及び交付金５万円の増は、１月に住宅火災で被災した方にお

見舞い金を送るものでございます。 

 １０ページに移りまして、街灯維持管理経費、需用費で８万８,０００円の増は、電気料

の不足が見込まれるものでございます。 

 １１ページに移りまして、賦課徴収費、上から３段目町税還付金２５万円の増は、法人

税等の還付が見込みより増え、不足が見込まれるものでございます。 

 １４ページに移りまして、１４ページから１８ページ、民生費全体で６,７８３万４,０

００円の減。 

１５ページに移りまして、上から３段目高齢者通院手段支援事業、扶助費９万９,０００

円の増は、タクシー利用の助成経費で不足が見込まれるものでございます。 

 １７ページに移りまして、上から２段目、中ほどですけれども、公衆浴場費、公衆浴場

運営費、需用費と委託料で２４万円の減。このうち委託料では１６万円の増で、施設管理

業務で１０月の労務単価改定により不足が見込まれるものでございます。 

１８ページに移りまして、１８ページから２０ページ、衛生費全体で９７４万３,０００

円の減。 

 １９ページに移りまして、下段になりますが、環境衛生費、一部事務組合負担金事業２

２０万７,０００円の減の内訳につきましては、南十勝複合事務組合負担金が２０８万７,

０００円の減、十勝圏複合事務組合負担金が１２万円の減となってございます。 

 ２０ページに移りまして、中ほど労働費は、全体で１４万３,０００円の減。 

それから、２０ページから２４ページ、農林水産業費全体で１,９６５万９,０００円の

増。 

 ２２ページにお移り願います。 

 畜産振興費、上から４段目、草地畜産基盤整備事業畜産担い手総合整備型３,１９０万８,

０００円の増は、畜産担い手総合整備型再編整備事業において、国の予算が追加配分され

ることとなったもので、令和２年度以降の事業を前倒しして行うものでございます。 

２３ページに移りまして、中ほどの農地費、土地改良一般管理費２２５万円の増は、負

担金、補助及び交付金で、上大樹地区道営農地整備事業において、道の予算が追加配分と

なり増額するものでございます。 

同じページの下から２段目、牧場整備費、畜産担い手育成総合整備事業８０１万９,００

０円の増は、２２ページの畜産振興費と同じく、畜産担い手総合整備事業において、国の

予算が追加配分されることとなったもので、令和２年度以降の事業を前倒しで行うもので

ございます。 

２４ページに移りまして、２４ページ下段、商工費全体で５３６万２,０００の減。 

２５ページに移りまして、上から２段目、観光振興費、ふるさと応援推進事業４００万
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円の減。報償費、役務費の減は、寄附金額の減少に伴う返礼品予算の減額となります。今

年度の寄附金は約３,３００万円を見込んでございます。 

 その下、観光施設費、晩成温泉維持管理費３９万２,０００円の増は、管理運営業務の委

託料で消費税率の改定に伴う増でございます。 

 その下から２７ページまで、土木費全体で２,９３３万円の増。 

２段目、道路維持費、町道維持管理事業、委託料と工事請負費で６,４３３万１,０００

円の増のうち、委託料６,４４４万８,０００円の増は、測量委託業務５５万２,０００円の

減と町道除排雪業務６,５００万円の増の相殺でございます。除雪費につきましては、２月

中までで除雪が９回、排雪を１回行っており、年度末までに不足となることから増額をお

願いするものでございます。おおむねでございますけれども、除雪は７回程度、排雪を２

回程度と想定し、計上しているものでございます。 

 ２７ページにお移りください。 

２７ページに移りまして、消防費全体で２０６万３,０００円の減。 

 ２８ページに移りまして、２段目、教育費全体で３,５５４万６,０００円の減。 

中ほどの教育振興費、教育振興事業３７８万３,０００円の減のうち、負担金、補助及び

交付金の減額の主な理由は、高校通学費助成金３００万円の減となってございます。 

 ３１ページにお移りください。 

３１ページに移りまして、下段、保健体育総務費、社会体育推進事業４万５,０００円の

増。このうち負担金、補助及び交付金は４万２,０００円の増で、優秀選手派遣旅費助成金

の増でございます。 

 ３３ページにお移りください。 

 ３３ページ中段、公債費につきましては１４５万１,０００円の減。 

 次の諸支出金は１億５,６９９万２,０００円の増。 

３４ページに移りまして、中ほどの基金費、基金積立金２億６,２４５万５,０００円の

増の内訳は、財政調整基金が２万６,０００円、公共施設整備基金が６,４２９万１,０００

円、航空宇宙産業基地誘致対策基金が５５９万９,０００円、減債基金が１億９,９８０万

６,０００円、地域福祉基金が１７４万９,０００円の増で、魅力あるまちづくり推進基金

は、当初予算計上額から９０１万６,０００円の減額となってございます。 

 以上、歳出補正額合計９,５９１万２,０００円の増。財源内訳では、特定財源が国・道

支出金で５,１５５万２,０００円の減。地方債で４０万円の増。その他で１億３２９万９,

０００円の減。特定財源の合計では１億５,４４５万１,０００円の減となっております。

一般財源が２億５,０３６万３,０００円の増となるものでございます。 

 次に、歳入について主なものを説明させていただきますので、事項別明細書の３８ペー

ジ、３９ページをお開き願います。 

 １款町税全体で５,４８４万円の増。１項町民税のうち、１目個人の町民税が１,３７４

万円の増。２目法人の町民税が１,３２７万円の増。２項、１目固定資産税が２,７２９万
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円の増。３項軽自動車税、２目種別割５４万円の増となってございます。 

 ４２ページ、４３ページをお開き願います。 

下から２段目になりますが、１７款財産収入、２項財産売払収入、２目不動産売払収入

１,０２１万７,０００円の増のうち、土地建物売払収入４１５万３,０００円の増は、緑苑

の分譲地の売払１件のほか、５件分の追加でございます。 

 ４４ページ、４５ページに移りまして、上から２段目、１９款、１項繰入金、１目基金

繰入金につきましては、財政調整基金ほか４基金の繰入金１億４,６０２万３,０００円減

額してございます。 

なお、これに伴いまして、今年度の基金からの繰入金は、当初予算計上額３億９,２８２

万７,０００円に対しまして、決算見込み額が１億８,７３９万４,０００円。各種基金への

積み立て予定額が３億６０７万１,０００円のため、差し引き１億１,８６７万７,０００円

程度が平成３０年度末と比較して増加する見込みでございます。 

 ４６ページ、４７ページに移りまして、上から２段目、２２款、１項町債については、

全体で４０万円の増。 

 次に、第１表歳入歳出予算補正の歳出を説明いたしますので、３ページにお戻り願いま

す。 

 歳出合計、補正前の額６８億２,８１６万円。補正額、２ページの１款議会費から、３ペー

ジの１３款諸支出金まで９,５９１万２,０００円の増。補正後の歳出合計６９億２,４０７

万２,０００円。 

 続きまして、歳入を説明させていただきますので、１ページをお開き願います。 

 歳入合計、補正前の額６８億２,８１６万円。補正額、１款町税から２２款町債まで９,

５９１万２,０００円の増。補正後の歳入合計６９億２,４０７万２,０００円となるもので

ございます。 

 続きまして、４ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正、内容につきましては繰越明許費の追加でございます。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、事業名産地パワーアップ事業で、金額が６,１３９万９,

０００円。今年度にリース導入予定の高性能農作業機械は受注生産なもので、令和元年度

内の納品が見込めないため、次年度に繰り越すものでございます。 

続きまして、事業名、草地畜産基盤整備事業畜産担い手総合整備型で、金額が４,４６４

万２,０００円。国の令和元年度補正予算により、町が予定している令和２年度分の事業に

ついて前倒しで予算措置され計上しておりますけれども、未執行である令和元年度事業分

について次年度に繰り越すものでございます。 

次に、事業名、上大樹地区道営農地整備事業負担金で、金額が２２５万円。先ほど説明

させていただきました上大樹地区道営農地整備事業に係る歳出の補正で、道の予算が追加

配分となり増額させていただいておりますけれども、補正分は年度内の施工が困難である

ため、翌年度に繰り越すものでございます。 
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事業名、草地畜産基盤整備事業畜産担い手総合整備型（町営牧場分）で、金額が１,０９

０万８,０００円。先ほど説明させていただきました同事業の町営牧場分でございますが、

同じく未執行である令和元年度事業分を次年度に繰り越すものでございます。 

 次に、５ページをお開きください。 

 第３表債務負担行為補正で、内容は、債務負担行為の変更でございます。 

事項、大樹町晩成温泉指定管理者運営業務委託料、債務負担行為設定期間に変更なく、

限度額を５,３９５万８,０００円とするものでございます。晩成温泉指定管理者運営業務

の委託料につきまして、令和元年１０月１日からの消費税等の改定により限度額に不足が

生じるため、変更をお願いするものでございます。 

 次に、６ページをお開き願います。 

 第４表地方債補正。 

地方債の変更でありますが、過疎対策事業の限度額を３２０万円減額し２億８,９９０万

円に、緊急防災・減災対策事業の限度額を６７０万円減額し９,９２０万円に、公共事業の

限度額を１,０３０万円増額し２,４００万円にそれぞれ変更するもので、起債の方法、利

率及び償還の方法につきましては、補正前と同じでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

提案理由の説明が終わりました。 

お諮りします。 

議案第１４号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）の審議に対する会議規則第

５４条の規定については、歳出は款ごとにこれを適用し、歳入については一括して適用す

ることとしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号の審議に関する会議規則第５４条の規定については、歳出につい

ては款ごとに、歳入については一括してこれを適用し進めることに決定いたしました。 

それでは、令和元年度大樹町一般会計補正予算事項別明細書４８ページ、４９ページ。

初めに、１款議会費の質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なし。 

 次に、４８ページから５７ページまで、２款総務費の質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 
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菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ページ４９、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、３節職員手当等なのです

が、先ほど説明ありました時間外勤務手当２９５万円の増額補正の中で、ロケット打ち上

げに関連する増額が大きいということであるのですが、当初計画に対して打ち上げをやっ

た回数の増で増えたのか、もともと全然この分の時間外手当の時間数は見ていなかったの

か、その辺の内訳をお願いします。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 ロケットの打ち上げに関しましては、町といたしまして協力する意向でやっているとこ

ろですけれども、時間外につきましては、いつ打ち上げるかというのはこちらのタイミン

グではございませんので、当初ではその分は見ていない状況でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 当初計画の中には、全く時間数は計上されていなかったという理解でいいですか。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 そのとおりでございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田議員。 

○西田輝樹議員 

 ５１ページの企画費の中の１９節で、地域公共交通確保維持改善事業補助金というのが

１８０万円ほど減額になっているのですけれども、これは１年遅れで精算しているように

思っていたのですけれども、これの減額になっている理由はどのような理由でなったのか

ひとつお知らせ願いたいのと、それから、その下に地域おこし協力隊の起業支援補助金と

いうふうにあるのですけれども、これは何か財源措置みたいなものはあるのでしょうか。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 まず、地域公共交通確保維持改善事業補助金の件につきましてですが、これは十勝バス

に対する補助になっておりまして、今回の対象期間としましては、平成３０年１０月から

令和元年９月までの１年間の事業期間という形で見ておりまして、予算で見ておりました
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金額よりも減額となったというところでありますが、主な理由といたしましては、車両修

繕費が当初見込んでいた金額よりも減少したというところが大きな理由で、今回各町村の

補助金が減額となったというところでございます。 

それと、地域おこし協力隊起業支援補助金につきましては、地域おこし協力隊が事業を

新たに町内で起こすという部分に対しての補助でありますけれども、その財源といたしま

しては、当年度、特別交付税で措置されるという形になってございます。 

以上でございます。 

○議   長 

ほかにありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ５１ページの消費生活相談員報酬とその下の費用弁償ですけれども、相談員というの

は１名だったと思うのですけれども、それでこれだけ減額されるということは回数が少

なかったという解釈でいいのか、それとも、ほかの理由があって減額されているのか、

それについてお聞きしたいです。 

○議   長 

 楠本住民課長。 

○楠本住民課長 

 お尋ねのありました消費生活相談員の費用弁償１０万６,０００円の減でございます

けれども、齊藤議員おっしゃるように、採用している方は１名でございます。 

減になった理由につきましては、出張等予算をとっておりますけれども、そちらの出

張等が当初予算と比べて減になったというのが主な理由でございます。 

報酬についても、基本的には毎週水曜日に消費者相談ということで来ていただいてお

りますけれども、そちらの来ていただく回数が当初よりも減ったりですとか、そういう

場合について減というふうになります。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 回数が減ったのはわかりました。 

それで、報酬の１７万９,０００円で毎週水曜日が、要するに、年間計画しているより

も減ったということなのですけれども、これは町側の都合で閉鎖したのか、それとも相

談員の都合で回数が減っていったのか、その辺について聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 楠本住民課長。 
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○楠本住民課長 

 先ほど、減った理由を毎週水曜日の消費生活相談等と申し上げましたけれども、内容的

には、それに伴った出張等がございまして、そちらの出張が当初の計画よりも減ったとい

うのが主な理由でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 確認しますけれども、毎週水曜日の定例の相談員は、年間通して回数は開いたけれど

も、その他の研修の出席が減ったという解釈でよろしいのですね。 

○議   長 

 楠本住民課長。 

○楠本住民課長 

 おっしゃるとおりです。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 なしと認めます。 

 それでは次に、５６ページから６１ページまで、３款民生費についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ５７ページの２８節繰出金の関係です。低所得者の介護保険料軽減繰出金が３９万２,

０００円マイナスになっているのですけれども、これについて、もう少し詳細に聞きたい

のですけれども。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

〇井上保健福祉課長 

 低所得者の介護保険料の繰出金でございますけれども、当初見込んでいた人数よりも

減ったことによりまして減額というふうになってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

ほかにありませんか。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

心身障害者福祉費の中の５９ページの一番上の大樹町障害者地域活動支援センター運営
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業務が１８０万円ほど減額になっているのですが、その理由は何ですか。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

〇井上保健福祉課長 

 大樹町の障害者地域活動支援センターほっとでございますけれども、ほっとの維持管理

経費等々が、当初見込んでいたよりも減ったということで、このような１７０万円ほど減

額というふうな内容でございます。 

○議   長 

中身をもう少し詳細に言ってください。 

暫時休憩。 

 

休憩 午後 １時３３分 

再開 午後 １時３４分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 先ほどの件については、後ほどとさせていただきます。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 志民和義君。 

〇志民和義議員 

 ５７ページの中ほどに１９節負担金、補助及び交付金のことですが、プレミアム付商品

券発行事務補助金なのですけれども、対象者は何人で、どのぐらい申し込んだかというこ

とをお願いします。 

○議   長 

井上保健福祉課長。 

〇井上保健福祉課長 

 引換券で交付人数でございますが、非課税世帯の方については４９９名、それと子育て

世帯の方が１２９名、合わせまして６２８名が引換券の交付を受けたということでござい

ます。 

以上でございます。 

○議   長 

 志民和義君。 

〇志民和義議員 

 ６２８人ということですが、対象はどのぐらい予定していたのでしょうか。 

○議   長 

休憩いたします。 
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休憩 午後 １時３７分 

再開 午後 １時５０分 

 

○議   長 

 開会いたします。 

井上保健福祉課長。 

〇井上保健福祉課長 

 先に、ほっとの部分でございますけれども、主な減額のものでは臨時指導員の賃金が１

１６万円ほど減額ということになってございます。あと、燃料費等々の部分の減額、それ

と指導訓練費、カゴとかつくっている部分も２０万円ほど減額ということで、トータル１

７０万円ほどの減額ということになってございます。 

それと、もう１点、プレミアム商品券の当初の人数でございますけれども、１,２００名

ほどを見込んでおりました。 

以上でございます。 

○議   長 

志民和義君。 

〇志民和義議員 

対象人数、あちこち聞いてみますと半分ぐらいなのですね。景気対策としてやったので

しょうけれども、手続をわざわざしなければならないとかということで、いっそのこと、

もう５,０００円の商品券をストレートに配ったほうがいいのではないかと、私は思うので

すけれども、もうちょっとＰＲするとか、何らかのことは必要でないかと考えますがどう

でしょう。 

○議   長 

補正予算についての議題なので、ただいまの質疑は取り下げていただけますか。 

〇志民和義議員 

わかりました。 

○議   長 

ほかにありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 次に入ります。 

 ６２ページから６３ページまで、４款衛生費の質疑を受けます。 

 ありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 では、次に入ります。 

 ６４ページから６５ページ、５款労働費の質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 次に、６４ページから６９ページまで、６款農林水産業費の質疑を受けます。 

 ほかに何かありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ６７ページ、６款の農水費、２項林業費の１目林業振興費の８節報償費、有害鳥獣駆除

謝礼が１２６万７,０００円の減額補正になっています。当初予定額が５５４万２,０００

円でありましたので、これを有効活用するということでスタートしたのですが、実際に１

２６万７,０００円が報償費、謝礼が減額になったと。ここのところで、実際に従事する人

が少なかったのか。この原因だけ、わかりましたら教えてください。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 ご説明いたします。 

予算５５４万２,０００円に対しまして４１７万４,４００円ということで支出してござ

いますけれども、こちらのほうは、鹿の駆除頭数が１,０００頭を見込んでおりましたが、

結果的には７３１頭ということで、１４０万円ほど落ち込んでいることが原因でございま

す。 

以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ６５ページの１９節負担金、補助及び交付金で２２７万３,０００円の減ですけれども、

ここで何項目かの助成金がほとんど全部減額なのですけれども、主な内容というのは面積

の減で補助金が減ったのか、それについて聞きたいのと、６７ページ、１４節牧場作業用

車両借上料１８０万円減額ですけれども、この内容について、２点お願いいたします。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 負担金の減でございますが、小規模土地改良につきましては２００万円の当初予算を見



 

－ 48 － 

ておりましたが、執行額が１９２万円ということで、１６件の実績がございましたが２０

０万円に届かなかったということで減額してございます。環境保全型農業直接支援対策事

業補助金でございますが、緑肥作物の実績を４５０町と見ておりましたが、実績では３３

２町ということで減額ということになってございます。鳥獣被害防止対策補助金でござい

ますが、こちらのほうは有害鳥獣の侵入防止柵の設置件数が１２件ということで、当初予

算を立てていました１００万円より執行額が５１万９,０００円ということで減額をして

ございます。残り、農業新規就農者受入助成金でございますけれども、こちらのほうは研

修生を受け入れた農家に１日５００円補助するものでございますが、こちらのほうは実習

生が１名９３日間ということで実績減としているところでございます。小麦雪腐れ無人ヘ

リ防除推進事業補助金でございますけれども、こちらのほうは当初４００ヘクタールを見

込んでいたところでございますが、実績としましては２３９ヘクタールということで、実

績減ということで減額してございます。馬鈴しょ防疫対策集積場整備事業補助金でござい

ますが、こちらのほうは４カ所を当初見ておりましたが、実績では３カ所ということで減

額してございます。 

 次に、牧場の作業車でございますが、こちらのほうは一番草、二番草の収穫作業という

ことで、農協コントラクター事業に収穫を依頼しているところでございますが、当初見て

おりました収穫にかかわる金額が一番草で６９３万円、執行額が４４１万８,０００円、二

番草では１５３万円を見ておりましたが、執行額は１３１万５,０００円ということで、こ

ちらのほうも事業費確定により減額させていただきました。 

以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 先ほどの件で２回目を聞こうと思い手を上げるのが遅れまして、有害鳥獣駆除につきま

しては、エゾシカの駆除の捕獲頭数１,０００頭見込んだ分が７３１頭で１４０万円ぐらい

の減だったとお聞きしました。 

ちょっと伺いたいのですが、有害鳥獣駆除につきましては、大樹町の農業、それから林

業を守るために大事な事業で、目標達成に取り組んで従事者も意欲を持ってやっていると

いうことを理解しているのですが、実際に駆除できなかったという状況の中で、今、農林

水産課の判断として、例えば、たまたま去年はエゾシカの生息頭数が前年度比かなり減っ

ていたという状況だったのか、今のハンターの現状では１,０００頭という目標が、鹿は

いっぱいいるのだけれどもなかなかとれないという判断なのか、その辺の判断が、もしで

きていればお知らせください。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 
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○佐藤農林水産課長 

 昨年、国家公務員の死亡事故を受けまして、国有林、道有林での駆除ということができ

ませんでした。 

そこから移動してきて、町のほうの畑におりてきて、そちらのほうで駆除をしようとい

うところで、また山に帰ってしまうという事例の声を聞いておりますので、またハンター

の話を伺いますと、朝早くに出没して、夜は暗くなってから出没するということで、なか

なか撃つチャンスがないということで伺っております。頭数的には変わらないというふう

に伺っています。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 エゾシカのほうが学習して、人間に対して警戒心を持って、頭数は減っていないけれど

もなかなか駆除が難しいという状況ですが、新年度もあるので、その辺のことをやはり克

服していくべきであると思うので、その辺も新年度に向けて議論をさせていただきたいと

思います。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 次に、６８ページから６９ページ、７款商工費の質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹君 

 ６９ページの商工費の中のふるさと納税報償金が２００万円減額になっております。こ

れは、町のほうが期待していた分の納税額が大幅に減ったから２００万円という報償費の

減額になっていると思うのですが、税額にしてどれぐらい落ちて、この金額になったので

しょうか。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 ふるさと納税の関係でございますが、寄附金を当初予算では４,２００万円を見込んでお

りましたが、今現在見込んでいるのが３,３００万円という形で、寄附額としましては９０

０万円の減額となりまして、それに対する返礼品の補正で減額を計上させていただいたの

と合わせ、運搬料につきましても減額させていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

 



 

－ 50 － 

○議   長 

ほかに質疑ありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ６９ページ、７款商工費の１２節役務費なのですが、運搬料２００万円が減額補正になっ

ています。当初計画６３１万円だったので、ちょっと大きいので、減額の要因は何なのか

をお聞きします。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 ふるさと納税の関係する運搬料で２００万円減額させていただきましたが、これは先ほ

どふるさと納税の寄附額の金額が当初見込んでいた金額よりも減ったという部分で、件数

も当初３,５００件ほど見込んでおりましたが２,２００件ほどという形で件数が減りまし

たので、その分に対する運搬料の減額でございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 次に、６８ページから７３ページまで、８款土木費の質疑を受けます。 

 ほかに何かありますか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ページ７１の８款土木費、５項住宅費の関係で、８節の報償費と１９節の補助金にまた

がるのですが、大樹でかなえるマイホーム支援事業で５４０万円の減額補正であります。

年度当初計画では、１０戸で多分２,８８０万円程度を見込んでいるということだったので

すが、実際にはそれがどういうふうに減ったというか、何戸でこういう数字になったのか、

実績をちょっと教えてください。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 当初予算は、新築住宅、または中古住宅の購入と全部で１５件の２,８８０万円の予算を

見ておりました。実績は１７件、増えたのですけれども、新築より中古住宅の購入が多かっ

たものですから、それで実際は予算額２,８８０万円に対しまして執行額が２,１４０万円

でありました。残額５４０万円でありますけれども、そのうちのマイホーム補助金のほう

で４３２万円の減、それと報償費のほうで１０８万円の減ということになっております。 
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○議   長 

 ほかにありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 では、次に移ります。 

 次に、７２ページ、７３ページ、９款消防費の質疑を受けます。 

 何かありますか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 それでは次に、７２ページから７９ページまで、１０款教育費の質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

７３ページの奨学金、２１節貸付金なのですけれども、当初予算に比べても減額が大

きいというふうに認識しているのですが、過大積算とは言いませんけれども、奨学金が

こんなに落ちていく理由というのをお知らせいただきたいと思います。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 奨学金４８４万円の減額の理由でございます。 

当初見込みでは、入学一時金でございますけれども、１０名ほど見込んでございました

けれども、実績としまして２名がこの入学一時金を活用してございます。また、新規の貸

し付けでございますけれども、高校生も平成３１年度は当初２名ほど見込んでおりました

けれども、利用者がゼロという現状でございます。 

短大、専門学校、大学等が当初１０名ほど見込んでおりましたが、逆にここの部分につ

きましては１６名の実績ということで、当初は、奨学金が経済的な理由で就学が困難な方

のための就学に必要な資金を貸し付けるという形でありますので、そういった希望する生

徒等に支援を行うために、ある程度見込みとして予算のほうを計上した結果、実績として

残念ながらそういった希望者が少なかったというのが現状であるかなという認識をしてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 ちょっと確認させてください。入学準備金の予定者は、そういうふうにして大変少なかっ

たよと。それから、高校生についても該当者がいなかったよということで、理解できまし
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た。 

あと、通常の短大、大学の分、ちょっと私の聞き間違いなのかもしれないけれども、当

初新規１０名を予定していたのが１６名というようなのは、既存の方を含めて１６名とい

うふうなあれだったら理解できるのですけれども、新規１０名で、新規何人該当者になっ

たのでしょうか、確認させてください。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 今、既存の部分も含めて答弁させていただきました。平成３１年度につきましては、短

大を含めた学生が３名で、大学生は１名でございます。 

○議   長 

ほかにありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ７３ページ、２点ほど聞きます。 

 １３節委託料ですけれども、スクールバスの運行業務がマイナス９７万円ですけれども、

これはあくまでも授業数の関係で運行時間が減ったのか、またほかの要因があるのか聞き

たいのと、もう一つは、その下の１９節の負担金ですけれども、大樹町教育研究所補助金、

これは基本的に余り減らないと思うのですけれども、今回マイナス２０万円減っているの

ですけれども、それについてお聞きしたいのと、二つお願いいたします。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 １３節委託料のスクールバス運行業務でございます。９７万円の減額でございます。見

積もり合わせをした結果、９７万円ということで授業数が減ったというような理由ではご

ざいません。 

続きまして、１９節の負担金、補助及び交付金の大樹町教育研究所補助金２０万円の減

でございます。当初、副読本の指導書の手引き３０冊ほど印刷をかけて行うということで

予算を計上してございました。しかしながら、印刷屋に製本しなくてもコピー機等で十分

対応できるのではないかということで、２０万円相当分を減額するという形で今回減額を

お願いするものでございます。 

以上でございます。 

○議   長 

ほかに。 

 菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 ページ７３の１０款教育費、１項教育総務費、３目教育振興費、１９節負担金、補助及

び交付金なのですが、大樹高等学校通学費等補助金が３００万円の減額補正なのですが、

社会情勢の中で何かの項目でいろいろな予算額とか物価とか、そういうものが大幅に安く

なったような理由も見当たらないので、要因は、単純に人数の減ということでよろしいで

すか。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 大樹高等学校の通学費の補助金でございます。３００万円の減でございますけれども、

当初の見込みより人数が減になったということももちろん要因なのですが、平成３１年度

は忠類地区からの入学者も当初見込んでいたのですけれども、それがゼロになったという

ことも大きな要因の一つであるというふうに認識をしてございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 人数が減になったというのが、忠類が減ったからと関係あるのですか。忠類は近いから

余計要らないのかなと思ったので。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 忠類地区から通われる生徒につきましても、バスの通学費の補助をしてございます。こ

れも大樹高校に入学をしてくるだろうという形で、見込みで当初予算に組んでおりました

けれども、残念ながら、結果として忠類地区からの入学者がゼロでございましたので、そ

の部分が金額として減額になってしまったということでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかにありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 それでは、次に、７８ページ、７９ページ、１２款公債費の質疑を受けます。 

 よろしいですか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 次に、７８ページから８１ページまで、１３款諸支出金の質疑を受けます。 
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 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 続いて、事項別明細書３８から４７ページまで、歳入についての質疑を受けます。 

 質疑はありませんか。よろしいですか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 歳入ですけれども、町税と固定資産税がかなり増えているのですけれども、特に町民税

の関係で、その中での今回増えた理由ですけれども、主に均等割が増えているのか所得割

が増えているのか、それについて知りたいのと、あと、固定資産税ですけれども、固定資

産税の中のそれぞれ土地、家屋、償却資産の数字を知りたいのですけれども。 

○議   長 

暫時休憩。 

 

休憩 午後 ２時２２分 

再開 午後 ２時３０分 

 

○議   長 

 会議を開きます。 

休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時３０分 

再開 午後 ２時４５分 

 

○議   長 

 開会いたします。 

 楠本住民課長。 

○楠本住民課長 

 先ほどお尋ねのありました町民税の個人の内訳でございますけれども、今すぐに資料が

ご用意できなかったので、後ほど資料としてご提供させていただきたいと思います。 

 固定資産税のほうですけれども、お尋ねのありました償却資産の内訳でございますが、

課税標準ベースで、当初は１２６億３,０５９万円が課税標準ということで見込んでおりま

したけれども、今現在１５１億４,１０８万円ということで見込んでおりまして、そちらに

基づいた増額を見込んでいるところでございます。 

 以上になります。 
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○議   長 

 詳しいことは、原課に行って説明を受けていただくということでよろしいですか。齊藤

議員いいですね。 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なし。 

 それでは、次に、歳入歳出全般について、質疑漏れがあれば質疑をお受けいたします。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なし。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１４号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第７号）についての件を

採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  

◎日程第２０ 議案第１５号 

○議   長 

 日程第２０ 議案第１５号令和元年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補

正予算（第２号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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 本件につきましては、令和元年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予

算（第２号）をお願いするもので、今回は歳入歳出それぞれ４２５万６,０００円の追加で

あります。 

 内容につきましては、住民課長から説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 楠本住民課長。 

○楠本住民課長 

 それでは、議案第１５号令和元年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第２号）について説明させていただきます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ４２５万６,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ７億２,７１９万８,０００円とするものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、８ページ、９ペー

ジの歳出をお開き願います。 

 今回の補正の内容は、事業費の確定や執行見込みによるものでございまして、財源内訳

に変動を伴うものにつきましては、必要な組み替えを行っております。 

補正額がなく、財源内訳の組み替えのみを行う項目につきましては、説明を省略させて

いただきます。 

 ３、歳出でございますが、１０ページ、１１ページに移りまして、中段になります。 

７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目一般被保険者保険税還付金１３万円の

増。内容につきましては、国民健康保険税の還付金が予測よりふえているため、支出見込

み額の精査を行ったことによる増でございます。 

２目高齢者医療制度円滑運営事業費補助金返還金１万４,０００円の増。こちらは、前年

度の補助金交付額の確定によりまして、超過交付となりました補助金を返納するための増

でございます。償還金及び還付加算金全体では、１４万４,０００円の増でございます。 

下に行きまして、２項繰出金、１目直営診療施設勘定繰出金４１１万２,０００円の増。

こちらは、直営診療施設であります大樹町立国民健康保険病院の運営に特別に要した費用

を繰り出すための増でございます。 

 次に、歳入について説明させていただきますので、６ページ、７ページをお開き願いま

す。 

 ２、歳入。 

３款道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金４２１万円の増。 

５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金３,８４５万円の減。 

６款、１項ともに繰越金、１目前年度繰越金で３,８４９万６,０００円の増。 

 次に、５ページの総括の歳出をご覧願います。 

 歳出合計、補正前の額７億２,２９４万２,０００円。補正額、１款総務費から７款諸支
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出金まで４２５万６,０００円の増。補正後の歳出合計７億２,７１９万８,０００円。 

 次に４ページ、総括の歳入でございますが、歳入合計、補正前の額７億２,２９４万２,

０００円。補正額、３款道支出金から６款繰越金まで４２５万６,０００円の増でございま

す。補正後の歳入合計７億２,７１９万８,０００円となるものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１５号令和元年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第２号）についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第２１ 議案第１６号 

○議   長 

 日程第２１ 議案第１６号令和元年度大樹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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 本件につきましては、令和元年度大樹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を

お願いするもので、今回は、歳入歳出それぞれ４３２万１,０００円の減額であります。 

 内容につきましては、住民課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 楠本住民課長。 

○楠本住民課長 

 それでは、議案第１６号令和元年度大樹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

について説明させていただきます。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ４３２万１,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ９,３５７万９,０００円とするものでございます。 

内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、８ページ、９ペー

ジをお開き願います。 

３、歳出。 

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額２,０００円の増。振込手数料が

予測より増えているため、支出見込み額の精査を行ったことによる増でございます。 

２項、１目ともに徴収費３,０００円の増。口座振替手数料が予測より増えているため、

支出見込み額の精査を行ったことによる増でございます。 

続きまして、２款、１項、１目ともに後期高齢者医療広域連合納付金、補正額４３２万

６,０００円の減。ここでは、後期高齢者医療制度の運営主体である広域連合への納付金を

計上しております。事務費負担金は、確定により４３万５,０００円の減。保険料と保険料

軽減分を合わせた保険料等負担金は、見込額での計上になりますが３８９万１,０００円の

減でございます。 

次に、歳入について説明させていただきますので、６ページ、７ページをお開き願いま

す。 

２、歳入。 

１款、１項、１目ともに後期高齢者医療保険料、補正額２５０万円の減。ここでは、後

期高齢者医療保険制度に加入している方の保険料を計上しておりますが、保険料の収納見

込みにより、現年度分を２８５万５,０００円の減。滞納繰越分を３５万５,０００円の増

といたしました。 

２款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額２２４万円の減。ここで

は、事務費分と保険基盤安定繰入金として、保険料の軽減分を一般会計から繰り入れてお

りますが、広域連合へ納付する事務費負担金の減などによる減額でございます。 

３款、１項、１目ともに繰越金、補正額４１万９,０００円の増でございます。 

次に、５ページ、総括の歳出をお開き願います。 

歳出合計、補正前の額９,７９０万円。補正額、１款総務費と２款後期高齢者医療広域連
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合納付金で４３２万１,０００円の減。補正後の歳出合計９,３５７万９,０００円。 

次に、４ページの歳入ですが、歳入合計、補正前の額９,７９０万円。補正額、１款後期

高齢者医療保険料から３款繰越金まで４３２万１,０００円の減。補正後の歳入合計、９,

３５７万９,０００円となるものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１６号令和元年度大樹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第２２ 議案第１７号 

○議   長 

 日程第２２ 議案第１７号令和元年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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 本件につきましては、令和元年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第３号）をお願い

するもので、今回は、歳入歳出それぞれ２,５０８万３,０００円の減額であります。 

 内容につきましては、保健福祉課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長 

 それでは、議案第１７号令和元年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

て、ご説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ２,５０８万３,０００円を減額し、歳入歳出それぞれ

７億３,４７０万５,０００円とするものです。 

 補正の内容は、年度末に伴う各事業の歳入歳出の確定や見込み等による事業費の精査で、

減額補正が主なものとなっております。 

事項別明細書でご説明いたしますので、１０ページ、１１ページをお開きください。 

 歳出です。 

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額２３０万９,０００円の減。人事

異動に伴う職員手当等の減額が主なものとなっております。 

３項介護認定審査会費、２目介護認定審査費、補正額７８万５,０００円の減。３目認定

審査費、補正額２８万円の減。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額２,

２５３万３,０００円の減。２目居宅介護サービス計画費、補正額１８５万円の減。３目施

設サービス給付費、補正額１,６７５万円の増。４目福祉用具購入費、補正額１８万３,０

００円の増。５目住宅改修費、補正額５０万円の増。６目特定入所者介護サービス費、補

正額２５０万円の減。 

１２ページ、１３ページをお開きください。 

７目審査支払手数料、補正額５万円の減。 

２項高額介護サービス費、１目高額介護サービス費、補正額５０万円の減。 

 ３款地域支援事業費、１項介護予防・日常生活支援総合事業費、１目介護予防・生活支

援サービス事業費、補正額３１０万８,０００円の減。２目一般介護予防事業費、補正額３

４２万１,０００円の減。 

 ２項包括的支援事業・任意事業費、１目包括的支援事業費、補正額４１１万７,０００円

の減。これについては、人事異動に伴う給料、職員手当の減額と、社会福祉協議会に委託

している地域支援事業費の確定や見込みによる減額が主なものとなっております。 

それでは、１４ページ、１５ページをお開き願います。 

２目任意事業費、補正額１０６万３,０００円の減。 

次に、歳入について説明いたしますので、６ページ、７ページをお開き願います。 
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 歳入です。 

１款介護保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者介護保険料、補正額２０４万６,

０００円の増。 

 ２款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、補正額４８８万２,０００円

の減。 

２項国庫補助金、１目調整交付金、補正額１４６万３,０００円の減。２目地域支援事業

交付金、補正額２０１万５,０００円の増。３目介護保険事業費補助金、補正額１７万４,

０００円の増。４目地域支援事業調整交付金、補正額２６万９,０００円の減。５目保険者

機能強化推進交付金、補正額１０７万４,０００円の増。 

 ３款道支出金、１項道負担金、１目介護給付費負担金、補正額４２８万２,０００円の減。 

２項道補助金、１目地域支援事業交付金、補正額１０６万２,０００円の増。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額１,１５４万

６,０００円の減。２目地域支援事業支援交付金、補正額１２万２,０００円の増。 

 ６款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額２,１５９万３,０００円

の減。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 ２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金、補正額１,２０９万６,０００円の増。 

 ７款諸収入、２項雑入、３目雑入、補正額４３万円の減。 

 ８款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額７９万３,０００円の増。 

 次に、総括についてご説明いたしますので、４ページ、５ページをお開き願います。 

 ５ページの歳出でございます。 

１款総務費から３款地域支援事業費まで、歳出合計、補正前の額７億５,９７８万８,０

００円。補正額２,５０８万３,０００円の減。計７億３,４７０万５,０００円でございま

す。 

 次に、４ページの歳入でございます。 

１款介護保険料から８款繰越金まで、歳入合計、補正前の額７億５,９７８万８,０００

円。補正額２,５０８万３,０００円の減。計７億３,４７０万５,０００円となるものです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 
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 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１７号令和元年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第３号）につい

ての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第２３ 議案第１８号 

○議   長 

 日程第２３ 議案第１８号令和元年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２

号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１８号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

をお願いするもので、今回は、歳入歳出それぞれ２,０２８万２,０００円の減額でありま

す。 

 内容につきましては、特別養護老人ホーム所長から説明をいたさせますので、ご審議の

上、議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 明日見特別養護老人ホーム所長兼デイサービスセンター所長。 

○明日見特別養護老人ホーム所長兼デイサービスセンター所長 

 それでは、議案第１８号令和元年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

についてご説明いたします。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ２,０２８万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ３億７,３７０万４,０００円とするものです。 

 内容につきましては、事項別明細書によりご説明いたしますので、８ページ、９ページ
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の歳出をお開きください。 

 歳出です。 

１款、１項ともに居宅介護サービス事業費、１目通所介護費、補正額４１０万１,０００

円の減。主なものにつきまして、７節賃金３２２万８,０００円の減は、デイサービス臨時

職員の賃金所要見込みによる減額でございます。 

 ２款、１項ともに介護老人福祉施設事業費、１目介護老人福祉施設費、補正額１,６１８

万１,０００円の減。主なものにつきまして、年度途中の正職員１名の退職と、人事異動に

伴う人件費の減額、７節賃金５１４万８,０００円の減は、特養準職員１名の年度途中退職、

臨時職員の賃金所要見込みによる減額でございます。１３節委託料、ボイラー保守点検業

務は、今年度ボイラー機器を更新したため、不要となりました。 

次に６ページ、７ページの歳入をお開きください。 

歳入です。 

１款サービス収入、１項介護給付費収入、１目居宅介護サービス事業収入、補正額２０

２万４,０００円の減。２目介護老人福祉施設事業収入、補正額１７３万９,０００円の減。

２項介護予防日常生活支援総合事業費収入、１目通所型サービス事業費収入、補正額１５

６万５,０００円の減。 

２款分担金及び負担金、１項負担金、１目居宅介護サービス事業負担金、補正額５１万

２,０００円の減。２目介護老人福祉施設事業負担金、補正額２６２万６,０００円の増。 

３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額２,４２６万５,０００円

の減。 

４款、１項、１目ともに繰越金、補正額７０７万７,０００円の増。 

５款諸収入、２項、１目ともに雑入、補正額１２万円の増です。 

次に、総括、５ページの歳出をお開きください。 

歳出合計、補正前の額、３億９,３９８万６,０００円。１款居宅介護サービス事業費と

２款介護老人福祉施設事業費で、補正額２,０２８万２,０００円の減。計３億７,３７０万

４,０００円となります。 

 次に、４ページの歳入をご覧ください。 

 歳入合計、補正前の額３億９,３９８万６,０００円。１款サービス収入から５款諸収入

までで、補正額２,０２８万２,０００円の減。計３億７,３７０万４,０００円となるもの

です。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１８号令和元年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

  

   ◎日程第２４ 議案第１９号 

○議   長 

 日程第２４ 議案第１９号令和元年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第１９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）を

お願いするもので、今回は２,０１９万４,０００円の減額と、地方債の変更であります。 

 内容につきましては、建設水道課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 それでは、議案第１９号令和元年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

につきまして説明させていただきます。 

今回の補正は、第１条で歳入歳出それぞれ２,０１９万４,０００円を減額し、歳入歳出
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予算の総額をそれぞれ４億１,０４７万８,０００円とするものでございます。 

 この補正に伴いまして、第２条では、地方債を変更する内容となってございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、９ページ、１０ペー

ジの歳出をお開き願います。 

 歳出です。 

１款管理費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額３１６万３,０００円の減。２目

普及推進費３２万９,０００円の減。 

２項施設管理費、１目管渠管理費３５万２,０００円の減。２目処理場管理費１４６万１,

０００円の減。３目個別排水管理費１０６万３,０００円の減。 

 ２款事業費、１項下水道整備費、１目下水道建設費７７１万７,０００円の減。１５節の

公共下水道工事につきましては、公共ますの設置が少なかったことにより減額となるもの

でございます。 

 ２項個別排水処理施設整備費、１目個別排水処理施設建設費６１０万９,０００円の減。 

 ７ページ、８ページをお開き願います。 

 ２、歳入。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金、１目公共下水道負担金６６万円の増。 

 ２項個別排水処理事業受益者分担金９万円の減。 

 ２款使用料及び手数料、２項手数料、１目公共下水道手数料６,０００円の減。 

３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道国庫補助金３５０万８,０００円の増。こ

れにつきましては、公共下水道工事にかかわる国庫補助金で事業費確定により増額となる

ものでございます。 

４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金１,９６６万３,０００円の減。 

５款、１項、１目ともに繰越金で１７９万７,０００円の増。 

６款、１項ともに町債で、１目下水道事業債３７０万円の減。２目過疎対策事業債２７

０万円の減。これら町債につきましては、終末処理場の長寿命化事業及び個別排水処理施

設の設置事業費の確定により、それぞれ減額となるものでございます。 

 次に、６ページ、総括の歳出をお開き願います。 

 総括の歳出で、歳出合計、補正前の額４億３,０６７万２,０００円。補正額、１款管理

費から２款事業費までで２,０１９万４,０００円の減。補正後の歳出合計４億１,０４７万

８,０００円。 

 続きまして、歳入をご説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

 歳入合計、補正前の額４億３,０６７万２,０００円。補正額、１款分担金及び負担金か

ら６款町債まで２,０１９万４,０００円の減。補正後の歳入合計４億１,０４７万８,００

０円となるものでございます。 

 次に、３ページの第２表地方債補正をお開き願います。 

 第２表地方債補正。 
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 今回の補正につきましては、既定の地方債の限度額を変更するもので、起債の目的の下

水道事業債は４,２２０万円を３,８５０万円に、過疎対策事業債は３,５６０万円を３,２

９０万円とするものでございます。 

 起債の方法、利率、償還の方法は、補正前と同様でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １０ページですけれども、それぞれの工事請負費、減額の４６７万円の工事、今説明を

受けたのですけれども、もう少し詳細に知りたいのと、一番下の減額５５１万８,０００円、

個別排水の整備工事の減額の内容について知りたいです。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 まず、下水道整備費の１５節工事請負費の公共下水道工事の４６４万７,０００円減の内

訳ですけれども、当初予算では公共マスの工事１０カ所分の２,９２０万円を計上しており

ましたが、実施が４カ所で終わりまして、それが執行額２,４５５万３,０００円で、差し

引き４６４万７,０００円の減額となりました。 

 それともう一つ、個別排水処理施設整備費の同じく１５節工事請負費の５５１万８,００

０円の減ですが、これも当初予算額が同じく１０カ所の２,４２０万円予算を計上しており

ましたが、早々と１０カ所の申し込みが来まして、９月定例会の補正で、あと２カ所分の

５００万円を計上して、１２基分で２,９２０万円。実際に執行したのが１１カ所、２,３

６８万２,０００円で事業が完了しましたので、５５１万８,０００円の執行残が出てしま

いました。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑ありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１９号令和元年度大樹町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第２５ 議案第２０号 

○議   長 

 日程第２５ 議案第２０号令和元年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）について

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第２０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）をお願いする

もので、第２条の収益的収入及び支出では、収益的収入額が収益的支出額に対し不足する

ため、過年度分損益勘定留保資金から補塡する額を３,９４５万６,０００円に改め、収入

を２,０５４万円増額し、支出を９５５万７,０００円減額。 

第３条の資本的収入及び支出では、資本的収入額が資本的支出額に対し不足するため、

過年度分損益勘定留保資金から補塡する額を２億７,６２０万７,０００円に改め、収入を

６１万８,０００円、支出を１,２０４万６,０００円それぞれ減額。 

第４条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費である職員給与費を

１８１万９,０００円減額し、３,６３８万６,０００円に改めるものであります。 

 内容につきましては、建設水道課長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 議案第２０号についてご説明させていただきます。 
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 令和元年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）について。 

第１条、令和元年度大樹町水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

 第２条の収益的収入及び支出では、「収益的収入額が収益的支出額に対し不足する額３,

９４５万６,０００円は、過年度分損益勘定留保資金３,９４５万６,０００円で補塡するも

のとする」に改め、収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

補正額は、収益的収入を２,０５４万円増額し、収益的支出は９５５万７,０００円を減

額するものでございます。 

次に、２ページをお開き願います。 

 第３条の資本的収入及び支出では、「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２

億７,６２０万７,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２億７,６２０万７,０００円で

補塡するものとする」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 補正額は、資本的収入を６１万８,０００円減額し、資本的支出は１,２０４万６,０００

円を減額するものでございます。 

 第４条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の職員給与費を１８

１万９,０００円減額し、３,６３８万６,０００円に改めるものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、１２ページ、１３

ページをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水及び浄水費、補正予算額４５８万６,０００

円の減。下がりまして、２目配水及び給水費７万３,０００円の減。３目総係費、補正予算

額１６８万６,０００円の減。 

１４ページ、１５ページをお開き願います。 

４目減価償却費２９６万８,０００円の減。５目資産減耗費２４万４,０００円の減。 

次に１０ページ、１１ページをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の収入の部。 

１款水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、補正予算額２,１７４万円の増。３目

負担金、１２０万円の減。損益勘定留保資金３,００９万７,０００円の減。 

 次に１８ページ、１９ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の支出の部。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目固定資産取得費、補正予算額７５２万５,０００

円の減。下へ移りまして、２目消火栓整備費４３万３,０００円の減。 

 ２項、１目ともに配水管等補償工事費で１８万５,０００円の減。 

３項、１目ともに量水器整備事業費で３９０万３,０００円の減。 

 次に、１６ページ、１７ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入の部。 
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１款資本的収入、１項、１目ともに工事補償金で、補正予算額１８万５,０００円の減。 

 ２項、１目ともに工事負担金で４３万３,０００円の減。これにつきましては、老朽消火

栓更新工事の事業費確定によるものでございます。 

 損益勘定留保資金１,１４２万８,０００円の減。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １１ページ、水道使用料の関係で、２,１７４万円の増になっているのですけれども、主

な区分別の増を教えていただきたいのですけれども。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 令和元年度の水道収益がまだ確定はしていませんけれども、概算でよろしいでしょうか。

小口ですけれども、当初９２４万円を見込んでいたのが８９０万円、これは３４万円の減

になっております。家事用は、当初７,８７０万円、それが７,８１５万円、これも５５万

円の減。続きまして業務用は４,９７０万円が５,４００万円、これが４３０万円の増。続

きまして、営農用は１億１,３６３万円が１億２,０５３万円、６９０万円の増。それから、

工業用は当初６１万円が６２万円、１万円の増。それから、その他といたしまして１３８

万円が１８０万円、４２万円の増なのですが、あと消費税絡みもちょっとありますので、

決算ではもうちょっと変わるかと思いますけれども。 

 あと、当初、給水収益につきましては、用途別で多少上下はあるのですが、予算上は過

去３年間の増減率を出しまして、それを当初予算で、また安全係数９５％を掛けて、多少

低めに抑えて予算を計上しております。そういうこともあるので実績はちょっと高く上

がってくるのかなと思っております。 

以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑ありますか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 



 

－ 70 － 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２０号令和元年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）についての

件を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第２６ 議案第２１号 

○議   長 

 日程第２６ 議案第２１号令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第

３号）についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第２１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）

をお願いするもので、第２条の収益的支出では、第１款、第１項と第１款、第２項の補正

額を相殺するため、増減額はなく、第３条では、議会の議決を経なければ流用することの

できない経費である給与費を４３９万４,０００円増額し、６億９,９３６万４,０００円

に、第４条では、たな卸資産の購入限度額を１億３,７９２万円に改めるものであります。 

 内容につきましては、町立病院事務長から説明をいたさせますので、ご審議の上、議決

賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 小森町立病院事務長。 

○小森町立病院事務長 

 それでは、議案第２１号についてご説明させていただきます。 

令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）についてであります

が、今回の補正につきましては、年度末に伴う事業費の精査による補正が主なものでござ

います。 
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それでは、第１条、令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。 

第２条、収益的支出、第１項医業費用では２０万円を増額し、第２項医業外費用では２

０万円の減額補正をお願いするものでございます。 

なお、病院事業費用の総額につきましての増減はございません。 

次に、第３条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の給与費を４３９

万４,０００円増額し、６億９,９３６万４,０００円に改め、第４条では、たな卸資産購入

限度額を９０万円増額し、１億３,７９２万円に改めるものでございます。 

 内容につきましては、事項別明細書でご説明させていただきますので、７ページ、８ペー

ジをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

１款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費、補正予算額４３９万４,０００円の増。

給与費につきましては、本年１月１日付で看護師１名を採用しております。それに伴う増

額。さらには、令和２年の人件費見込みによる賞与引当金繰入額の増額が主な要因となっ

ております。 

 次に、２目材料費９０万円の増。これは、薬品費、給食材料費の増によるものでござい

ます。 

 次に、９ページ、１０ページをお開き願います。 

３目経費４１０万８,０００円の減。４目減価償却費の減。いずれも執行見込みによるも

のでございます。 

次に、１１ページ、１２ページをお開き願います。 

６目研究研修費、図書費で５万円の増、旅費で５万円の減。増減はございません。 

 ２項医業外費用、２目患者外給食材料費２０万円の減。これは執行見込みによるもので

ございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２１号令和元年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３

号）についての件を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時４５分 

再開 午後 ３時５５分 

 

○議   長 

 開会いたします。 

 

◎日程第２７ 令和２年度行政執行方針及び教育行政執行方針 

○議   長 

日程第２７ 令和２年度町政執行方針及び教育行政執行方針について、町長と教育長から

発言を求められておりますので、これより発言を許します。  

酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、令和２年度各会計予算に対する執行方針と主要施策について申し上げます。  

  初めに、令和２年度各会計予算案の審議に当たり、その概要と町政運営の基本方針並び

に主要施策について、私の所信を申し上げます。  

  私は、平成２７年の町長就任以来、第５期大樹町総合計画の理念である「活力とやすら

ぎあふれるまちづくり」の実現や国が掲げる地方創生の推進に向けて、町政を進めてまい

りました。 

この間、多くの皆様から寄せられましたまちづくりに対する熱い思いと期待を真摯に受

けとめ、職員とともに知恵を絞り、実現させることが私の最大の使命と考えております。 

 今回ご提案申し上げる新年度予算案につきましても、これまでと同様に皆様の声を形に

変えていくことに全力で取り組んでまいりますので、引き続き議員並びに住民の皆様のご

理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 基本認識でありますが、日本経済は、長期にわたる回復を持続させ、ＧＤＰは名目・実



 

－ 73 － 

質ともに過去最大規模に達しております。また、雇用・所得環境も改善するとともに、地

方における経済の好循環の前向きな動きが生まれ始めており、海外経済の不確実性等の不

安要素はあるものの、緩やかな回復が続くものと期待されております。 

一方、消費の伸びについては、消費税率引き上げに伴う需要変動の影響のほか、雇用や

所得環境の改善に比して相対的に弱く、これらの一因として、財政や社会保障の持続可能

性への不安が指摘されています。  

このような中、国の令和２年度予算案においては、消費税増収分を活用した社会保障の

充実、経済対策の着実な実行、歳出改革の取り組みの継続により、経済再生と財政健全化

を両立する予算とされております。大樹町の社会経済情勢を見ますと、人口減少や少子高

齢化が続いており、基幹産業である農業は堅調なものの、水産業の不漁が長く続いている

ほか、自然災害による森林資源の被害、労働力需給のアンバランスなど、停滞感が見られ

ます。  

また、生活環境基盤の老朽化や災害対策、子ども・子育て支援対策や福祉の充実など、

安全・安心な住民生活を支えるための喫緊の課題も山積しておりますので、限られた予算

の効率的な配分と執行、持続性の高い財政運営を念頭に、町政の執行に取り組んでいく所

存であります。  

令和２年度の予算編成方針でありますが、国の予算編成においては、引き続き財政健全

化への着実な取り組みを進める一方、賃上げの流れと消費拡大の好循環、外需の取り込み、

設備投資の拡大を含めた需要拡大に向けた取り組みや、人材・技術などへの投資やイノベー

ションの促進といった生産性の向上に向けた取り組みなど、重要な政策課題について必要

な予算措置を講じるなど、メリハリの効いた予算編成を目指すとしております。  

地方財政については、「令和２年度の地方財政の見通し・予算編成上の留意事項等」の

中で、「我が国経済は、長期にわたる回復を持続させており、地方における経済は厳しい

ながらも、好循環の前向きな動きが生まれ始めている。」との見方を示しており、令和２

年度の地方一般財源総額については、令和元年度地方財政計画の水準を下回らないよう、

確保することを基本として地方財政対策を講じることとされております。  

しかし、自主財源基盤の脆弱な地方公共団体にとって、社会保障の充実や経済と雇用の

裾野を広げる産業の育成、安全・安心な住民生活の提供に要する財源の不足は、解消され

るに至っておりません。  

第５期大樹町総合計画に掲げるまちづくりの具現化や、「大樹町まち・ひと・しごと創

生総合戦略」に基づく地方創生を着実に推進するためには、住民の皆様との対話の拡大と、

より透明性の高い行政運営、将来を見据えた効率的な施策の構築、機動性と持続性の高い

財政運営が不可欠と考えておりますので、これらの視点に基づき、予算編成を進めてまい

りました。 

この結果、一般会計及び７特別会計予算の総額は１１１億８,５００万円（対前年比５億

１,１００万円増、４.８％増）、一般会計は６９億９,５００万円（対前年比５億９,００
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０万円増、９.２％増）、特別会計は４１億９,０００万円（対前年比７,９００万円減、１.

９％減）となりました。  

一般会計歳入予算については、一般財源４７億１,０５７万９,０００円（構成比で６７.

３％）、特定財源２２億８,４４２万１,０００円（構成比３２.７％）であります。 

町税につきましては、令和元年度の収納状況などを勘案し、個人町民税、固定資産税等

を増額、法人住民税は年度中に所得割税率が改定されることから、減額で計上しておりま

す。  

地方交付税につきましては、普通交付税を１億１,０００万円の増、特別交付税を２,０

００万円の減で計上いたしました。  

国庫支出金につきましては、保育所運営費負担金のほか、土木車両更新事業、橋梁の長

寿命化事業などの社会資本整備により、約８,７５０万円の増で計上いたしました。 

 道支出金につきましては、道のエネルギー地産地消事業化モデル支援事業を利用した木

質バイオマスと太陽光発電等を利用したスマート街区構築事業を含め、約２億１,２９０万

円の増で計上いたしました。 

 寄附金につきましては、宇宙のまちづくりに関する事業推進のため、まち・ひと・しご

と創生寄附金（企業版ふるさと納税）を活用することとし、約１億１,３００万円を計上し

たことから、前年度に比べ約１億１７０万円の増で計上いたしました。 

繰入金につきましては、財政調整基金から２億２,０００万円を繰り入れることとしてお

りますが、各事業に対する財政確保により前年に比べ約１億１,９００万円の減となってお

ります。  

町債につきましては、防災行政無線デジタル化整備事業に２億４,８４０万円を計上した

ことなどにより、前年に比べ２億５,３００万円の増となっております。 

歳出では、スマート街区構築事業に約２億４,５００万円、福祉バス等の更新で約５,２

３０万円、晩成行政区会館の建替えで６,０００万円、防災行政無線デジタル化整備事業費

として約２億４,８４０万円を計上した結果、普通建設事業費が前年に比べ約４億８,６０

０万円の増となっております。 

令和２年度の主要施策ですが、次に、予算編成方針に基づき、令和２年度予算に計上し

た事業の主なものにつきまして、総合計画の五つの基本目標に沿って、順次ご説明を申し

上げます。 

第１は「人と自然にやさしいまちづくり」です。  

道路につきましては、適切な維持管理とともに、町道改良舗装工事と次年度以降に整備

予定の路線の調査設計を行い、生活環境基盤の計画的な整備を進めてまいります。  

橋梁の長寿命化事業につきましては、ふるさと大橋の補修工事を昨年に引き続き行って

まいります。  

高齢者や運転免許証を持たない方などの交通手段の確保を図るため、持続可能で利便性

の高い公共交通ネットワークの構築に向け、地域公共交通計画の策定に取り組んでまいり
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ます。 

エネルギーの自給・地域循環の取り組みを促進するため、役場庁舎周辺の公共施設群を

スマート街区として位置づけ、木質バイオマスと太陽光発電などを活用したスマート街区

構築事業の概略設計を行っておりますが、今年度は詳細設計を行い、自営線工事や熱導管

工事などに着手してまいります。 

町営住宅の建替えにつきましては、公営住宅等長寿命化計画や都市計画マスタープラン

に基づき、日方団地１棟の建設を行います。  

既存の町営住宅につきましては、屋根の張替えや塗装などを実施し、適切な維持管理に

努めてまいります。 

住宅リフォーム支援事業により、個人の住宅の長寿命化、省エネルギーの推進や住環境

の向上、町内業者の受注による地域経済の活性化を図ってまいります。  

大樹でかなえるマイホーム支援事業により、住宅新築等の費用の一部を補助し、移住及

び定住の促進と住みよい住環境づくりを推進してまいります。  

震災に強いまちづくりを推進するため、戸建て住宅に対する耐震診断と耐震改修支援制

度を継続してまいります。  

交通事故防止や防犯などの地域安全対策につきましては、広尾警察署などの関係団体と

連携し、広報活動や街頭指導などによる各種啓発運動に努めてまいります。  

大樹消防団につきましては、近年全国的に発生している自然災害等も踏まえ、地域防災

体制の一層の充実強化を図ってまいります。  

防災対策につきましては、各戸に配布している防災行政無線をデジタル化し、安定した

情報提供に努めるほか、避難所に配備する備蓄品の整備を行うとともに、引き続き防災意

識を高める地域活動への支援や避難訓練を実施してまいります。  

第２は「安心と支えあいのまちづくり」であります。  

町民一人一人が、健やかに安心して暮らすためには、心身の健康が第一です。  

子どもの生活習慣病予防のため、大樹小学校を会場とした健診を継続し、受診児童数を

増やす取り組みを行います。児童の健診結果につきましては、学校と情報を共有し、児童

と保護者への保健指導につなげてまいります。 

特定健診における受診率の向上のため、受診勧奨と重症化予防対策を継続します。特定

健診対象者以外の方についても趣旨を説明の上、健診結果をご提供いただき、保健指導を

行っておりますので、今後も対象者の拡大に向け、積極的に働きかけてまいります。 

また、特定健診受診者や健診結果を提供していただいた方に対し、糖尿病や高血圧の自

己管理や、生活習慣病の発症予防に役立てていただくことを目的として、減塩商品を紹介

するなど、具体的な栄養指導の取り組みを行ってまいります。 

予防事業につきましては、日本国内でも感染が広まっている新型コロナウイルスへの対

応について、町立病院を始めとした関係機関と連携をとりながら、万全を期してまいりま

す。  
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高齢者施策につきましては、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に向けて、高齢

者一人一人が住みなれた地域で安心して暮らせるよう、社会福祉協議会や町内会、ボラン

ティアなど、関係する団体との連携を図り、互いに支えあう福祉のまちづくりを推進して

まいります。 

介護予防・日常生活支援総合事業につきましては、地域ふれあいサポーターによる日常

生活援助の仕組みの構築や介護予防のための「ふまねっとクラブ」、「吹き矢クラブ」、

「健康マージャン教室」、「音楽体操教室」など、社会福祉協議会が中心となり取り組ん

でいる、これらの事業を支援してまいります。 

子育て支援につきましては、社会福祉法人が進めている認定こども園の改築に向けて、

今年度は実施設計業務が予定されておりますので、委託費用を支援してまいります。 

医療給付事業につきましては、心身障害者、ひとり親家庭、乳幼児及び児童の医療費助

成を継続していまいります。 

第３は「夢を育み学びの意欲を高めるまちづくり」です。  

大樹町総合教育会議における協議などを通して、教育委員会と十分に意思疎通を図り、

教育問題などを共有して、大樹町教育大綱の推進を図ってまいります。  

大樹高等学校は、生徒はもちろん、保護者や住民、地域社会にとっても大切な存在であ

ることから、引き続き高校や教育委員会、関係団体などと連携し、学校の魅力を一層高め

る取り組みなど、必要な支援を行ってまいります。 

第４は「資源を豊かさにつなげるまちづくり」です。  

地域経済を支える産業の育成と振興ですが、基幹産業である農林水産業につきましては、

生産基盤整備を継続して進めるとともに、農・林・水産物の付加価値や生産効率の向上、

資源の維持確保に向けた取り組みを進めてまいります。  

農地基盤整備につきましては、畜産担い手育成総合整備事業による草地整備を進めると

ともに、小規模な明渠・暗渠排水路の整備、心土破砕などを支援していくほか、担い手へ

の農地の集積・集約化を進め、農業経営の合理化を図ってまいります。 

大樹集落における中山間地域等直接支払交付金の後継事業として、多面的機能支払交付

金により、農用地・水路・農道等の地域資源の保全管理に取り組み、農業農村の有する多

面的機能の発揮を図ってまいります。 

畑作物防疫対策集積場整備事業や小麦縞萎縮病対策支援事業により、病害虫の土壌感染

対策を講じることで、畑作物の安定的な生産の維持を支援してまいります。 

畜産の振興につきましては、優良黒毛和種採卵流通事業などにより、後継牛確保を主と

して、生産体制の強化を支援してまいります。 

鳥獣被害対策につきましては、有害鳥獣被害対策協議会を通じて、各種対策を講じてま

いります。  

林業につきましては、森林資源の循環利用と林業の再生が促進されていくことが重要で

あり、引き続き下刈促進事業や木質チップの活用など、振興対策を実施してまいります。  
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水産業につきましては、国や道などの関係機関と連携しながら漁港施設整備を進めてお

りますので、老朽化した施設等の整備に伴う地元負担金を計上いたしました。  

大宗漁業のサケマス定置網漁業の不漁が続いていることから、大樹漁協が実施する資源

管理や経営改善に資する取り組み、栽培漁業などの新たな取り組みに対して、新規事業に

より支援してまいります。 

商工業は、地域住民の暮らしや地域の雇用を支える大きな役割を担っています。  

人口減少、後継者不足などにより厳しい経営環境に置かれている商工業者を支援するた

め、引き続き中小企業特別融資と公庫資金貸付金の利子補給を実施いたします。  

 商店街の活性化や雇用の促進を図るため、新たに事業を行う者を支援する起業家等支援

事業を５年間延長するとともに、地場産品の高度利用や販路拡大に取り組む事業者を支援

するため、地場産業振興奨励事業の活用を促進してまいります。 

観光振興につきましては、本年、北海道日本ハムファイターズによる「北海道１７９市

町村応援大使」に大樹町が選定されましたので、応援大使の選手に協力をいただきながら、

町のＰＲや活性化につなげてまいります。 

泉質がよく、多くのファンを持つ晩成温泉は、利用者が増加しているところですが、開

設以来４０年が経過して施設の老朽化が進んでおりますので、必要な修繕を行うとともに

施設のあり方について、引き続き協議してまいります。  

ふるさと納税は、自主財源の確保だけでなく、町の特産品のＰＲを図る絶好の機会でも

ありますので、宣伝方法や返礼品などを創意工夫しながら、多くの方に協力いただけるよ

う取り組んでまいります。 

消費者行政につきましては、悪質商法などによる被害が複雑かつ多様化していますので、

消費生活相談や広報活動の実施、消費者協会や関係機関との連携強化など、消費者の保護

と被害防止に努めてまいります。  

第５は「交流と協働で進めるまちづくり」です。 

コミュニティ活動推進につきましては、避難所施設にも指定している晩成行政区会館の

老朽化が進んでいるため、建替えを行います。 

地域間交流につきましては、姉妹都市相馬市や友好都市群馬県吉岡町、国内７市町で構

成する銀河連邦、災害協定締結都市栃木県大田原市、友好交流都市台湾高雄市大樹區など、

これまで培ってきた「人」や「地域」との友好を一層深めてまいります。  

移住・定住の促進につきましては、テレワークなど都市の方が当町で働ける環境整備に

ついて調査検討を進めるとともに、お試し暮らし住宅、ワーキングステイ住宅を活用し、

移住・定住の仕組みづくりに取り組んでまいります。  

航空宇宙の取り組みにつきましては、引き続きＪＡＸＡや民間企業、大学等の実験を呼

び込み、支援するとともに、宇宙交流センター「ＳＯＲＡ」に説明員を配置することで訪

れる方々の満足度の向上を図ります。 

現在、昨年６月に設立した北海道航空宇宙企画株式会社（ＨＡＰ）において、射場等の
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事業化に向け、道や北海道経済連合会、ＨＡＳＴＩＣなど関係機関とともに事業計画の検

討を進めているところであり、事業運営会社の設立に向けて、さらに検討を深めてまいり

ます。 

また、人工衛星を軌道に投入するロケットを発射できる射場や、スペースプレーン実験

機が使用できる滑走路の整備に向けて必要な調査設計を進めるとともに、航空宇宙関連産

業の集積を図るため、町内に拠点を構え、航空宇宙ビジネスにチャレンジする事業者を支

援してまいります。 

これらの取り組みについては、広く民間企業の皆様に支援を募るため、まち・ひと・し

ごと創生寄附金（企業版ふるさと納税）を活用することとしております。 

次に、特別会計について申し上げます。  

国民健康保険事業会計では、歳入歳出６億７,２８０万円（対前年比５.０％減）。 

国民健康保険制度は、制度の安定化を図るため都道府県単位化され、平成３０年度より

北海道が財政運営の責任主体となっております。  

 本町の主な役割は、保険税の賦課・徴収、納付金の北海道への納付、資格の管理、医療給

付の決定・支給、きめ細かい保健事業などとなりますので、所要の予算を計上いたしまし

た。  

都道府県単位化に伴い、国民健康保険事業会計の赤字解消が求められておりますが、段

階的に解消を図ることとして、納付金に対する一般会計からの繰入金を計上しております。 

保健事業では、データヘルス計画を推進し、引き続き健康寿命の延伸と医療費の抑制に

取り組んでまいります。  

後期高齢者医療会計では、歳入歳出９,６３０万円（対前年比１.６％減）。 

後期高齢者医療では、引き続き保険料の徴収や届出の受け付け、被保険者証の引き渡し

などの窓口業務を担っておりますので、事業運営のための予算を計上いたしました。 

なお、本年は２年ごとの保険料の改定年に当たり、令和２年度から令和３年度における

軽減拡充後の１人当たり平均年間保険料は７万１,７９４円、現行保険料と比較して７.３

％程度の増額が見込まれております。 

介護保険会計では、歳入歳出７億２９０万円（対前年比１.３％減）。  

団塊の世代の多くが７５歳以上になる２０２５年までに、要支援・要介護認定者を含め、

支援や介護を必要とする高齢者が増加し続けると予測されています。また、ひとり暮らし

や高齢者のみの世帯も増加していくことから、このような方々を地域で支える仕組みづく

りが急務となっています。  

第７期大樹町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の高齢者の健康づくり・介護予防

の総合的な推進、高齢者にやさしい住生活環境づくり、在宅医療・介護連携の推進、認知

症施策の推進、地域支え合いネットワークの構築、サービスの質の向上、福祉・介護人材

確保及び育成、介護給付の円滑な運営という七つの目標に基づき、支援が必要な高齢者の

方が住みなれた地域での生活が可能となる地域包括ケアシステムの構築を推進します。 
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目標の一つである「地域支え合いネットワークの構築」のために開始した地域ふれあい

サポート事業は、有償ボランティアによる住民主体の活動ですが、引き続き積極的な周知

に努めるとともに、サポーター養成を行い、町内における福祉活動の幅を広げていきたい

と考えております。 さらに、個人、団体におけるボランティア活動の活性化を図るため、

社会福祉協議会や行政区、関係機関と連携し、高齢者自身がさまざまなボランティア活動

に参加することで、生きがいを感じられる生活ができるように取り組んでまいります。 

認知症対策としては、成人、高齢者とあわせて若年層も対象とした認知症サポーター養

成講座を開催することにより、認知症に関する正しい知識の普及を行い、認知症への理解

を深め、認知症の人や家族を地域全体で支える体制づくりに取り組みます。また、認知症

の方を日常的に地域で見守り、行方不明となった際に早期発見・保護することを目的とし

た徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークシステムを継続して実施します。 

 本年度は、令和３年度から５年度までの第８期大樹町高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画並びに第６期大樹町障がい福祉計画、第２期大樹町障がい児福祉計画を策定します

ので、多くの方々のご意見をいただき、高齢者や障がいのある方も住みなれた地域で、必

要なサービスを受けながら安心して生活を送ることができるように、取り組んでまいりま

す。 

  介護サービス事業会計では、歳入歳出４億３,７７０万円（対前年比１１.３％増）。 

高齢者の介護や自立した生活の支援に必要なサービスを提供するため、特別養護老人

ホーム、デイサービスセンターで行う介護サービス事業の適切な運営に努めてまいります。 

 特別養護老人ホームでは、ホールに冷房設備を設置し、より快適に過ごせるよう、環境

改善を図るとともに、災害時の停電に備え、非常用発電機を設置します。 

利用者の意向を十分に尊重し、利用者が明るく豊かな生活を継続できるよう、職員一丸

となって取り組んでまいります。  

公共下水道事業会計では、歳入歳出３億１,３９０万円（対前年比２６.１％減）。 

公共下水道施設の更新事業につきましては、施設全体の長寿命化を図るため、令和元年

度よりストックマネジメント事業に着手し、今年度は改修修繕計画の策定を行います。 

未普及地区解消につきましては、緑苑地区と本町地区の下水道整備工事を令和３年度に

着手するための実施設計を行います。  

公共下水道区域外の水洗化を普及促進するため、引き続き個別排水処理事業を進めてま

いります。  

水道事業会計では、収益的収支の予定額５億２９０万円、資本的収支の予定額３億１,

７１０万円、合計額８億２,０００万円（対前年比４.９％減）。  

坂下水系の尾田減圧弁室の更新工事のほか、生花、晩成方面の道営農地整備事業に係る

配水管及び送水管の整備に係る地元負担金を計上いたしました。  

継続事業では、各水道施設の長期耐用に向けた維持補修及び計装設備等の更新工事、検

定満期のメーター器の更新工事、老朽化した消火栓の更新工事などを実施いたします。  
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今後も、住民の皆様に安心してお使いいただけるよう、清浄な水を安定供給するととも

に、事業の健全な経営に努めてまいります。  

町立国民健康保険病院事業会計では、収益的収支の予定額１０億９,１３９万円、資本的

収支の予定額５,５０１万円、合計額１１億４,６４０万円（対前年比７.１％増）。  

 地域医療の中核を担う町立病院の役割は、住民の皆様が健康と命を守る上で大変重要であ

り、まちづくりの根幹であると認識しております。  

地方の自治体病院を取り巻く環境は、依然として医師不足などにより大変厳しいものが

ありますが、町立病院では、新たに小児科専門医師を加え、常勤医５名、嘱託医１名の６

名体制となり、引き続き診療内容の充実に努めてまいります。 

医療機器等の整備では、眼科で使用する自動視野計のほか、内視鏡カメラ等を更新いた

します。 

質の高い医療の構築を進めるため、看護師を始め、医療スタッフの確保に努め、住民の

皆様の身近な病院として安心して医療を受けられるよう、医療サービスの向上に取り組ん

でまいります。  

終わりになりますが、以上、令和２年度の町政運営の基本方針と主要施策について申し

上げましたが、地方財政を取り巻く環境は、今後も厳しい状況が続くものと予想されます。  

地方創生を推進し、地域活力の維持・増進を図るためには、健全で堅固な財政基盤が不

可欠ですが、同時に、産業の振興や雇用の場の創出、定住の促進、社会保障の充実、安心

・安全な住民生活の提供など、地域を取り巻く諸課題に迅速かつ柔軟に対応していかなけ

ればなりません。  

議員並びに住民の皆様からいただいた貴重なご意見を真摯に受けとめ、実施のための環

境が整った施策については、適宜、町政に反映してまいりたいと考えております。 

私は、常に住民の目線に立ち、職員とともに知恵を絞り、住民の皆様にとって安心して

暮らせるまちづくりを実現するため、最善・最大の努力をしてまいる所存ですので、皆様

のご理解とご協力を賜りますようお願いを申し上げ、本年度予算に対する趣旨説明とさせ

ていただきます。 

○議   長 

板谷教育長。  

○板谷教育長 

令和２年定例第１回町議会の開会に当たり、大樹町教育委員会の行政執行に関する主要

な方針について申し上げます。  

Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０の到来により、ＩＣＴやＡＩが急速に普及する中で、潤いと勢いの

ある持続可能なまちづくりを構築するには、ふるさと大樹に愛着と誇りを持ち、未来を創

造し、協働して地域を支えていく人材育成が肝要であるため、知・徳・体の調和を重視し

た教育推進に励みます。 

こうした基本姿勢のもと、教育施策の推進に当たっては、「第５期大樹町総合計画」の 
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基本目標や、新「大樹町教育大綱」の基本方針に基づき、「生涯にわたり育てる」「生涯

にわたり学ぶ」を柱に位置づけ、効果的な施策を推進し、教育環境の充実に努めてまいり

ます。 

１、「生涯にわたり育てる環境づくり」について。  

一つ目は、「学校教育の推進」です。  

子どもたちが生涯にわたって社会で生き抜いていくために必要な「確かな学力」「豊か

な心」「健やかな体」をバランスよく育む教育を進めてまいります。 

（１） 確かな学力の育成。  

学力向上の取り組みにおいては、大樹小学校が平成２４年度から道教委の指定を受け、

大樹中学校と連携した「学校力向上に関する総合実践事業」に継続して取り組み、「わか

る・楽しい・力のつく授業実践」に努めています。平成３１年度の全国学力調査では、小

学校は、国語５領域中２領域が全国平均を上回り、算数はほぼ全国平均並みでした。これ

に対して中学校は、全道平均をも大きく下回る厳しい状態でした。これは、学力の二極化

が顕著な上に、底位層の厚さが要因で、基礎学力の確実な定着が大きな課題となっている

ためであります。 

今後は、段階的に整備を進めているＩＣＴ等を有効活用した視覚に訴える授業改善を通

し、学ぶ喜びを体感させるとともに、学習意欲を高め、学力向上につなげてまいります。 

個に応じた指導の充実につきましては、人材確保がますます難しい状況になっています

が、本町の特色の一つである支援員の複数配置を継続し、きめ細やかな対応を配ってまい

ります。 

外国語教育の充実につきましては、グローバル化の進展に適応すべく、平成２８年８月

から外国語指導助手を２名体制にし、本物の英語に親しむ教育環境の充実を図っています。 

また、ＳＤＧｓを念頭にグローバルな 視点から、共生の態度形成を図るために、異文化

理解や積極的な英語でのコミュニケーション活動を推進します。 

大樹高校には、本町と友好協定を結んでいる台湾高雄市大樹區への見学旅行（大樹高校

の先輩が学んでいる義守大学との交流など）を通して、外から母国・日本を見つめ、視野

を広げる体験学習を推進するために、見学旅行費の助成を継続してまいります。 

（２） 豊かな心の育成。  

「他人事」ではなく「自分事」として、しっかり自分の生きざまや道徳的価値と向き合

い、「考え議論する道徳」の充実に努めます。 

 また、日常生活で気になる言動や行動を見逃さず、よい学習の好機として捉え、立ちど

まって、じっくり考え「あるべき姿」を確認しながら、人間性を磨く教育環境づくりを心

がけます。 

 風通しのよい学校づくり・スピード感のある組織的対応を継続し、情報の共有化を図り、

非行の拡大防止に努めるとともに、問題行動の早期発見・早期改善に取り組みます。 

からかい・無視・仲間外れや、人格を否定するような卑劣な言動・行動を恥と感じる学
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級経営に努め、温かい人間関係を醸成し、秩序と潤い、また勢いのある学校づくりに励み

ます。 

複雑な家庭環境・養育歴等を背景に発生する問題行動に適切に対応するため、福祉・医

療等の専門機関との連携・協働に努めます。  

読書活動においては、好評である学校司書や図書ボランティアと連携し、学校図書館の

魅力化に励みます。また、読書を親しむ生活習慣づくりを推奨し、落ち着きと豊かな感性

・創造力を育む教育環境の充実を図ります。 

（３） 健やかな体の育成。  

体力向上の取り組みにおいては、コミュニティー・スクール（ＣＳ）「地域とともにあ

る学校づくり」の一環で、小学校において体力・運動能力測定を地域の協力を得ながら、

全学年で８種目全てを１日で効率よく実施することができました。結果についても学年差

はありますが、おおむね全国平均以上であり、特筆すべき課題はありませんでした。 

ＩＣＴの普及やスクールバス通学・市街地における保護者の車による送迎など歩く機会

の減少面にも着目し、運動量の多い体育授業の創造・身体を動かす集団遊びの励行、東京

オリンピック年を好機と捉えた自己記録への挑戦環境等にも、より一層意識的に取り組ん

でまいります。 

健康教育につきましては、フッ化物洗口を継続し、８０２０運動を推進するとともに、

子どもの生活習慣病にも関心を高め、大樹っ子健診の意識啓発に努めてまいります。 

食育においては、栄養教諭による食育指導を効果的に進め、バランスのよい食習慣で健

康な体づくりに努めてまいります。  

旬の地場産品を活用したおいしい給食を提供し、郷土：十勝の食の優位性や先人の努力

を理解し、ふるさとへの愛着と誇りを育みます。  

二つ目は、「地域全体で育てるＣＳ体制づくりの推進」です。  

未来社会のつくり手である子どもたちの健やかな成長・発達のため、学校・家庭・地域

・行政が一体となって協働し、地域全体で子どもたちを守り育てるシステム「地域ととも

にある学校づくり：コミュニティー・スクール（ＣＳ）」の充実を図ります。  

ＣＳは、目的ではなく、新学習指導要領改訂の最重要課題である「社会に開かれた教育

課程」を実現するための手段であります。 

（１） 小中高連携の推進。  

大樹町の有効な教育資源をカリキュラムに位置づけた「大樹学」の充実など、小中高１

２年間を見据えた教育課程をより一層効果的なものにするよう課題や、「目指す子ども像」

の共有化を図ります。そして、「目指す子ども像」へ迫る方策を練り、「社会に開かれた

教育課程」の質を高め、連携を強化してまいります。  

「大樹学」の推進では、「小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事業」の財産を精査し、

工夫を加えながら、町議会・家庭教育サポート地域企業等との連携を、引き続き進めてま

いります。 
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  地の利と天のときを生かし、「宇宙のまち：大樹」に関心が集まっている今を大切にし、

子どもの発達段階を考慮した系統性のある教材研究に取り組んでまいります。  

また、航空宇宙関連産業のみならず、「自然環境に恵まれた：大樹」「酪農王国：大樹」

など、基幹産業である第一次産業や農山漁村交流を含めた観光資源のよさに着目し、地域

を深く知り、地元のよさに自信と夢を持つ、人づくりにもつなげてまいります。そのため

にも、貴重な実体験を提供するＳＴＥＰ事業の活用に努めてまいります。 

（２） 地域の教育力の向上。  

ＣＳの肝である「地域学校協働本部」の一層の充実を図ります。  

コーディネーターを中心に、学校のニーズを吸い上げ、専門的な外部講師・人材を発掘

・紹介し、学校現場とつなぐことによって、本物に触れる機会を提供し、教育の質を向上

させます。 

また、社会問題化している学校の働き方改革の一助となる学校運営協議会の充実を図り、

保護者・地域住民の理解・関心を高め、地域の教育力の向上に努めるとともに、教育の基

盤づくりを担う幼児教育の重要性を深く認識し、認定こども園・保健福祉課との連携を進

め、地域を挙げて子育てを盛り上げていく機運づくりにも努めてまいります。 

さらに、子育て現役世代はもちろん、経験豊かで時間的にも余裕のある方々の参加を促

し、「おらが学校」意識につなげ、参加・協力による生きがい・社会貢献の好循環を図っ

てまいります。 

（３） 大樹高校の充実・活性化への支援。  

少子化・人口減少社会の影響を受け、公立高等学校の適正配置計画が進められる中、町

は大樹高等学校振興会への助成を強化し、入学時補助金の倍増と、全国大会への参加補助

を見直しいたしました。また、従来どおり、通学費や各種検定受検料を助成するとともに、

学校給食の提供も継続し、学校の魅力化・通わせたい高校づくりを支援していきます。 

大樹高校は、近年「夢をかなえる多様な選択授業」や、授業のユニバーサルデザイン化

を通した一人一人のニーズに応じた学びの充実など、潤いと勢いのある自慢できる学校づ

くりを推進し、好評を得ています。しかし、地元中学生が激減する時期を迎えるに当たり、

まちぐるみで２間口確保ができるよう危機感を持って対応し、啓発に努めます。 

柱２、「生涯にわたり学ぶ環境づくり」について。  

一つ目は、「生涯にわたる学習活動への支援」です。  

生涯学習センターなど、社会教育施設の機能充実や利便性の向上を図るとともに、ライ

フステージに応じた学習機会の充実に努め、生涯にわたって学習し、学んだ成果を地域で

行かせる環境づくりを推進していまいります。  

（１） 社会教育施設の設備。  

町民の学びの拠点であり、芸術・文化の殿堂であります生涯学習センター（平成１０年

完成）は、貴重な町有財産であり、町民が安心安全に利用できるよう、環境の維持・向上

に努めています。 
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（２） 社会教育活動の推進。  

 人生百年時代を迎え、ライフステージに応じた学習機会の充実を図るため、幼児教育では、

「ブックスタート事業」や図書館ボランティアによる「本の読み聞かせ活動」の支援、青

少年教育では、本町の特徴を生かした自然体験・社会体験による「あつまれ大樹っ子」の

実施、成人教育では、町民が自ら学習する「自主学級」の開設への支援や、大樹高校と連

携した「高等学校開放講座」などの開設、高齢者教育では、趣味や特技を生かした「こと

ぶき大学」の開講など、新「大樹町生涯学習推進計画」に基づき、取り組んでまいります。 

また、子ども交流事業では、南十勝長期宿泊体験交流協議会（ＳＴＥＰ）で展開してい

る大樹町のすばらしい自然環境を満喫できるさまざまな体験活動や各種交流事業を継続

し、推進してまいります。  

二つ目は、「スポーツ活動の推進」です。  

（１） 社会体育施設の整備。  

社会体育施設においては、施設の老朽化が顕著になっておりますが、計画的に改修・整

備に努め、町民の健康増進とスポーツ愛好家の拡大に努めてまいります。特に、屋外ゲー

トボール場の移転と老朽化の激しいプールについては、計画的に進めてまいります。 

利用者が安心安全に、それぞれの年齢や体力に応じてスポーツに親しめる場の充実に努

め、町民の生涯スポーツ活動を推進してまいります。 

（２） スポーツ活動の推進。  

スポーツ関係団体等と連携した各種スポーツ教室を開催し、子どもから高齢者までの幅

広い世代が１年を通じてスポーツに親しめる機会の充実に努めてまいります。  

また、各種スポーツ大会を支援するとともに、全道・全国大会出場選手に対する助成も

引き続き行ってまいります。  

町技のミニバレーにおいては、ミニバレー協会との連携を図りながら、普及促進に取り

組んでまいります。  

三つ目は、「芸術・文化活動の推進」です。  

貴重な大樹町の教育資源を有効活用し、ふるさとへの理解を深め、愛着と誇りに結びつ

く文化活動の推進に努めてまいります。  

（１） 文化施設の整備。  

「晩成社史跡公園（十勝開拓の祖である依田勉三住宅）」や旧石坂小学校に開設してい

る「大樹町郷土資料館」を、児童はもとより一般にも有効活用されるよう、維持に努めて

まいります。 

（２） 地域文化活動の推進。  

多くの町民が芸術文化に親しめるよう、文化協会や芸術鑑賞協会と連携を図るとともに、

今年で５年目を迎える生涯学習センターのロビーを活用したコンサートや、さまざまな展

示会を開催し、鑑賞機会の提供に努めてまいります。  

また、文化的遺産への関心や保護意識を高めながら、文化財・郷土資料の有効活用や郷
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土芸能・伝承技術の継承に努めてまいります。  

以上、令和２（２０２０）年度の教育行政執行に関する基本的な方針について申し上げ

ました。 

ふるさと大樹町の未来をつくる子どもたちの健やかな成長と笑顔、そして長寿社会に生

きがいに感じられる生涯学習の充実を目指し、今後も町民と協働した教育行政を積極的に

推進してまいります。  

よろしくお願いいたします。  

○議   長 

これをもって、令和２年度町政執行方針及び教育行政執行方針を終了いたします。  

なお、執行方針に対する一般質問の通告書提出期間は、３月４日１２時といたします。 

 

◎会議時間の延長の決議 

○議   長 

お諮りいたします。 

本日の会議時間を、議事運営の都合により、これを延長します。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本日の会議時間は、これを延長することにいたします。 

 

   ◎日程第２８ 議案第２２号から日程第３５ 議案第２９号まで 

○議   長 

 日程第２８ 議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算についてから、日程第３５  

議案第２９号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算についてまで、以上８件

を一括議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま一括提案されました、議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算についてか

ら議案第２９号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算についてまで、８件の

提案理由のご説明を申し上げます。 

 先ほど、各会計予算に対する執行方針と主要施策の中で、主要施策については、私のほ

うからご説明を申し上げました。 

内容等につきましては、この後、副町長のほうから説明をいたさせますので、よろしく

ご審議賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 令和２年度大樹町一般会計予算について、総括的に内容の説明をさせていただきます。 

 初めに、議案の１枚目を朗読させていただきます。 

議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算について。 

令和２年度大樹町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、それぞれ６９億９,５００万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことのできる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債による。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、１０億円と定める。 

 次のページをお開きください。 

 １ページから４ページにかけて、第１表歳入歳出予算です。 

 歳入では、第１款町税から２２款町債まで、歳入合計６９億９,５００万円。 

３ページから４ページにかけまして、歳出、１款議会費から１４款予備費まで、歳出合

計６９億９,５００万円です。 

 ５ページをご覧ください。第２表、債務負担行為です。 

 事項はスマート街区構築事業、期間は令和３年度１年間、限度額３億３,１２０万円です。 

 ６ページをご覧ください。第３表、地方債です。 

 公営事業等で５８０万円、緊急防災・減災対策事業で２億７,７２０万円、辺地対策事業

で６,０００万円、過疎対策事業で３億１,３２０万円、臨時財政対策債で１億２,３００万

円。起債の方法、利率、償還の方法は、従前どおりで変更はございません。 

 ７ページをご覧ください。 

 令和２年度一般会計歳入歳出予算款別集計表です。表の中ほどには、縦に款の番号、左

側に歳入、右側に歳出の予算額を前年と比較して掲載しています。 

昨年度と比較をして、増減の大きなものについて内容を説明させていただきます。 

歳入では、令和２年度から新設される法人事業税交付金が６款に追加となり、地方消費

税交付金が７款に繰り下がりとなりましたが、自動車取得税交付金が制度廃止に伴い廃款

となったことから、以降の款について繰り下がり等の変更はございません。 

１款町税では８億８５８万２,０００円、前年度対比４３３万５,０００円の増額計上で

ございます。 
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６款法人事業税交付金は、地方法人課税の偏在是正のため新設され、４５０万円を計上

してございます。 

 ７款地方消費税交付金は１億３,４６０万円、前年度対比１,４９０万円の増でございま

す。 

 １１款地方交付税では３１億７,０００万円、前年度対比９,０００万円の増です。 

１５款国庫支出金では３億９,９７３万１,０００円、前年度対比８,７５７万２,０００

円の増。除雪グレーダー更新や橋梁長寿命化などに対する社会資本整備総合交付金の増な

どが主な要因でございます。 

１６款道支出金では５億６,１２０万３,０００円、前年度対比２億１,２９９万４,００

０円の増でございます。スマート街区構築事業に係る補助金の増、中山間地域等直接支払

交付金事業の減などで、差し引き増額となるものでございます。 

１８款寄附金では１億５,３７４万９,０００円、前年度対比１億１７４万３,０００円の

増。企業版ふるさと納税による寄附の増を見込んでございます。 

１９款繰入金は２億７,３５０万１,０００円、前年度対比１億１,９３３万８,０００円

の減でございます。財政調整基金からの繰入が増となったものの、減災基金、その他特定

目的基金の繰入額を減としたため、差し引き減となるものでございます。 

次に、歳出でございます。表の右側をごらんください。 

２款総務費では１６億２,８００万円の計上で、前年度対比４億４,３３０万円、３７.

４％の増でございます。主な要因は、地方公務員制度改革に伴う職員の任用方法の変更、

スマート街区構築事業、宇宙のまちづくり推進事業の増によるものとなっております。 

３款民生費では８億３,４９０万円の計上で、前年度対比７３０万円、０.９％の減。要

因としましては、令和元年度に実施の高齢者保健福祉推進センター屋上防水改修工事が終

了し、減となっております。 

４款衛生費では２億４,０３０万円の計上で、前年度対比６１０万円、２.６％の増でご

ざいます。南十勝複合事務組合における修繕工事の増加による負担金が増となっておりま

す。 

６款農林水産業費では４億６,０１０万円の計上で、１億１,０００万円、１９.３％の減

でございます。中山間地域等直接支払交付金事業の対象地域の減に伴う交付金の減や、道

営土地改良事業負担金の減が主な要因でございます。 

８款土木費では５億９,９９０万円の計上で、６,９６０万円、１３.１％の増でございま

す。除雪グレーダーの更新、橋梁長寿命化工事の増によるものでございます。 

９款消防費では４億８,８３０万円の計上で、１億８,８９０万円、６３.１％の増。防災

行政無線デジタル化整備工事の増によるものでございます。 

１０款教育費では５億１,４６０万円の計上で、２,８６０万円、５.３％の減。生涯学習

センターの設備更新工事が終了したことによる減が主な要因でございます。 

１３款諸支出金では１１億５,１２０万円の計上で、２,５００万円、２.２％の増でござ



 

－ 88 － 

います。特別養護老人ホームにおける空調工事等の実施による繰出金及び町立病院への補

助金の増が主な要因です。 

以上、歳入歳出ともに６９億９,５００万円となっております。 

歳出の下段に財源内訳を掲載しております。国道支出金９億６,０９３万４,０００円、

地方債６億５,６２０万円、その他６億６,７２８万７,０００円、一般財源は４７億１,０

５７万９,０００円となっております。 

８ページをご覧ください。 

令和２年度一般会計歳出性質別臨時経常別集計表です。 

歳出経費を臨時的なものと経常的なものに区分し、さらに消費的経費、投資的経費、そ

の他の経費、予備費に区分したものです。 

表の右側、合計欄の消費的経費は４１億４,１１９万２,０００円で、１億１３０万５,

０００円、２.５％の増となっております。ここは公務員制度改革による人件費の増、補助

費の増などによるものでございます。 

投資的経費は１２億６,９６３万２,０００円で、４億８,５６７万円、６２％の増でござ

います。スマート街区構築事業、防災行政無線デジタル化整備事業などによるものでござ

います。 

最下段の人件費、扶助費、公債費からなる義務的経費は２４億８７４万８,０００円、前

年度比８,９７７万５,０００円、３.９％の増となっております。 

９ページをご覧ください。給与費の明細書です。 

特別職、一般職の給与を前年度と比較して記載しております。 

１０ページでは、給料、職員手当の増減内訳。 

１１ページでは、職員１人当たりの給与、初任給の状況、級別職員数、級別の標準的な

職務内容を記載しております。公務員制度改革により、これまで定数外であった職員のう

ち、行政二表の給料表を適用していた職員も一般行政職となったことから、行政二表を追

加しております。 

１２ページには、昇給の内訳、期末・勤勉手当及びその他の支給率などを記載しており

ます。 

１３ページをご覧ください。 

地方債現在高の見込みに関する調書です。 

平成３０年度末現在高並びに令和元年度末及び令和２年度末の現在高の見込みを記載し

ております。 

表の一番下に、全会計の総計を記載しております。 

平成３０年度末で１０３億１,９０７万２,０００円、令和元年度及び令和２年度の増減

を見込み、令和２年度末現在高の見込みは９８億２４５万円となる見込みでございます。 

１４ページ、１５ページは、債務負担行為に係る支出予定額等に関する調書です。 

現在の債務負担行為は２３件、限度額は合計で１０億１,９４４万２,０００円となって
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おります。令和元年度までの支出見込み額は４億２５７万８,０００円、令和２年度以降の

支出見込み額は５億７,２２３万１,０００円で、このうち一般財源は７,８９２万７,００

０円となる見込みであります。 

１６ページからは、令和２年度投資的事業費の一覧表です。 

主なものでは、総務費で宇宙のまちづくり推進事業、現在使用しておりますロケット射

場の拡充と多目的航空公園の滑走路を３００メートル延伸するための調査設計業務に２,

０００万円、スマート街区構築事業で２億４,５２０万円、福祉バスの更新、晩成行政区会

館の改築を計上しております。 

農林水産業費では、中山間地域等直接支払交付金事業にかわり、大樹集落で多面的機能

支払交付金事業を８,０５３万３,０００円、畜産担い手総合整備型で１３８.４ヘクタール

の草地更新などで５,４５４万円、町営牧場でミキサーフィーダーの更新、町有林整備事業

で地ごしらえから間伐まで７,７６０万２,０００円を計上してございます。 

 土木費では、グレーダーの更新で６,９９３万円、紋進橋補修設計とふるさと大橋補修工

事で７,８００万円、町道改良舗装事業では３路線の改良舗装と３路線の調査設計で８,５

９７万８,０００円、日方団地建設事業では３棟目となる公営住宅の建設を計上してござい

ます。 

１７ページ、消防費では、防災行政無線デジタル化整備工事で２億４,８４３万１,００

０円。教育費では、給食センターの空調設備更新と立体型炊飯器更新で３,２４９万６,０

００円、屋外ゲートボール場整備に２,２３６万１,０００円を計上してございます。 

以上、災害復旧費を含め、事業費１２億６,９６３万２,０００円、財源は国道支出金４

億８,６８９万円、地方債５億２,８５０万円、その他６,８０６万円、一般財源１億８,６

１８万２,０００円となっております。 

 １８ページをご覧ください。 

 地方消費税交付金１億３,４６０万円のうち、社会保障費の財源としている７,０５０万

円について、どのように充当されているかを示したものでございます。 

 社会福祉費、社会保険、保健衛生費、全体で１８億５,６３１万５,０００円のうち、一

般財源１３億４,４８５万６,０００円に対し、地方消費税の交付金の社会保障財源化分７,

０５０万円を充当した内訳であります。 

 続きまして、次のページ以降に一般会計に関連する附属資料として、橋梁の修繕箇所、

道路施工予定箇所位置図、日方団地３号棟新築工事の配置図、平面図を添付しております。

後ほどお目通しいただきたいと思います。 

以上で、議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算についての総括的な説明を終わら

せていただきます。 

続きまして、５特別会計と２企業会計予算について提案理由の説明をいたします。 

議案第２３号は、令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算で、第

１条で歳入歳出予算の総額を６億７,２８０万円と定め、第２条では、一時借入金の借り入
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れの最高額を１億円と定め、第３条では、歳出予算の流用として、２款１項に計上した療

養諸費に係る予算額に過不足が生じた場合に、同一款内の各項の間で流用することができ

るとするものであります。 

 続きまして、議案第２４号でございます。 

 令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算で、歳入歳出予算の総額を９,６３０万円

と定めるものであります。 

 続きまして、議案第２５号は、令和２年度大樹町介護保険特別会計予算で、第１条で、

歳入歳出予算の総額を７億２９０万円と定め、第２条では、２款、１項の介護サービス等

諸費と２項の高額介護サービス費の予算額に過不足が生じた場合に、同一款内の各項の款

で流用することができるものとするものであります。 

 続きまして、議案第２６号は、令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計予算で、歳

入歳出予算の総額を４億３,７７０万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第２７号は、令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計予算で、第１

条で、歳入歳出予算の総額を３億１,３９０万円と定め、第２条では、地方債の起債の目的、

限度額などを第２表地方債によるものとする。第３条では、一時借入金の額を１億円と定

めるものであります。 

 ３ページをお開きください。 

 第２表、地方債で、令和３年度に移行予定の地方公営企業法適用に伴うシステム導入、

公共下水道ストックマネジメント計画策定、個別排水処理施設整備工事等に当たり、起債

を借り入れるもので、起債の目的、限度額は下水道事業で１,８６０万円、過疎対策事業で

９３０万円、起債の方法、利率、償還の方法は、一般会計と同じとなっております。 

続きまして、議案第２８号は、令和２年度大樹町水道事業会計予算で、第２条の業務の

予定量は、給水戸数２,７８０戸、年間総給水量１１６万１,３００立方メートル、１日平

均給水量は３,１８１立方メートル、主な建設事業は電気計装設備更新工事を含む５本の工

事を予定しております。 

 第３条の収益的収入及び支出では、収益的収入が収益的支出に対して不足する額５,５９

３万２,０００円を過年度分損益勘定留保資金で補塡し、収入については４億４,６９６万

８,０００円、支出では５億２９０万円と定めております。 

 ２ページに移りまして、第４条の資本的収入及び支出では、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額２億６,２７２万６,０００円を過年度分損益勘定留保資金で補塡

し、収入については５,４３７万４,０００円、支出は３億１,７１０万円と定めております。 

 第５条では、一時借入金の限度額を１億円と定め、第６条では、議会の議決を経なけれ

ば流用することができない経費の職員給与費を３,６６０万５,０００円と定め、第７条で

は、他会計からの補助金で、一般会計からの補助を受ける金額を９,５８１万５,０００円

とし、第８条では、たな卸資産の購入限度額を７５０万円と定めるものであります。 

 続きまして、議案第２９号、令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算で、第
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２条の業務の予定量は、病床数５０床、年間患者数、入院で１万６,４２５人、外来で４万

９５人、１日平均患者数は、入院４５人、外来１６５人としております。 

 第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入、支出ともに１０億９,１３９万円と定め、 

第４条、資本的収入及び支出の予定額では、資本的収入が資本的支出額に対し不足する額

１６７万円を過年度分損益勘定留保資金から補塡するものとし、収入を５,３３４万円、支

出を５,５０１万円と定めております。 

２ページに移りまして、第５条では、企業債で今年度購入予定の内視鏡カメラなど６点

の医療機器購入に当たり、起債を借り入れるもので、起債の目的は病院事業、限度額は４

４０万円、起債の方法、利率、償還の方法は、一般会計と同じとなっております。 

 第６条では、一時借入金の限度額を１億円と定め、第７条では、議会の議決を経なけれ

ば流用することのできない経費を１号で給与費を７億６,８４７万円とし、２号では交際費

を２０万円と定め、第８条では、一般会計から補助を受ける金額を３億５,０００万円とし、

第９条では、たな卸資産の購入限度額を１億３,５７７万円と定めるものであります。 

 以上をもちまして、提案理由の説明を終わります。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 

    ◎予算審査特別委員会設置・付託の議決 

○議   長 

 日程第３６ 予算審査特別委員会の設置・付託についてお諮りします。 

 ただいま一括議題となりました議案第２２号から議案第２９号まで、以上８件の審議に

つきましては、議長を除く１１人で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の

上、審査することとしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第２２号から議案第２９号まで、８件の議案は、議長を除く１１名による

予算審査特別委員会を設置し、審査を付託することに決しました。 

 

◎休会の決議 

○議   長 

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会において、内容の審査を行うため、３月９

日から１２日までの４日間、休会にしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、予算審査特別委員会に付託された８件の議案審査を行うため、３月９日から１

２日までの４日間、本会議を休会とすることに決しました。 

 なお、大樹町議会委員会条例第８条第１項の規定により、委員長を互選するための予算

審査特別委員会は、議長において、本日の会議終了後、本議場で開催することを指定いた

します。 

 これをもって、本日の日程は全て終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 議会運営基準第２０の２の規定に基づき、明日、３月４日は休会としたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、３月４日は休会とすることに決しました。 

 

   ◎散会の宣告 

○議   長 

 本日は、これにて散会いたします。 

散会 午後 ５時１４分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１１名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ２番 辻 本 正 雄 君 

 ３番 吉 岡 信 弘 君 

 ４番 西 山 弘 志 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 一般質問 

○議   長 

 日程第２ 一般質問を行います。 

 さきに質問の通告がありましたので、これより順次発言を許します。 

 初めに、８番西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、さきに通告してございますうちの１番目の「スマート街区構築事業の関連事業

について」町長にお伺いいたします。 

 過日、町のほうからスマート街区の基本構想が示されました。事業効果としては、ブラッ

クアウト対策のほかにもいろいろな大きな効果が期待されております。これを機会に、関連

する事業についても町長の考えを伺います。 

 一つ目は、スマート街区のまず概要についてお知らせいただきたいと思います。 

２番目につきましては、本事業に関連して環境家計簿の推進などの考えはあるか。 

それから３番目には、電気自動車等の積極的な町としての導入の考え。 

それから４番目につきましては、再度のことになりますけれども、再生エネルギー計画の

作成の考え方について伺いたいと思います。 

それから、最後に、少し先の話になりますけれども、２０５０年二酸化炭素排出ゼロに政

府も各自治体も取り組んでおりますけれども、その挑戦の気持ちをお聞きしたいと思いま

す。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 西田議員ご質問の「スマート街区構築事業の関連事業について」お答えをいたします。 

 １点目の「スマート街区の概要について」ですが、役場庁舎の建て替えに合わせ、大樹小

学校、生涯学習センターを含む公共施設群のエリアをスマート街区と位置づけ、木質バイオ

マスボイラー、太陽光発電による再生可能エネルギーを効果的に利用するとともに、非常時

に対応可能なエネルギー供給を構築するものであります。 

 ２点目の「本事業に関連して環境家計簿の推進の考えはあるか」についてですが、地球温

暖化の主な原因になっている二酸化炭素は、私たちの暮らしの中でも排出されております。

環境家計簿は、電気、ガス、灯油、水道等の使用量を記入することで、家庭から排出される

二酸化炭素の量が数字でわかるような仕組みとなっており、各家庭でライフスタイルを見直

す一つの手段としても有効かと思われますので、既に取り組んでいる自治体を参考にしなが

ら、ＰＲしてまいりたいと考えております。 

 ３点目の「電気自動車等の積極的な導入の考え」についてですが、現在、市販されている

個人でも購入可能な電気自動車は、一般家庭で約２日から４日程度の電力をまかなうことが

できるとされており、停電を伴う災害時などでは非常に有効なものと考えております。また、

走行時にも二酸化炭素等を排出せず、環境性も優れているものと承知をしております。 

 町での導入は、Ｂ＆Ｇ財団から無償で提供されている電気自動車を所有しておりますが、

フル充電からの走行距離が短く、遠距離走行が難しいことと、充電時間の関係から、災害出

動時などには不向きであるため、今後の導入にあっては、電気自動車の性能向上を注視しな

がら、必要に応じて検討すべきと考えています。 

 ４点目の「再生エネルギー計画の作成の考え方は」についてですが、町では、再生エネル

ギー関係の計画として、平成２６年５月に大樹町木質ボイラー導入計画を、平成３０年２月

に木質バイオマス資源の持続的活用による再生可能エネルギー導入計画を策定してきたと

ころでありますが、現時点で新たな再生エネルギー計画を策定する予定はありません。 

 ５点目の「５０年二酸化炭素排出量ゼロ（ゼロカーボンシティ）挑戦の気持ちは」につい

てですが、２０１５年に合意されたパリ協定では「平均気温上昇の幅を２度未満とする」目

標が掲げられ、２０１８年に公表されたＩＰＣＣ（国連の気候変動に関する政府間パネル）

の特別報告書においては、「気温上昇を２度よりリスクの低い１.５度に抑えるためには２

０５０年までにＣＯ２の実質排出量をゼロにすることが必要」とされております。 

 環境省では、こうした目標の達成に向け、「２０５０年ＣＯ２の排出量を実質ゼロにする

ことを目指す旨を、首長みずからが、または地方自治体として公表された地方自治体」をゼ

ロカーボンシティに認定するとしております。現在、ゼロカーボンシティに認定されている

のは、全国で６４自治体、道内では１自治体という状況であります。 

 本町におきましては、ＣＯ２排出量を削減する取り組みとして、住宅用太陽光発電システ
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ム導入事業にいち早く取り組んできたほか、公共施設への再生可能エネルギーの導入や、住

宅リフォーム支援事業などにも取り組んでいるところであります。 

 現時点で、ゼロカーボンシティに挑戦するという考えは持っておりませんが、引き続き、

ＣＯ２排出量の削減に向けた取り組みを進めてまいります。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

ありがとうございました。総論賛成の中の文章といいますか、お聞きしたのですけれども、

賛成はいただいているのでしょうけれども、何点か、確認や自分として大切なことだなと

思っていることもありますので、再質問させていただきます。 

議員協議会の中で計画の概要についてはお知らせいただきました。その中で、気になって

いることの一つに、運営会社というか、何会社という言葉なのか、ちょっと僕失念しました

けれども、何か別会社を設立されて運営を任されるというようなことにお聞きしたのです

が、具体的な会社というか、どのようなイメージなのか、まずそれをお聞きしたいと思いま

す。それによっては、木質ボイラーなんかは、今非常に原材料なんかも高くなっております

し、赤字なり何なりという心配もありますので、そこら辺の運営会社なのか経営を担う会社

なのか、そこら辺のことのお知らせを、１点目お願いいたします。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時０８分 

再開 午前１０時０９分 

 

○議   長 

 会議を開きます。 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 エネルギーのマネジメント会社の関係でございますが、エネルギーマネジメント会社にお

きましては、今現在、検討中でありますけれども、将来的に木質バイオマスの発電、それと

太陽光発電が接続された際に、電力の供給を行う部分ですとか、熱供給を行う部分をその会

社が担って、各公共施設に、例えば学習センターですとか大樹小学校ですとかに電気を売電

するですとか、熱を供給するですとか、そういった事業を執り行う会社を想定しているとこ

ろでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員  

 はい、わかりました。確認としては、町がそこから熱湯というかエネルギー、電気なり、

そのような暖房のためのものを買うようなイメージに今はお考えだということでよろしい

のでしょうか。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 そのとおりでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 次に、申しわけない言い方ですけれども、この事業は本当にいい事業だというふうに心か

ら思っております。ちょっと気になったことに、今のマネジメント会社のことと、あと、も

う一つ気になったことがあって、数年来、努力されていたやに議員協議会でもお話をお聞き

しました。そのときには、残念ながら採択にならないというのですけれども、そのとき、そ

れはもちろん俗に言う落選というか不採択ですので、それは残念なことなのですけれども、

その前に、こんな大きな事業だから議会なりに、または関連するところの団体とか、そうい

うところと協議があってしかるべきだと思うのですが、そういうふうな努力というのはされ

たのでしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 ご質問のスマート街区、事業の名称が違う名称になっているのですけれども、前回の応募

に関しては、前回の要件というのは今回と大分違っていまして、金融機関とかいろいろな機

関も入るようにということで、まずはその要件を満たした機関でどうだろうかという検討を

一度開いたことがございます。なおかつ、供給先に民間が入っていないとだめだという前回

の条件でありましたので、民間の住宅にも配管をして、熱を供給するようなことを検討した

のですけれども、相当に事業費が膨れ上がるということで、前回も補助金は５億円だったの

ですけれども、事業費にあっては８億円以上になるというようなことで、５億円の補助金が

欲しいために８億円かけて３億円手出ししてやるのが果たしていいかというような議論も

しまして、それだと本末転倒だろうと、経費かけ過ぎだということで、規模を縮小しまして、

まずは道のほうに問い合わせといいますか、これでいかがだろうかというようなことを出し

ましたところ、やはり難しいということだったという段階でありますので、その段階では、

まずそういう関係機関での検討を行ったということでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員  

 事業そのものは熟度に達していないということですので、今回と条件が違うことはよくわ

かりました。 

 そうしたら、今回申請なさって無事事業が採択になったのですけれども、今回、関係機関

なり役場庁舎内の協議なり何なりというのは、どうだったのでしょうか。僕は、本当に、こ

の事業は晩成温泉の例なんかでもそういうふうな低炭素社会のことを思って高い志で、それ

から今回のことも取り組んでおられると思うのですけれども。 

でも、テクニカル的な面として、例えば原材料の確保ですとか、そういうふうなことなん

かもあるから、一つは役場の中のそういうふうな農林課なり何なり、町有林の関係のほうの

原料なり、それから森林組合なり、そういうふうなところとの協議なんかはどうだったので

しょうか。 

非常に申請する時間までがなかったのはわかりますけれども、２年前にもそうやってアイ

ドリングしているということですので、今回ちょっとそういうふうな面についての協議の熟

度は低かったやに私個人としては思っているのですけれども、その準備過程をお知らせいた

だきたいと思います。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時１６分 

再開 午前１０時１６分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 今回の申請に関してですけれども、もともと大樹町では木質ボイラー導入計画を持ってお

りまして、その辺で導入に当たっては、逐一職員による総合計画の執行計画ＰＴですとか、

そういう部分では検討は行ってきたところであります。それで検討は行ってきてはいました

けれども、財政的に有利であります道の補助の公募があったというものですから、それに応

募するためにちょっと時間的に短い中での申請となったところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 もうこの事業もスタートしているのですから、今さらなぜそんなことをお話しするかとい

うと、なかなか横の連絡というか、そういうことをここで誰がどうのこうのとかと言うこと
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はないのですけれども、そういうふうな本当に役場庁舎の中での協議なり何なりの部分を

ちょっと、僕も職員でないからわかりませんけれども、そばであれしていると、ちょっと何

かそういう部分が、お仕事の面で荒いのではないかなというふうに感じていましたので、そ

う思われないなら思われないで構いませんけれども、そういうふうなこともよくよく協議し

ていただきたいというふうに思っています。 

 それから、次に２番目の本事業に関して環境家計簿の推進の考えはあるのかというのは、

町民の方や何かにもＰＲしていただけるというようなことでのご回答をいただいておりま

すけれども、僕はここで町自身の施設ですとか、それから今の燃料ですとか電気ですとか、

いろいろここで町長のほうから言っていただいたようなことを、町も莫大なエネルギーとか

ＣＯ２を出していると思います。努力の中ではクレジットを買っていただいたりとか、そう

いうふうな努力は認めますけれども、隗より始めよという言葉もあるぐらいですから、ぜひ、

町民の方にＰＲするというものではなくて、もう一歩、各課なり公用車なり、いろいろなも

のがあると思いますので、そういうふうなものを町としての環境家計簿というか、そういう

ふうなＣＯ２の排出をみずからがみずからをチェックするような考えというのは、一歩進ん

でいただくようなことにはならないのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回、スマート街区構築事業の関連で環境のいろいろな取り組みのご質疑をいただいたと

ころでもあります。私どもの町としてのＣＯ排出量を削減する取り組みというのは、先ほど

答弁の中で回答させていただいたところです。 

恥ずかしながら私、実は議員から環境家計簿の推進のご質問を受けるまで、環境家計簿と

いうものの存在を認識しておりませんでした。今回、ご質問の中で回答を準備する中で、こ

ういうことをするのが環境家計簿の役割なのだなというのを学ばせていただいたところで

もありますので、回答したとおり、今後取り組んでいる自治体等も参考にさせていただきな

がら、どういう形でやっていけるかというところについて、まずは私も含めて役場で学んで

いき、対応を検討していくということで進めていければなと思っております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 前向きなお話でございますので、ぜひぜひ、担当係の小さなところからそういうふうにし

て一歩進んでいただけることを本当にありがたく思います。 

 それから次に、電気自動車のことをちょっとお話しした中で、ご答弁の中でちょっと気に

なったのですけれども、確かに、電気自動車の評価というのはすごく高く町長は評価されて

いて、本当にそのとおりだなというふうに思っております。 

ただ、その中で、例えば災害や何かでは公用車としてはなじまないのだよというようなご
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答弁なのですけれども、でも、役場も今度新しくなりますけれども、例えば充電設備も、従

来のものだったら６時間とか８時間かかるというふうに聞いておりますけれども、急速充電

なんかでは３０分で８０％ぐらいなるのではないかなというふうに思っていますし、多分も

うあと１年か２年したら、リチウムイオン電池でなくて、次の世代の全固体型の電池が世の

中に回ってくると思います。今のリチウムイオン電池の３倍の能力があって、充電も３分の

１の時間でいいと言われている全固体型の電池なんかも、僕も技術屋ではないからよくわか

りませんけれども、そういうふうなものはいろいろな雑誌やテレビや何とかでも相当言われ

ておりますので、すごく期待しております。 

 あと、何よりも全部の公用車を電気自動車にされたらとは思っていないのです。例えば保

健師とか福祉関係のケアマネジャーの方がお家を回るだとか、今の電気自動車は帯広往復も

なかなか難しいというやには聞いておりますし、あと、電気自動車がだめだったら、電動バ

イクも相当普及してきておりますよね。職員の人に電動バイクで回れというのも酷な話かも

しれませんけれども、そういうふうな状況がありますので、徐々にというような導入を考え

ていますというところから、いろいろな補助事業や環境省のものもあるのかないのかもわか

りませんけれども、ぜひ、今お話ししたようなことはできることでないかなというふうに

思っていますし、急速充電なんかも何か３００万円ぐらいの施設だそうですので、そういう

ふうな、もう少し積極的に取り組んでいただける考えはございませんか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回のブラックアウトのときも含めて、電気自動車が移動式の発電機といいましょうか、

電力を供給できるということも報道されておりまして、災害時の緊急時に電気自動車の役割

というのは少なからずあるかなというふうには思っているところです。 

回答でも申し上げましたが、今後の導入に当たっては、電気自動車の性能向上、まさに今、

議員がおっしゃられた新しい電池を搭載したものも開発されているということでもありま

すので、今後そういう部分も含めて、必要に応じて検討していきたいなというふうに思って

おります。 

 私も、全ての車を電気にする必要はもちろんないというふうに思っておりまして、適材適

所に使い分けをしていくということも必要だなというふうに思っておりますので、導入につ

いては、公用車は相当の数がありまして、定期的に入れかえていかなければなりませんので、

そういうときには当然検討していくというふうに思っておりますし、昨年に行った令和２年

度の予算協議の中でも、私のほうからもそういう話はさせていただいているところでもあり

ます。 

また、電動バイクというのも存在は理解をしておりますが、今、役場庁舎周辺でバイクを

公用車として使っているというところは今現在ありませんので、電動バイクの導入について

は、なかなか利用方法も含めて通常の町内で使うという部分では、なかなか使う部分は今の
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ところは想定できないかなというふうに思っております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 それでは次、４番目に再生エネルギーの計画についてはどうですかという質問に対して、

今のところは再生エネルギー計画についての計画樹立は考えていないのだよというお話で

の回答をいただいております。 

これは僕、一般質問２回目なのです。なぜ再生エネルギー計画が必要だよというふうにお

話をさせていただきたいと思っているのは、町長の姿勢の中で、こういうふうに木質バイオ

のものを入れたり、それから畜産関係のほうの発電なんかにもそのように支援したり、根幹

は、低炭素社会ということを思って町でそういうふうな政策を推進していただいているもの

だと思っております。 

確かに、お答えの中で木質についての計画は２本存在しますけれども、再生エネルギーは

ご存じのように木質ばっかりではないですよね。水素で頑張っているところもあれば、太陽

光で頑張っているところもあるし、バイオコークスってあるのですけれども、そういうふう

なものの利用を頑張っている企業や町村もあります。 

私たち、確かにいろいろな制度で頑張ってもらっている分もありますけれども、やっぱり

そういうふうな総合的なある程度長いスパンで考えていけば、新しい町の施設の屋根には太

陽光パネルを置きましょうとか、そんな大々的なことでなくても、確実に公共施設とそのよ

うな再生エネルギーの関係ですとか、もう少し一歩進んで先ほどの電気自動車も太陽光発電

にした部分で充電をしていくとか、そういうふうなためには一本一本の木質ボイラーなら木

質ボイラーの、そういうふうな計画だけでは不十分でないかなというふうに私思っているの

です。 

ですから、ぜひ再生エネルギーの計画、そんなすごい難しい高度なスマートグリッドシ

ティをつくるのだぞとか、そういうふうなものではなくて、今あるこの町の力でできる、町

民の人方に参加してもらえるような、こちらを向いてもらえるような、そういうふうな再生

エネルギー計画というのは必要でないかなというふうに思っております。 

十勝でも多分７町村か８町村ぐらいもう計画をつくられて、例えば近場の町村でいえば、

確実に何か公共施設ができれば、一遍にはできませんけれども、一つ一つそうやって太陽光

エネルギーなんかの導入をされておりますので、今すぐできなければ総合計画の中の工期の

ことを後からお話申し上げますけれども、そういうふうな中に組み込んでいただけないかな

というふうに思っているのですが、いかがなお考えでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 再生エネルギー計画の関係では、先ほど答弁をさせていただいたところです。今のところ、
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具体的な計画を持っているのが木質バイオマスに関する計画のみということでありますが、

議員が今ご発言にあったとおり、そのほかの分野でも大樹町として再生エネルギーのための

取り組みを進めているところでもあります。計画をつくるということの目的が明確になる必

要があるかなというふうに思いますし、ただ、計画をつくれば、目標なりが定まりますので、

それに向けて取り組む姿勢を町民の皆様にも理解していただくというところでは、有効にな

るかなという思いではおります。 

 今後、再生エネルギーの関係の取り組みについては、答弁の中でも回答させていただいた

とおり、できるところをしっかりと努めていくということについてはお約束をしているとこ

ろでもありますので、今後そういう部分で計画をつくってというところの必要性が出てきた

段階では考えていきたいなというふうに思っておりますが、答弁させていただきましたが、

現時点での計画を策定するという予定については、ないということであります。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 きょうのお話というか質問している分については、全部そのような再生エネルギー、町長

の高い志につながっていく部分の総体系というかが再生エネルギー計画かなというふうに

して、僕自身は思っておりますので、ぜひ、再生エネルギー計画のことについても、他町村

なり、環境省のそういうふうな事業関係のほうも、ぜひぜひお調べいただきたいと思います。 

 それから、この項目の最後、ゼロカーボンシティへの取り組みのお気持ちはどうですかと

いうふうな中でのお話というか質問をさせていただきました。即ということにはならないけ

れどもＣＯ２の削減の努力というのは、これからも営々脈々と頑張っていくのだぞというふ

うなことのご回答をいただいております。 

ただ、この中のお話の中で、例えば住宅の太陽光発電でも当初４０万円か５０万円ぐらい

の金額が今は現実的なトータルした補助事業になっていると思います。それぞれの町の方向

性や何もあるから、あそこでやっているから、うちもできるのでしょうとか、やりましょう

ということにはならないことは承知でありますけれども、全国でエネルギーの自立という

か、完結できる町村も少し前の資料で７町村というか７市町村というふうにして読みました

ので、うちも今のゼロカーボンシティへの、きょう、お話ししたようなことを一つ一つ積み

上げていけば、夢ではないというふうに思っております。 

 もちろん、役場だけでできることでもないですし、町民の方の高い思いだけでできること

ではございませんので、ぜひエネルギーの自給のできるような自治体の一つになることと、

こういうふうなゼロカーボンシティの方向性というのは、そんなにそんなに乖離しているも

のではありませんので、ぜひ力強くゼロカーボンシティのこともお考えいただきたいなとい

うふうに思っております。 

 道内の中では古平町という町、行ったことがないのでわかりませんけれども、道内の一つ

で、すごい何か特別な産業が大きくあるような町でもないというふうに自分勝手に思ってお
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りますけれども、私たちもそういうふうなことが少し頑張ればできるのではないかなという

ふうに思っております。ぜひ、町長の前向きな町政執行をご期待申し上げているのですが、

一歩前へ行っていただけないでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 町として、そして私としてＣＯ２の削減、環境を維持していくという取り組みについては、

鋭意取り組んでいるところでもあります。ゼロカーボンシティの宣言をするということは、

ただ言いっ放しというわけにも当然いきませんので、それなりのきちんとした根拠なり方策

なり対応策なりを検討した上で、この目的に向かってこういう施策を取り組んでいくのだと

いうところの明確なビジョンがないとだめだと思いますので、軽々に議員に質問いただいた

のでやりますということにもならないかなというふうに思っております。 

 ただ、環境問題に取り組むというところについては、これからも町の施策として重要なこ

とでもありますので、取り組んでいきたいなというふうには思っております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 次に、第５期大樹町総合計画執行について、移ってよろしいでしょうか。 

 それでは次、２番目の「第５期大樹町総合計画執行について」町長に同じくお伺いします。 

 過日というか、第５期の大樹町総合執行計画というものを示していただきました。町にお

ける、これがそうだなとは個人的には思ってはいないのですけれども、町における最上位計

画であり、次期計画にもかかわることが多いので、町長に執行計画をお伺いいたします。 

 一つは、執行計画が出ましたので、基本的な考え方。 

それから、こういうふうなものを計画樹立していくのに、町民の意見集約とか何かはどう

なっているのかということで２番目にお伺いします。 

それから、３番目は、計画のソフトの部分なんかは、いつどのように示されるのかなとい

うこともお聞きします。 

それから、細かなことといえば細かなことなのですが、現在、町で主要計画書を公共施設

に展示していただけるようになっていて、それはどういうふうになっているのかを、最後４

点目にお伺いいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長  

 それでは、ご質問の「第５期大樹町総合計画執行について」お答えをいたします。 

 １点目の「執行計画の基本的な考え方」についてですが、執行計画は、第５期大樹町総合

計画の執行に関し、総合的な調整する分野、主にハード事業について施設整備のあり方や工
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程、建設位置等の検討を行ったものであります。 

 ２点目の「町民の意見集約はどのように行うのか」についてですが、執行計画は、職員に

よるプロジェクトチーム会議において、施設整備等の優先順位や建設場所などについて検討

した内容を示したもので、最終決定したというものではありません。各種委員会や関係団体

などからの意見などは、個々の事業を進めていく段階において、お聞きした上で取り進める

こととしております。 

 ３点目の「計画のソフト事業はいつどのように示すのか」についてですが、執行計画は、

ハード事業の整備を総合的に調整するために作成をしたもので、ソフト事業については、必

要に応じ調整しながら取り進めているところであります。 

 ４点目の「現在、町主要計画書は公共施設に展示されているか」についてですが、総合計

画を初め、町の主要計画書については、図書館に配置し、閲覧できるようにしております。

また、町のホームページ上でも公開しておりますので、いつでも見ていただくことは可能と

なっております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 二本目ですので、今どうしてもというようなことについて、ポイントでお伺いしたいと

思っております。 

 一つ確認したいのですけれども、第５期の大樹町総合計画、２０１４年度から２０２３年

度ということでの１０カ年なのですけれども、ちょっと確認したいのですけれども、基本フ

レームというのは基本構想、それから基本計画、僕の言葉で昔の言葉で、たしか年度別計画

書というふうにいって、今は５年になっているそうですけれども、前は、初めてそれが動き

始めたころは、３年ローリングでやっているのですけれども、それについては、私の基本的

な考え方は間違っていないかどうか、ちょっと言葉も、今確かに変わっているかもしれませ

んけれども、そこら辺、確認させてください。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 総合計画の件でございますが、まず基本的なフレームといたしましては、基本構想は１０

年スパンで計画しております。続いて、基本計画も１０年期間です。実施計画につきまして

は、前期後期５カ年ごとの計画期間となっておりまして、前期計画につきましては平成２６

年度から平成３０年度、後期計画につきましては平成３１年、令和元年度から令和５年度ま

での期間という形になってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員  

 年度別の計画という５年の分というのは、何というのですか。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 年度別の計画の部分でございますが、これは実施計画というふうにしておりまして、これ

は前期後期５年ごとの計画で、毎年ローリングを行っているということでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 ちょっと不思議だなと思ったことがありますので、長くはやりませんのでちょっとおつき

合いをいただいて、基本構想についてはわかりました。基本計画の分の前５年の分と、後期

分というのは２０１９年から２０２３年なのですけれども、この執行計画が出てきたのです

けれども、後期計画２０１９年なのに２０２０年で後期計画が出るということは、２０１９

年の分が飛んでいるのではないかなというふうにして思っているのですけれども、その事業

については、飛んでいいものなのでしょうか。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 まず基本計画につきましては、総合計画と同じ１０年スパンの計画になっていまして、こ

れは基本構想、基本計画という形で１０年間の計画になっております。実施計画につきまし

ては、先ほど申し上げましたように、平成２６年、２０１４年から２０１８年までの前期計

画、そして後期計画につきましては平成３１年度、令和元年度から令和５年度までの５カ年

ということで切れ目なく続いているところでございます。 

それで、執行計画につきましては、第５期大樹町総合計画を執行するに当たりまして、総

合的な調整する分野、いわゆるハード事業について、これを施設の整備のあり方ですとか工

程だとか建設位置等を検討するためにプロジェクトチームを立ち上げまして、計画を作成し

たというものでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 そうしたら、私の勝手な、基本構想１０年、基本計画１０年というのは、従前でしたら、

基本計画という部分の前期５年、後期５年というふうに一回見直しをしたのですが、見直し

するというのは、計画では実施計画の中で見直しするということなのですか。前５年、後ろ

５年というのが。 
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○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 総合計画、基本計画については、見直しするということにはなっておりません。それで、

実施計画につきましては、年次ごとに事業を行う事業内容等の事業量ですとか総事業費、財

源内訳などを示した計画でございまして、それぞれ年度ごとに事業費などを網羅した計画内

容となっていまして、それは前期後期に分けまして、５カ年ずつの計画にして毎年ローリン

グを行いながら見直しを行っているというところでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 はい、わかりました。執行計画を出していただいたので、これが基本計画の後期計画かな

というふうに間違っておりましたので、その点については済みません、私の早とちりでござ

います。 

 実施計画の後期５年についての、議会なり議員協議会なり、これは議決事項ではないです

のでそれで構わないのですけれども、そういうふうな後期計画の分の実施計画というのは、

お示しいただいたのでしょうか。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 まず、お示ししたかどうかについては、お示しはいたしておりません。 

それで、実施計画の後期計画につきましては、先ほども申し上げましたとおり、平成３１

年度から令和５年度までの５カ年となっておりまして、平成３１年３月に実施計画を作成さ

せていただいたところであります。その後、先ほどから出ております執行計画をハード整備

に特化した総合計画の執行計画を今年度中にまとめるということにしておりましたので、そ

の執行計画も含めた形で実施計画を今取りまとめているという段階でありまして、今年１月

に、執行計画につきましては議員の皆様にもお示しさせていただきましたので、その内容を

実施計画に反映させてお示しをさせていただきたいと考えているところでございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 ハードの部分はそのようなお考えの中で計画樹立ですけれども、ちょっと僕、納得できな

いのが、今の２０１９年から２０２３年で、２０２０年に実施計画が出てくるということが

どうも解せないのです。２０１９年は確かに選挙がありましたけれども、でも、普通こうい

うふうな一番大切な計画だから、その前の年に少なくとも準備がなされて樹立されていくも

のでないかなというふうに思っています。 
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 前に、総合計画のことについて一般質問させていただいたときに、十二分に、例えば３年

と５年だからということではないのでしょうけれども、３年のときのほうが、なおこの事業

が前へ持っていけたり後ろへ持っていけたり、もう少し担当の方や町民の方にも、この３年

間ではこの事業が計画されているのだなというふうなことを示してくれたと思うのですよ

ね。少なくとも、いろいろな計画がまめしく議員協議会なり何なりにご提示いただいていま

すので、それの一番の肝がこの総合計画の、それぞれ議決事項でないものだからというふう

に思わないで、ぜひぜひ、そのような前で計画を立てていくことをさらに努力していただき

たいと思っております。 

 町のほうでは、今の総合計画の執行計画でハードのほうを非常に重要視されているようで

すけれども、なかなか役場庁舎が何とかよりも、それぞれ乳幼児医療はもっと拡大にならな

いのかなとか、そういうふうなソフトの部門も非常に重要ですので、後ほどソフトの部分な

んていうことをおっしゃらないで、ハードとソフトはもう表裏一体のものだというふうに考

えておりますので、事務の取り組み方がそのようなお考えにならないのか、ちょっとお聞き

します。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま、後期の実施計画の策定の状況について説明をさせていただいたところです。 

総合計画の中で、やはり大きな金額的な部分をお示しする部分ではハードの整備の順番と

いいましょうかビジョンといいましょうか、そういうものをまずはしっかりと定めないと後

期の実施計画の中にも反映できないということで、執行計画をお示しし、その内容を後期の

実施計画の中で今鋭意整理をしているところでもありますので、後期５カ年の実施計画につ

いては、でき次第、速やかに内容の報告をさせていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

 また、ソフト事業を決して総合計画の中でもおろそかにしているわけではありません。基

本構想、基本計画の中でもソフトの部分についても細かく１０年間の目標を定めて、今取り

組んでいるところでもありますので、どういう形でお示しするかというところは、やはり実

施計画の部分では財源的な部分を示すというところの意味合いが大きいと思いますので、ど

うしても内容はハードに重きを置いた計画の形となってしまいますが、ソフトについても総

合計画でうたわれているものについては、これから５年間しっかりとその目標に向かって取

り組んでいくということでご理解をいただきたいと思います。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 ありがとうございます。そのようなことで、たまたまその年度のことをお考えいただいた

り、優先順序をお考えになったり、十二分に執行者として気を遣っていただいていることは
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わかります。 

ここで、議員協議会の中で、これは第６期に、これは５期の何とかでこのように取り組ん

でいこうと思っていますというお考えのことは、本当に十二分にわかりました。 

 役場の人というか、そういうふうな人方の優先順序と町民の方の優先順序が異なること

は、今、町長が意見をいろいろ聴取して委員会や何とかでもやって、総合的に町長がご決断

するのだよということでのお話がありましたけれども、僕は、例えばここで５期のものが６

期に行くときに、例えば営繕費なんていうのは、きっと莫大な施設で営繕費もなることも考

えられますので、そういうふうな深いお考えのもとに、ぜひ町長、今お話の部分を推進して

いただきたいと思っております。 

 最後に一つ、きょうは天気も悪いですし、コロナも活動しているようですので、僕の唾が

そちらのほうに飛んでいったら困りますので。どうかなと思うことが１点あります。聞いて

いただきたいのは、一般質問の中で各町内の施設に主要な町の計画を置いてもらったらいか

がですかということで、珍しく即取り組んでいただいて、自分は感激しました。 

図書館にあるぞというふうなお返事の中なのですけれども、自分、社会福祉協議会にもい

ましたので、社会福祉協議会にも一番家の近くですから、施設のことが行ったらあるかなと

思ったら配置されていないのですよね。役場もどこにあるのかちょっとわからないのですけ

れども、どこにあるのだとか、置いているとか置いていないとかという細かなことは言いま

せんので、従前のとおりそのように置いているのだったら、ぜひ、従前のところも必ず置い

ていただきたいと思います。配置が変われば計画が変わるように、そのように配置のことを

きめ細かくしていただきたいと思います。 

小学生の低学年は無理かもしれませんけれども、中学生やいろいろな、例えば高校生だっ

たら十二分に生徒も自分の町のことですから読んでいただけると思いますし、あそこの生涯

学習センターなんかは、例えば図書館にあるというふうなお答えでございますけれども、例

えばことぶき大学の学生がそこの図書館に行ってみるよりは、多分ホールにあったら見てい

ただける機会も多いと思いますので、もしかして、配置計画というか配置方針が変われば、

それはそれで変わったのだよということでお知らせください。従前のとおりだったら、その

当時の担当者の方にお聞きして、大変でしょうけれども、ぜひ従前の配置のような心遣いを

していただきたいと思っているのですが、いかがでしょうか。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長 

 町主要の計画書の公共施設の配置につきましてですけれども、議員おっしゃるとおり、従

前は、役場、らいふ、福祉センター、生涯学習センターの４カ所に平成２６年から計画書を

配置するという形をとっておりました。 

生涯学習センターにつきましては、図書館が今回学習センターの中に入っておりますし、

図書館に計画書を配置したほうが、資料の部分という形では、一般町民の方が利用した際に
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計画書がここにあるよという形で今後周知していきたいと思っておりまして、学習センター

の分につきましては図書館に配置を変えていきたいなと考えておりますし、従前から図書館

にも一部計画書も置いておりましたので、そこで配置するという形をとりたいと考えており

ます。 

 平成２６年から配置していた分で、正直申し上げまして、計画が変わった際に更新してい

なかった分とかもありましたので、議員からのご質問があった際に、再度計画のつづりを刷

新して、最新な計画書に置きかえる作業を行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員  

 配置のほう、いろいろお手間かけますけれども、情報開示というのもまちづくりの、大げ

さな言い方ですけれども、本当に大切なことでないかなと思っております。年度別協議なん

かについても、今回多少しつこくお話しさせていただいたのは、例えば役場なんかでも最初

は、ちょっと僕の記憶違いであったら申しわけありませんけれども、最初は、庁舎は１４億

円台で営繕費が３億円ぐらいだから策定というか、建設の委員の人が、いや、それだったら

建てかえたらいいねというような、そういうふうな判断されたと思うのですよね。もしかし

て、それが２４億円で３億円だったら、またお考えが変わった人もいるかもしれません。だ

から、そのように情報開示というのは常にローリングされて、ちゃんとしていけば、ローリ

ングだから毎年毎年変わっていくもので、固定して前５年、後ろ５年ということではないと

思いますので、執行される方は毎年毎年ローリングでございますので、そういう点にも留意

して執行いただければというふうに老婆心ながら思っております。 

 これで終わります。ありがとうございました。 

○議   長 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時００分 

再開 午前１１時１５分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 次に、西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 では、質問させてもらいます。 

 「危険木から町民の生命・財産を守る条例制定について」質問します。 

 町道、歩道、遊歩道、公園、民家などの周辺で、倒木寸前の被害を及ぼすおそれのある民
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間所有の危険木を円滑に処分し、周囲の人や住宅などに被害を及ぼさないように措置する必

要があります。 

町が危険と判断した場合には、所有者に伐採などを勧告し、倒木寸前の緊急事態時には所

有者の同意なしに町が最小限の措置をとることができるよう、危険木から町民の生命・財産

を守る条例の制定についてお伺いします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、西山議員ご質問の「危険木から町民の生命・財産を守る条例の制定について」

お答えをいたします。 

 町道、歩道及び公園等に隣接する私有地からの倒木寸前の樹木や道路などに張り出した枝

などは、車両や歩行者などの通行の支障となるだけでなく、事故の原因となることが想定さ

れます。 

 樹木は、個人の管理、責任のもとで剪定や伐採等の管理を行うものであり、倒木や倒木寸

前の伐採に関しても、道路管理者である町が所有者の同意なく伐採することはできないこと

となっております。 

 倒木や張り出した枝などで車両や歩行者に事故が発生した場合には、樹木の所有者が責任

を問われる場合がありますので、町では通常の道路パトロールなどで、現地で確認した場合

は、所有者に危険予防の観点から伐採、または枝払いなどの処理をしていただくよう要請を

しております。 

 しかし、所有者がさまざまな事情により伐採や枝払いなどができない場合は、町が伐採す

ることについての理解を所有者に求め、了承を得られた場合には伐採処理を行っております

が、所有者が不明など伐採の同意を得ることが困難で緊急を要する場合などは、同意を得ず

に伐採するなど判断に苦慮する場合もあります。 

 「危険木から町民の生命・財産を守る条例」の制定につきましては、町が必要最小限の措

置をとることを可能にするものとして、今後、各種法令等を参考に、必要と判断した場合に

は検討してまいりたいと思っております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 他の自治体でも倒壊寸前の住宅、危険木、類似の危険性があるものに対し条例などがつく

られています。今、条例をお願いしているこの取り組みは、道内では珍しい取り組みだと思

います。所有者に危険木除去を勧告しても、遠方、連絡がとれない、高齢で木の管理ができ

ないなどの問題が発生します。各地でも同様の問題が発生する可能性があり、意義があるこ

とではないかと思いますが。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 答弁で申し上げたとおりであります。議員がご心配の部分もよくわかっていると思いま

す。町内でも、例えば枝払いをしていない木が、山林だったのですが、それが電線に触れて

火花が出て、野火になったというようなケースもありますので、そういう部分の維持管理も

含めてしっかりやっていただきたいというふうに思いますし、私どもも町有林で非常に多く

の山林を所有しておりますので、そういう部分については私どものこととしてもしっかり気

をつけていかなければならないかなというふうに思っております。 

 これからも、パトロール等々で危険が及ぶ可能性がある、樹木に限らず、建物というとこ

ろもありますが、そういう部分については、所有者の方にしっかりと私どものほうから要請

して、事前に事故が起きないような対策を講じていければというふうに思っております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 ありがとうございます。どうしても答弁と似たような質問になるのですが、木の所有者が

危険木をそのまま放置し、人、住宅、道路などに損害を与え、重大な事故で損害賠償などの

問題も起きます。町長が答弁されたのですが、町が同意なく木を処分した場合、損害賠償を

求められる可能性があり、損害賠償などに対応するため、多様なケースの想定の備えの必要

があります。条例にもしできるのであれば、そういうことも盛り込んでもらいたいと思いま

す。町が勧告し、応じ、処分した際に費用の一部を補助できないか、受けれないか。また、

これの条例が決まれば、盛り込んでもらえないかをお聞きします。 

○議   長 

 髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 危険木に対する助成の考えですけれども、道路管理者の立場としてでは、倒木寸前で通行

ができなくなるおそれがあると想定された場合は、まずは、今、町長が答弁したように、所

有者に伐採、撤去の要請をしております。ただ、倒木で完全に道路が塞がれた場合などは、

所有者においても早急に伐採、撤去ができない場合もありますので、そういうような場合は、

先ほど町長が言われたとおり、所有者の了解を得て、こちらの道路維持のほうで伐採処理を

しているのが現状でございます。 

 ただ、その場合でも所有者のほうへの費用負担は求めておりませんので、一応本人のほう

には費用がかかっていませんので、今のところ助成するという考えは持っておりません。 

○議   長 

西山弘志君。 

 



 

－ 21 － 

○西山弘志議員 

 倒木した木を町が切った後に損害賠償を、要はこの木は価値があるのだと、もしそういう

損害賠償を請求された場合はどうするのですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 基本的には、樹木については個人の方がお持ちの場合は個人の方の財産でありますので、

町として積極的に切るということは避けたいというふうに思っております。やはり、所有者

の自己責任において管理をするということが前提でありますので、そういう対応をとってい

ただくということになろうかと思います。 

ただ、先ほど申したとおり、例えば道路等に倒木があって町道が通れないというような段

階では、もちろんご本人にそれを撤去していただくというのが大前提ですが、やはり早急な

対応、または機動力といいましょうか、そういう部分も含めて対応ができないということに

ついては、私どものほうでご了解をいただいた上で、切って道路上から撤去するという対応

をとっているところです。 

 それに対して、財産であるからということで私どものほうに賠償なりのそういう形がとら

れたということであれば、それは、私どもとしてはしっかりとした、毅然としたと言ったほ

うがいいでしょうかね、対応をとっていくということになろうかなというふうに思います。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 ありがとうございました。 

 では、次の質問をさせてもらいます。 

 「認知症の方に対するＧＰＳの貸し出しについて」質問します。 

 ２０２５年、団塊の世代が７５歳以上になり、高齢化が進みます。認知症を発症する方は、

高齢者の５人に１人と推定されています。自分自身も、また身近な人も、いつ発症してもお

かしくないのが認知症です。町としても認知症に対し取り組みには尽力されていますが、対

策の一つに認知症に対するＧＰＳの貸し出しを考えてみてはどうですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、ご質問の「認知症の方に対するＧＰＳの貸し出しについて」お答えをいたしま

す。 

 認知症のある高齢者や障がいのある方で行方不明になる可能性のある方については、家族

の同意を得て「徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークシステム」に登録してもらい、行方不明に

なった場合は、警察署など地域の２２団体の協力を得て、早期に発見する仕組みを構築して
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おります。 

 ご質問のありましたＧＰＳ機能を持つ機器の貸し出しについては、徘回傾向のある方に対

する対策の一つの方法でもありますが、町が購入し貸し出すのか、家族で購入し町が助成す

るのか、また、機器の管理方法や対象者の選定などさまざまな課題もあり、機器を導入して

いる市町村からの情報収集も行い、今後、検討してまいりたいと考えております。 

 また、地域での見守りは大変重要であり、認知症を理解し、認知症の方とその家族を見守

り、応援者となるよう「認知症サポーター」を養成し、日ごろから認知症の方が安心して暮

らせる地域づくりをこれからも進めてまいりたいと考えております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 大樹町では、徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークシステム、認知症サポートと、日ごろから

認知症の方が安心に暮らせる地域づくりに取り組んでおられます。 

 そこで、大樹町の６５歳以上の高齢者の実態、これは令和元年７月のデータですが、大樹

町の人口５,５５５名、６０歳以上の高齢者数１,９６８名、高齢者比率３５.４％、要介護

認定者数４０５名、認知症高齢者日常生活自立度２以上の方は３１４名います。 

認知症の中でも社会問題となっている徘回行動をとる人の多くが、高齢で認知症を患って

います。その結果、不幸な事故に見舞われます。特に社会問題となっているのが、深夜の徘

回行動が問題視されています。北海道の冬は寒く、万が一外出し、戻れないような事態にな

れば命の危険に直結します。ご家族の負担を減らすためにもＧＰＳが必要ではないか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ご答弁で申し上げたことの繰り返しになって申しわけないのですが、ＧＰＳの機器の貸し

出しについても、認知症対策の一つの方策であるということは私も認識をしております。私

どもが今進めている一番の認知症対策という部分では、認知症サポーターを養成し、地域で

そういう方を見守っていく力を地域全体でつくっていこうということが、それがまずは肝要

かなというふうに思っているところでもあります。 

 議員ご指摘のとおり、または、きょうの外の景色を見ても、冬期間で徘回行動をとられた

というケースがあった場合については、まさに生死にかかわるということもありますので、

今後も認知症対策についてはしっかり対応していくことが肝要だなというふうに思ってお

ります。 

統計学的にいけば、５０歳以上の方は、進み度合いはそれぞれありますが、少なからず認

知症の傾向が出るということになりますので、私ももう６０歳になりましたので、そういう

部分がもう既に幾らかはあるのかなというふうにも思っておりますので、今後、大樹町に限

らず、高齢化が進んでいく社会情勢にあっては、認知症対策についてはしっかりと取り組ん
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でいきたいというふうに思っておりますし、ＧＰＳの貸し出しについても、これから検討し

てまいりたいというふうに思います。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 ご家族の負担が大変なので、ＧＰＳを購入するとかリースとか、いろいろ方法があります

ので、町に相談窓口をつくってもらい、例えば、購入したいのだけれどもどういうものがあ

るとか、リース方法とか、そういうことも窓口で相談できるようにお願いして、質問を終わ

ります。 

○議   長 

次に、１０番志民和義君。 

○志民和義議員 

 さきに通告してありました２点について町長に質問をいたします。 

１点目が、「年金制度について」町長にお伺いをいたします。 

１９６１年４月、国民年金制度が発足し、国民皆年金体制が実現いたしました。その後、

１９８５年の改正、翌年実施ですが、将来の年金受給者に大きな影響を与えた改正でありま

す。そして２００４年にマクロ経済スライド制が導入され、年金受給額が減らされたことで

老後の生活を不安なものにしております。 

そこで、次の点について町長にお伺いをいたします。 

マクロ経済スライドとは、一体どのような制度か。 

そして、１９８６年４月以前の旧国民年金法で計算した場合、年金額は幾らになるのか。

仮に４０年間満度に納めたとした場合です。 

それから３点目に、老後不安を少しでもなくするために、マクロ経済スライド制の廃止を

国に求めてはどうか、お伺いをいたします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 志民議員ご質問の「年金制度について」お答えいたします。 

 １点目の「マクロ経済スライドとはどのような制度か」についてですが、現役人口の減少

や平均寿命の伸びなどの社会情勢に合わせて、年金の給付水準を自動的に調整する仕組みと

して、平成１６年から導入された制度であります。この仕組みができた背景は、少子高齢化

が急速に進む中、国が年金の財政再計算を行うたびに、年金保険料水準の見通しが上がり続

け、将来の保険料負担がどこまで上昇するのかという懸念があり、このマクロ経済スライド

を導入したと承知しております。 

 ２点目の「１９８６年４月以前の旧国民年金法で計算した場合の年金額」についてですが、

旧国民年金法で老齢年金の年金額を計算した場合であっても、年額７８万１００円で新法と
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同じであります。理由としましては、新旧どちらの法律であっても上限である年金額そのも

のが規定されているため、国による財政均衡のための措置や、財政の現況及び見通し作成の

義務は規定されていても、上限額に達するものであります。 

 ３点目の「老後不安を少しでもなくすため、マクロ経済スライド制の廃止を国に求めては

どうか」についてでありますが、年金制度は日本全体の問題であります。今後とも社会保障

制度のあり方の議論を注視しつつ、町村会などとも連携をとりながら、必要な対応について

は努めてまいります。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 年金制度の問題ばかりではありませんけれども、老後の問題については、非常に今多くの

不安を抱えております。さきにも厚生労働省が９０歳まで生きると仮定して２,０００万円

の不足と。これも夫婦で合わせて、厚生年金と国民年金の老齢基礎年金を合わせて２３万円

と。そこまで年金をもらっている人が一体どのくらい、モデルケースなのでしょうけれども、

それより低い人はたくさんいらっしゃることは間違いないので、その年金の低い人からも、

同じようにマクロ経済スライド制で減らしていくと。 

年金財政そのものを考えれば、給付を減らして、そしてもらう金額、納付額を増やせば、

財政そのものとしては安定するのですけれども、問題はその個人にとって本当に安定した老

後が保障されるのかどうかと、これに対してやっぱり不満を持っているわけですね。そうす

ると、自分で全部貯蓄をしていかなければならないのかという問題になりますので、これは

個人の問題としてはいろいろ個人差がありまして、病気したり、いろいろな事故があったり

して、完全に予定どおりいかないというのが大体のことなのですね。 

 それと、当時、私どもも先輩の議員が昭和６１年の１９８６年の改正のときに、これは国

民年金を当時、物価スライド制になる前ですから、６０万円で最高額としたと。その後物価

スライドで今のおっしゃった７８万１００円ということなのですけれども、当時、そのほか

に厚生年金や共済年金についても６０歳から６５歳までの５年間については特別支給とす

るということで、この特別支給とするということで大きな問題になったわけですね。 

これは特別支給だから、いつとられてもいいのだと。特別に今やっている。今特別なのだ

と。やがてはなくなるのだという意味なのだと。こういうことで、私どもも当時、仕事でそ

ういう研修を受けたわけなのですよね。まさに今、その心配がそのとおりになってきたとい

うことで、当時、先輩議員も一般質問でしてほしいと私も要望したのですが、質問した結果、

当時の役場の職員の人たちも、本当に将来そのとおりだと、大変なことになるよということ

の返事をもらったというふうに打ち合わせでももらったという話には聞いているのですけ

れども、年金財政そのものが厳しくなるということで、これはもういつの時代も言われてい

るのですけれども、本当にそうかなというふうに私は思うのですね。 

 というのは、今６０歳過ぎても６５歳過ぎても働いているわけで、非労働人口対労働人口
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という区分けをしますと、働いている人と働いていない人というふうに比べたら、その率は

ほとんど変わっていないのですね。働いている人が減っちゃって、働かない人が増えている

と。これはもう、確かにそれは税金を納める人はいませんから減っていくのは当然ですけれ

ども、現に働いているし、それから高度な生産性技術で１人当たりの生産力は飛躍的に上

がっているわけですね。昔の江戸時代、明治時代の職業のように、圧倒的に農業人口が多く

て、農家の人の生産力が、８５％の人がその残りの１５％の人の食糧を支えたというそんな

時代ではなくて、今は圧倒的に、例えば十勝なんかでいったら、食糧自給量というのは１,

０００％を超えているなんていうような高度な状態になっているので、決して私は少子高齢

化とイコール年金財政が厳しいということは直結しないというふうに考えているのですけ

れども、いかがでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 高齢者の方が安心で暮らしていくためには、年金制度というのは非常に重要な役割がある

というふうに思っておりますので、今後、私どもとしては制度の安定化、そして未来の老後

に不安のないような、そういう年金制度を担っていくような取り組みについてはしっかりと

要望させていただきたいというふうに思っております。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 老後の不安がないようにしっかりと要望と。これはもう、ぜひ私からも町長に要望してお

きたいと思います。 

 次に行ってよろしいでしょうか。 

 「大樹高校の入試出願状況について」お伺いをいたします。町長と教育長に質問いたしま

す。 

 ２０２０年の新聞報道で、大樹高校入試出願状況が３４人となっておりました。昨年度も

１間口で、２年続けて１間口が予想されます。大樹高校存続について心配する声をお聞きし

ております。入学者が４０人を切って、２年３年と続いた場合、これからどうなるのかとい

う不安。それからまた、入学者確保について、大樹町も教育委員会も先進的な取り組みを行っ

て２間口を確保してきたのですが、昨年度も制服代を２倍にしていくということで、私も大

変大きな期待を、これは間違いなく大丈夫だなというふうに思ったのですよね。しかし、そ

ういう結果になってしまって非常に残念なのですが、今後どのような対策を考えているかお

伺いをいたします。  

○議   長 

 板谷教育長。 
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○板谷教育長 

 志民議員のご質問「大樹高校入試出願状況について」お答えいたします。 

 最初に、「入学者が４０人を切って２年から３年と続いた場合どうなるのか」についてで

ございますが、道立高校で普通科がある学校数は全道で１０３校となっており、そのうち１

学年が２クラス以下の学校数は５３校で、さらに５３校のうち全学年が１クラスの学校は３

３校となっております。 

 大樹町と同規模の道立高校で、５年連続１間口となってしまった高校も、今年２間口募集

であることから、議員のご質問のように、入学者が４０人を切った状況が２、３年続いたと

しても、直ちに統廃合の対象になることはないと考えております。 

 次に、「今後の対策について」ですが、町として、令和２年度の新入学生が、議員が言っ

てくださったように、入学時の補助を倍増するとともに、通学費の全額補助や検定合格者の

受験料全額補助、見学旅行や部活動における全国大会出場への助成や給食提供を継続して

行ってまいります。 

 また、大樹高校においては、ユニバーサルデザインを踏まえた授業を展開するなど、高校

の独自性を高める取り組みを行い、道教委からも高い評価をいただき、今年度は文部科学大

臣表彰を受賞しております。 

 今後も、大樹高校活性化推進協議会を中心に、町や高校はもちろん、同窓会を初め、町民

の方々と連携して魅力ある高校づくりに取り組み、生徒にとって通いたい学校、保護者に

とって通わせたい学校の推進に努めてまいります。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 今、教育長から、２年、３年、あるいはそのうち１クラスのところも３３校、そして５年

連続のところもあるということで、直ちに学校をなくすということではないと。これは、非

常に安心できることでないかというふうに思っております。 

やっぱり高校を残すために、今必要なことは、こういう１間口でも残すということと、２

間口にしていくためには３０人学級という、これは長いこと叫ばれているのですけれども、

大体義務教育自体がなかなかなっていないのに高校にまでそれを求めていくというのは、私

たちも非常に心苦しいのですよね。言うは易く行うは難しのところがあって、今やっぱり強

く求めていく、現に道教委もそんなことはしていないということなのですが、１間口でも

やっぱり存続していくのだということを今やっておられるけれども、大いにそれは心配かけ

ないように、保護者のほうにも周知していくことは必要だというふうに考えております。 

もう一つ、やっぱり今、結果的に募集に結びつかなかったいろいろな助成制度、これは確

かに父母負担の今の軽減ということから、入学状況にかかわらず非常に喜ばれていることで

ございます。私ども知人の子弟も、かつて帯広に行くか大樹に行くかといったとき、全額交

通費補助ということから大樹高校を選んで、そして３年間学んだということでございますの
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で、これはこれからも大いに、そのことも含めて制服代、この制服代も非常に大きな問題に

なっています。私も帯広の市議会議員から聞いたのですが、調査もされたということで、大

樹の資料を送ってくれということで送った経験もあるのですね。去年ね。 

引き続き、その対策を続けていくことをお願いいたしまして、質問を終わります。 

○議   長 

 休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４７分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

 次に、菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 さきに通告してありました２件について、教育長、町長の考え方を伺いたいと思います。 

非常に、きょうは、いろいろな形で悪条件の中で、表も非常に悪い条件でありまして、背

中から前から後ろからプレッシャーがかかる状況でありますから、できる限り簡潔に進ませ

たいということでお聞きしますので、よろしくお願いします。 

最初に、教育長に伺いたいと思います。「教育現場における働き方改革の実施を」という

ことで、政府が一億総活躍社会実現に向けた政策実現の具体策として、昨年４月に働き方改

革法が施行されて、約１年が経過しました。 

そんな中でありますが、働き方改革法の柱になっている考えは、一つは長時間労働の解消

であります。二つ目は、非正規職員と正規職員の格差の是正であります。３点目が高齢者の

就労促進という柱になっているというふうに承知をしているところでありますが、課題の一

つである長時間労働の改善について大樹の教育現場における実態と改善策について伺いた

いと思います。 

一つは、小中学校における長時間労働の実態を、どう理解しているか。 

二つ目に、休日・定時後の勤務時間削減に、どう取り組んでいるのか。 

三つ目は、少年団・部活動の指導者を地域の経験者を活用する考えがあるのかどうかであ

りますが、よろしくお願いします。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 菅議員のご質問「教育現場における働き方改革の実施を」についてですが、１点目、２点

目は関連がありますので、合わせてお答えいたします。 

１点目、２点目の「小中学校における長時間労働の実態の理解」及び「休日・定時後の勤
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務時間の削減への取り組みについて」ですが、小中学校における教育現場では、授業の準備

に始まり、テストの作成や採点などのほか、保護者宛てのプリントの作成や少年団、部活動

の指導など業務は多岐にわたり、長時間労働の実態があることは承知しており、その実態把

握のため、今年度から小中学校に出退勤管理システムを導入したところであります。データ

の分析はこれからになりますが、まずは実態をつかみ、どの部分にどの程度の時間を要して

いるのか、また、定時以降や休日の労働時間がどの程度なのかを把握したいと考えておりま

す。 

現状の対策としては、まず定時以降には、仕事に集中してもらえるように学校に電話が

あった場合には勤務時間に電話をかけ直してもらうアナウンスを流すシステムを導入した

ところであります。 

３点目の「少年団・部活動の指導者に地域の経験者を活用する考えについて」ですが、コ

ミュニティ・スクールを推進し、児童・生徒の保護者や地域の方々に学校の活動に協力をい

ただいております。例えばスケートの授業や少年団活動には、経験者の方に指導をお願いし

ているところであります。今後も児童・生徒の保護者を始め、地域の経験者の方に協力をい

ただき、地域と学校の連携を深め、外部講師による質の高い活動や児童・生徒に、専門家や

本物に触れる体験をより多く設定しながら、教育現場の長時間労働改善の一助となるように

進めてまいります。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 教職員の勤務時間については、定時外や休日を含める長時間労働があるというふうによく

言われています。子供たちの学校教育に関連する業務については、省くことができないとは

考えますが、しかしながら、放課後の勤務については、場合によっては減らすことが可能だ

というふうに理解をしているところであります。ＰＴＡ活動等で保護者の仕事が終わるまで

夜の会議をずっと待たなければならないというようなこともありますし、そういうことも含

めて伺いたいと思います。 

 今、教育長から回答いただきました。１番２番合わせてですが、その中で回答にあります

ように、長時間労働の実態が出ましたら、それについてどう改善できるのかできないのか議

論をしたいと思ったのですが、正確な実態を把握するために管理システムを導入したという

ことで、それに基づいて分析をするという回答でありますので、何で今まで実態を把握して

いないのかということを追求することは、今日は差し控えて、今後の課題にしたいというふ

うに思っています。 

 ただ、この回答を受けて、今導入したという管理システムというのは、まず一つどういう

形のシステムなのか。全員の実態が把握できるようなシステムなのかどうか伺います。 

○議   長 

 板谷教育長。 



 

－ 29 － 

○板谷教育長 

 学校文化は、長時間労働が当たり前の文化でずっと来ておりました。それで、出勤につい

てはタイムカードもなく、出勤簿に押印するというのみです。ですから、ほとんどの教職員

が長時間労働を当たり前でやっておりました。そこで、せめて出勤、退勤、その時間をしっ

かり刻印してもらって勤務時間を把握しようというところから始めております。 

 以上です。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ということは、今までは長い長いという、長いであろうと認識はあったけれども、正確に

は個人も含めて全体含めて正しい実態は把握されていなくて、大つかみで長いのだという理

解しかしていなかったということでいいですね。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 日常的にはそのように捉えております。ただ、学校は不思議なところで、一番最初に出勤

するのは教頭、一番最後に帰れるのも教頭で、教頭が目視で出退勤の時間を把握しておりま

す。ただ、調査がある場合は、それを数字に表さないといけないので、その期間は本人にしっ

かり申告してもらって、教頭が確認して、調査票を出していたというのが実態でございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 何となく現場のずさんな体制がわかったので、この中身、以降の今後の対応については、

今日でなくて、また改めてお聞きしたいと思います。 

 その中で、少年団活動が、現状としては教職員が担当してやっているのが実態だというふ

うに僕は理解をしているのですが、少年団活動は先生方が対応しているのですけれども、あ

れは、始まってから終わりまで全部正規な勤務時間としてカウントしているのでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 中学校の部活動は、教育課程に位置づいておりますので、中学校の部活動は勤務時間とし

てカウントされます。少年団活動は、社会体育の分野でございますので、教師は一町民とい

う扱いで勤務時間には入りません。 

○議   長 

 菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 そうしたら、先ほど言われた、教頭が把握する分には、少年団に行く時間は勤務時間では

なくて、もし子供たちに対する準備とかいろいろなものがあったら、少年団が終わった後に

やらなくてはいけないという理解でよろしいですか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 ご指摘のとおりでございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 先ほど言いましたように、勤務時間の実態の中身の議論は、今、体制的に把握をして、ど

こに問題があるのかをこれから検討したいという方向だと思うので、そこは実態把握をし

て、多ければ減らしていきたいという考え方については理解しますので、仮定の議論は避け

たいと思うので終わりたいと思います。 

 次に、現状の対策としては、何ができているかということに対して、定時以降に仕事に集

中できるように、定時以降にかかった電話に対しても勤務時間にかけ直してもらうアナウン

スのシステムを導入したということですが、例えば僕が学校に定時以降に電話をかけたらど

んなアナウンスが返ってくるのですか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 留守番電話でございます。営業時間が終了してございますので、緊急以外の場合は翌日お

願いしますというアナウンスでございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 では、電話に出ないということですね。というのは、何となく現実的には居留守を使った

みたいな格好になるのですが、例えば、もし緊急な電話かどうかというのはやりとりできる

ようになっていて、緊急な電話ですといったら、そこにはちゃんと出るということですか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 本当に学校って不思議なところで、始まりの時刻はすごく早いのです。そうしないと普通

の町民は仕事に行けませんので、役場でありますと８時１５分から始まりますけれども、学

校はその前からということです。そして、休憩時間も１時間ではなくて４５分ということで
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ございますので、終了時刻が４時４５分でございます。でも、ほとんどの人はそこで帰れま

せん。ノート整理だとかいろいろして、教頭なんかはセブンイレブンが当たり前で、７時に

帰れたら、きょうは早いなということで、７時までは学校の電話は受け付けるというのが実

態でございます。そして、保護者には緊急の場合はこちらに電話してくれというのは、学校

を通して連絡してございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 何となく、不思議なところだと教育長に何回も言われると、不思議なところだなという理

解はしたのですけれども、確認の意味で、留守番電話はいいのですけれども、やはり今まで

全部出ていたところに急にそうなったときに、先生方も我慢して出ないということが徹底さ

れて守られているのでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 おかげさまで、その時間帯は本当に件数が減ったそうでございます。 

今、マスコミがいないのですごく嬉しいのですけれども、札幌中心部、土日学校で仕事を

していたら、本当に電話は出たくないそうです。誰々が万引きしたので引き取りに来てくれ

とか、全然仕事ができないと。それが実態です。本当にやりたい仕事をやるために土日にわ

ざわざ行くのですけれども、そうでないという部分がありました。 

大樹町の場合は、その留守番電話にしたことによるクレームは１件も学校に届いていない

と。教育委員会にも来てございません。働き方改革、コミュニティ・スクールもそうなので

すが、先ほど菅議員が言ってくれたように、学校がすべきこと、どちらかといったら学校が

やったほうが効率的なこと、家庭がやったほうがいいこと、地域が中心にやったほうがいい

こと、そういう部分をしっかり話し合いながらやっていくと。そうすることによって教師の

疲れ度合いが少し減って、いい顔で子供の前に立てると。それが一番の教育改革の目的であ

ると言われていて、私もそのように思っております。今後ともご協力よろしくお願いいたし

ます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 少年団活動について伺いたいと思います。 

 回答の中では、コミュニティ・スクールを推進して、保護者や地域の方々に協力いただい

ていると。例えばスケートの授業や少年団活動は、経験者の方に指導をお願いしている。そ

れから、部外講師による質の高い活動や児童・生徒に専門家や本物に触れる体験を多く設定

し、教育現場の長時間労働改善に努めていきたいということなのですが、実態認識で今後の
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議論を参考にしたいということで、今活動している少年団の実態なのですが、少年団の数は

何個あるのでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 野球、サッカー、バレー、水泳、冬期間のスケート、文化活動では吹奏楽がございます。

大樹町ならではの海洋少年団、スポーツチャンバラです。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 概略はわかりました。できれば、後日その数を正確に教えていただきたいと思います。 

 その中で、実態として、教職員以外が担当して指導者をやっている少年団はあるのでしょ

うか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 ございます。野球少年団ですごく好評を得ているのは、教員が指導しなくていいという日

をつくってくれたということで、特に消防署のお父さん方が頑張ってくれているというのを

聞いております。バレーボール少年団も、地域の方が指導してくれていると。もちろん教員

もいますけれども。そして、大樹町は結構教員が主となってやっていますけれども、帯広市

内などは、ほとんどは地域の方々です。教員は携わっていません。簡潔に答えました。詳し

いことはまた後ほど。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

私も、子供たち、孫がそういうスポーツ活動の少年団に入っていたのでわかるのですが、

本当は基本的には力量があれば誰でもいいということになっているのですが、実際は先生方

におんぶに抱っこという実態が長く続いているし、数が多いというふうに理解をしていま

す。 

ただ、教育長が先ほど言ったように、そういう部分の子供たちの学校教育に費やす時間を

先生方に長時間労働にならないようにちゃんと与えるという基本でいくと、少年団の部分と

かＰＴＡの活動というのはできれば短くして、本来業務のほうが定時で全部終わらないにし

ても、少年団、例えばサッカー少年団が夏は７時半ぐらいまでやっていますよね。それから

帰って、また子供たちの授業の準備をしていたら、もう８時９時になることも想定されます。

だから、そういう面でいうと、先生が携わる時間があることはやむを得ないにしても、責任

を持つ人は、例えば地域の人がやって、先生もある意味、例えば余裕のある時間に力を貸す



 

－ 33 － 

というようなそういう形をとっていくことによって、働き方改革の長時間労働を減らせるの

ではないかというふうに思います。 

ただ、すぐできるかどうかわかりませんが、そういう方向に持っていくべきでないかとい

うふうに思います。だから、そういうことはぜひ議論をしていただきたいと思いますけれど

も、よろしいですか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 非常にありがたいご意見を賜りました。国のほうもそういうのが望ましい方向だと捉えて

いますし、少年団、部活動含めまして、１日の練習時間を最大２時間、もっと集中して頑張

りましょうやと。そして、１週間に２回は子供の健康も考えて休みにしましょうと。平日１

回、土日どちらか１回というのが国の方針で出されております。５時から男という指導者も

いるのですけれども、その部分含めながら、やっぱり継続していく活動というのが大事です

ので、何々先生がいたからできたではなくて、多くの人ができるよというような少年団活動

に向けていけるように、地域の方の協力を得ながら頑張っていきたいと思います。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ぜひそこは、議論を大事にしていただきたいというふうに思います。特に、うちの前から

サッカー場が見えているのですが、たまに見に行っているのですけれども、サッカー少年団

は、普通の少年団活動は１年生から６年生まで一括なのですけれども、サッカー少年団は分

かれて１年生の部、２年生の部とやっているから、先生がいっぱいいるのですよね。だから、

そういうところがあって非常に大変だなというのは身についています。夜暗くなったら電気

をつけてやっていますから、そういうところを地域なりがカバーできるようなことはぜひ前

向きに検討していただきたいということでよろしいですね。 

 それから最後に、ＰＴＡ活動の分も、僕はある程度中身をうまくコントロールして、減ら

す時間にできればなるのではないかというふうに理解をしているのですが、ＰＴＡ活動の役

員などで、例えば絶対教職員が担わなければならないのが全役員でないと思うのですね。そ

の辺、何となく先生方に全部会計から何から事務局から全部おんぶに抱っこというふうに

なっている実態はないのでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 実態はあります。ただ、ＰＴＡはペアレント・ティーチャー・アソシエィションというこ

とで、父母と教師の会ということです。お父さん、お母さんも仕事を終わった後、忙しい中

時間をつくってくれておりますので、教員も同等に子供たちのために保護者と一緒にやろう
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という部分はすごく大事かなと思います。 

ただ、事務局が学校にあるとすごく動きやすいというのも事実でございますので、削れる

ところは削り、効率的なやり方はないかというようなことを議論しながら長続きすると。保

護者との関係ですごくいい思い出になっているというところもございますので、マイナス面

だけではございませんから、そのあたりはじっくりやっていきたいなと思っています。 

特に、小規模校のＰＴＡは、すごく活発でいいサポートをしてくれていました。大樹小中

ともにすごく教職員の最近の頑張りは華々しいのですけれども、どうもＰの動きが鈍いとい

う部分がありますので、そのあたりもどうしたら活性化できるかということを考えていきた

いと思います。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

全てが父母でということではありませんが、できればそういうところも労働時間を短くす

るような対応で検討をしていただければいいのかなというふうに思います。この項目はこれ

で終わりたいと思います。 

次に移っていいですか。 

二つ目に、「漁業の活性化に早期の取り組みを」ということで、漁業問題について町長に

伺いたいと思います。 

 十勝の沿岸漁業については、秋サケ定置網漁が２０１７年度以降３年間連続で極端な不漁

であり、漁獲量が最盛期の２割程度で、今は２,０００トン前後か、それ以下で推移をして

いるという状況であります。加えて、２０１９年度はサンマ漁が想定外の不漁だったり、期

待のシシャモ漁も悪天候で例年の半分程度で、数字が間違っていなければ、北海道で初めて

１,０００トンを切ったと、そういうニュースはあったように聞いております。 

これらについては、海水温の問題とかありますけれども、原因は明確ではなく、資源回復

の展望が現状では見えない状況にあって、漁業者の生活不安は高まっていると言います。大

樹漁協もほぼ同様の実態にあって、深刻な事態を迎えつつあるのではないかと思います。 

このような状況が長期間続けば、地域漁業が衰退していくことは明白であり、早期の打開

策確立が急務であります。国、道、町が一体となって実効性のある対策を実施し、前浜に活

気が戻り、漁業者が将来に希望を持って漁業に従事できるようにするため、今何をしなけれ

ばならないのか伺いたいと思います。 

 一つは、実態認識と町としての具体的な対策を考えているのか。 

 二つ目に、国、道との連携をどのように進めていく考えがあるのか。 

 ３点目に、将来に向けた漁場に関連する環境の改善（海洋汚染、漁民の森、流木対策など）。 

 ４番目に、雇用確保を含めた加工事業促進の考え方はあるのか。 

 以上、よろしくお願いします。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 菅議員ご質問の「漁業の活性化に早期の取り組みを」についてお答えをいたします。 

 １点目の「実態認識と町独自の具体的な対策について」でありますが、昨年１１月に町の

大宗漁業である秋サケ定置網漁が終了しており、過去に例のない３年連続の不漁で、大樹漁

協にとって深刻な事態であると認識をしております。 

 ここ１０年間の秋サケの漁獲量を見ますと、平成２６年の１,８８４トンをピークに減り

続けており、平成２９年に３０４トン、３０年は４５７トン、今年度は４７９トンという大

変厳しい結果となっております。 

 町では、この対策として、昨年１２月の定例議会において、秋サケ定置網漁業者が「十勝

釧路管内さけ・ます増殖事業協会」へ負担する会費のうち、不漁による特例措置で上昇した

負担率２％分に対する補助金５１８万円の補正予算をお認めいただき、漁業者の負担軽減を

図ったところであり、新年度についても、今年１１月の秋サケ定置網漁の状況を見て対策を

検討してまいりたいと考えております。 

 また、今年度のシシャモ漁につきましても漁獲量が落ち込み、秋サケ定置網漁の不漁と重

なり、漁業者及び漁業関係者は、先行きに大きな不安を感じているものと思っております。 

 このような状況が続きますと、漁業の担い手が減るなど、町の水産業が衰退していくおそ

れがあり、衰退を防ぐためにも、今、町の水産業の活性化と振興のために、新たな対策を講

じなくてはならないときと認識をしているところであります。 

 新年度予算においては、これまでの既存事業に加え、大樹漁業協同組合等が新規に実施す

る「資源管理と増殖」、「漁業経営の改善」、「流通と消費拡大に向けた取り組み」に対し

て支援する漁業振興事業を新たに予算計上しております。 

 具体的には栽培漁業など、大樹町の海に合う新たな水産資源の調査研究、水産加工品の販

路の拡大などの積極的な取り組みに対し、町がしっかりと支援を行い、さらに事業展開に至

るまで継続して支援することで、町の水産業の活性化を図ってまいりたいと考えています。 

 ２点目の「国と道との連携をどのようにすすめていくか」についてでありますが、ハード

事業では、国及び道において、浜大樹・旭浜、両漁港の施設の再整備や漁船航路の浚渫が行

われているほか、沖合にてタコやツブなどを対象とした魚礁・産卵礁の設置が継続して実施

されているところであります。 

 また、ソフト事業では、道から技術的な指導を受けながら「エゾバイツブ増殖事業」や「ホッ

キガイ増殖事業」、シジミ保存会の活動に対する支援が行われているほか、十勝管内沿岸４

町・３漁協による「マツカワの増殖事業」や「シシャモの調査事業」なども、道と連携して

行われているところであります。 

 今後も、国や道、十勝管内沿岸４町・３漁協が連携を密にし、先進事例や新技術などの情

報収集を行い、新たな事業展開を含めた漁業振興につながる有効な取り組みが推進されるよ
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う、町としても積極的に協力と支援を行っていく考えであります。 

 ３点目の「将来に向けた漁場に関する環境の改善（環境汚染、漁民の森、流木対策）」に

ついてでありますが、環境汚染、流木対策については、毎年行われております十勝圏活性化

推進期成会主催による地域政策懇談会などで、国、道に対し、流木やごみなど海岸漂着物の

迅速な処理、また、河川上流におけるスリットダムの早期建設を要望しているところであり、

今後も継続して要望を行い、国、道と連携して、漁場の環境改善に努めていきたいと考えて

おります。 

 また、平成１７年からは、大樹漁業協同組合主催による漁民の森植樹祭が行われておりま

す。植林は、林地の荒廃と陸から海への砂や土壌の流出を防ぐ重要な役割を果たし、豊かな

漁場の回復に有効であるので、これからもこの活動を関係機関とともに支援をしてまいりま

す。 

 ４点目の「雇用確保を含めた加工事業促進の考えはあるか」でありますが、２００４年に 

大樹漁協のサケ加工施設が完成し、現在では、塩ジャケやイクラ、シシャモ、ツブ、ホッキ

などの加工を行っており、バリエーションも多く、その製品は好評を得ていると伺っており

ます。 

 雇用確保を含めた加工事業の促進については、先ほど申し上げました新規事業の漁業振興

事業により、前浜での栽培漁業など新たな水産物資源の調査研究、販路の拡大が生産加工品

製造などの事業展開の見通しが立った段階には、町が加工場の増設等をさらに支援していく

ことで雇用が広がり、町の水産業全体の活性化につながるものとも考えております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ありがとうございました。 

 繰り返しになるかもしれませんが、私は、大樹町は北海道でも数少ない農業、林業、漁業

が、第一次産業の三本柱が介在して、立派に活動しているというか、頑張っている三本柱が

そろった町であり、そのうちの一つ漁業は町にとって大切な産業でありますので、大樹だけ

ではありませんが、北海道の漁業を町や国、道が一体となって、あらゆる対策を講じて守ら

なければいけないと。それは、今が一番大切な時期だというふうに理解をしているところで

あります。 

町長から考え方については、ほぼ同じだというふうな回答の中で受けとめをしています

が、回答の中に再度対策をどう講じていくのか質問させていただきたいというふうに思いま

す。 

最初に、認識と町独自の対策についてなのですが、まず議論の前に、実態として大樹町に

おける漁業従事者の人口の推移について、どのように把握をしているか、伺いたいと思いま

す。 
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○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 平成２６年の５年前から推移のほうを説明させていただきます。 

平成２６年の漁業従事者は浜大樹で４９名、旭浜で５１名、計１００名でございます。平

成２７年は、浜大樹４９名、旭浜４９名、計９８名でございます。平成２８年は、浜大樹４

８名、旭浜４９名、計９７名でございます。平成２９年は、浜大樹４５名、旭浜で４９名、

計９４名でございます。平成３０年度は、浜大樹で４５名、旭浜で４５名、計９０名でござ

います。 

以上でございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今の答弁で、実態としては従事者の人口の移動が少ないというふうに理解をしました。 

それを受けまして、何点かお聞きしたいと思います。 

最初に、大樹漁業の実態の中で秋サケ漁に関連して伺いたいと思います。今、従事者の数

につきましては大差ない状況がわかったのですが、大樹漁協の漁獲高でありますが、私の理

解としては、秋サケ漁が豊漁期には大樹漁協の漁獲高が１５億円を大きく超えていたように

認識をしているのです。大ざっぱでよろしいのですが、過去大体１０年ぐらいの漁獲高の推

移については把握をしていらっしゃいますか。特に２０１９年度においては現時点でも推定

でどのくらいになるというふうに承知をしていますか。  

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 申し訳ございません。取扱高数量で答えさせていただきます。過去５年となりますが申し

訳ございません。平成２７年で取り扱い数量が１,４１８トン、平成２８年で８０４トン、

平成２９年で３０４トン、平成３０年度で４５７トン、令和元年で４７９トンとなってござ

います。金額につきましては、平成２７年は、７億４０８万３,０００円でございます。平

成２８年につきましては、４億６,８４７万円でございます。平成２９年につきましては、

２億９,５４３万９,０００円でございます。平成３０年度につきましては、２億９,５８３

万８,０００円でございます。令和元年につきましては、２億８,３００万円の見込みでござ

います。 

 以上でございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 これは、秋サケ関係だけですよね。 

二つ目に、町長に伺いたいのですが、今の説明でも平成２７年の７億４００万円ぐらいか

ら、例えば、ことし２０１９年の推定で２億８,０００万円という状況なのですが、ほかに

他の魚種を入れたらもっとあると思うのですが、深刻な事態を迎えており、大樹漁業組合が

安定した経営を維持できる漁獲高、それは秋サケだけではなくてほかの魚種も入れて、最低、

大ざっぱでいいのですが、どのぐらいあることが利益を生むギリギリというか、どのぐらい

だというふうに理解をしていらっしゃいますか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今、秋サケの水揚げ高の推移については説明をしたとおりであります。確かに私も記憶し

ていますが、１５億円程度の漁組の売り上げがあった段階から、今はもう激減しているとい

う状況であります。個別の漁業者に考えていけば、今は何かマグロ関係の補給金みたいな制

度がございまして、それの基金からの補塡があるということで、正直、この漁獲高の減額に

対してみれば、漁業者はある程度の補給金の支給があるということは聞いております。ただ、

売り上げが少ない分、実は組合本体の経営が非常に厳しいという状況があります。 

一概に、このぐらいの水準だというところはなかなか比較もしづらいですし、お答えもし

づらいですが、平成２７年当時にありました漁組の取り扱い金額１１億２,０００万円とい

う金額があるのですが、おおむねそのぐらいが漁組の経営の規模としては望ましいのではな

いかなというふうに、私は今ご質問があったので考えたところです。正確なところについて

は、正直、漁業協同組合のほうに聞かないとわからないということについては、ご理解くだ

さい。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ただ、１５億円のときは多分、漁業組合も経営が黒字でいろいろな基金を持って運営して

いたと思うのですが、現状でいうと非常に厳しくて、ひょっとしたら赤字経営に陥っている

のかなというふうに推測せざるを得ない状況にあると思っています。 

今、町長のほうからもお話がありましたが、秋サケだけでなくて、例えばシシャモ、毛ガ

ニなどのその他の漁獲量が回復するなりしていかないと、漁業協同組合の経営だけでなく、

漁業者の生活も成り立たないのではないかというふうに考えています。 

それで、冒頭申し上げましたように、やはり大樹の大切な産業であり、町を挙げて守り抜

かなければならないというふうに考えているところであります。ここは、大樹の大切な産業

で、町を挙げて守り抜かなければならないという考えは、私は個人的には強く持っているの

ですが、再度、町長に同じ考えでいいということでよろしいですか。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 前段の答弁でも説明をさせていただきましたが、農業、林業、漁業、いずれも大樹町の基

幹産業でありますので、どれを欠くわけにもいかないというふうに思っております。両港も

含めて前浜で従事する漁業者の今後の漁業活動をどうやって振興していくかというところ

は、町の重要な取り組みの一つであるというふうに認識をしておりますので、今後も前浜の

漁師たちが前浜で安心して生活していけるような、そういう漁業を確立していくことが大樹

町の使命であるというふうに思っております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 了解をしました。 

 それから、次に、今年不漁になる特例措置で上昇した負担率の２％、５１８万円を補助金

として助成したのですが、町長の回答の中でありましたように、あってはいけないと思うの

ですが、新年度も定置網漁の状況によっては対策を検討したいというのであれば、今年もそ

の場合には補正で対応するという考えでよろしいですか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今年度、上昇した２％の負担分について補正予算をお認めいただいたときにもご説明を申

し上げたというふうに思いますが、新年度においても漁獲の状況に応じて、そういう同様の

事例が出れば補助をしていきたいなというふうに思っておりまして、そのときは改めて予算

化も含めて検討したいなというふうに思っております。 

管内の状況では、当初予算で計上しているというところもあろうかと思いますが、私ども

は状況を見ながら対応していきたいという方針でおります。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 次に、シシャモの漁についてお伺いをしたいというふうに思います。 

 シシャモ漁も大樹の町にとっては非常に貴重な資源であり、大切な魚種だというふうに理

解をしているところであります。それが、かつてない全道的には非常に落ち込んだという状

況ですが、聞くところによると、たまたま大樹は落ち込みが、他に比べてそれほど大きくな

かったということですが、大樹で漁獲され水揚げされたシシャモが、先ほど回答にもあった

地元の加工処理もされているのですが、町外へ生のままで買い取られる量が多いというふう

に聞いているのですが、これはそういう実態なのか。町で加工処理される分と、町外に向け
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て販売される分の比率なんかわかるのであれば、教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 シシャモも大樹にとって貴重な資源ではありますが、申しわけありません、ちょっと手持

ちの資料でも取り扱い数量はわかりますが、町外に行っている部分とか加工に回っている部

分というのは、今資料がございませんので、後ほど漁業協同組合のほうにも確認した上で資

料を提出させていただきます。よろしくお願いします。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 わかりました。なぜそのことを聞いたかというと、私個人的には、できれば大樹で水揚げ

されたシシャモを地元で加工して、地元で販売できることが一番望ましいのではないかとい

うふうに思っています。そのことが大樹の漁業者の収入も増えるし、加工の労働力確保、そ

れからいろいろな面でメリットがあるというふうに思っていますので、その対応につきまし

ては、また歩きながら議論をさせていただきたいと思っています。 

 次に、町の具体的な対策として、今年度、漁業組合が考えているいろいろな事業に対して

予算計上したということでありますので、漁協が新規に実施する栽培事業で、新たな水産資

源の調査研究、水産加工品の販路拡大の支援をするということで、具体的な内容と支援する

ために計上した予算について伺います。 

○議   長 

 佐藤農林水産課長。 

○佐藤農林水産課長 

 ご説明いたします。 

 令和２年度に予定しております漁業振興事業でございますけれども、こちらのほうは、三

つの事業に分けておりまして、資源管理、資源増殖事業、こちらのほうは水産資源の適切な

維持管理と持続的利用の確保を目的とした取り組みとして種苗生産、放流育成の場を確保す

るための取り組みなどを想定してございます。 

 ２番目の漁業経営改善事業でございますが、こちらのほうは効率的かつ安定的な経営を目

指し、コスト削減を通じて経営改善を目的とした取り組みでございます。こちらのほうは、

新たな技術の導入、協業化、共同経営方式の導入などを、また省エネルギー化によるコスト

の削減を想定してございます。 

 ３番目に、流通消費拡大事業として、付加価値向上や適正な産地価格の形成を目的とした

取り組みでございまして、新たな流通への取り組み、販路開拓、拡大、ネット販売など消費

者への積極的食育啓発、ブランド化などをするとともに、産地における品質管理、高鮮度流

通など、冷却装置の活用などにつきましてＩＴを導入した処理機能の合理化を想定している
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ところでございます。 

より詳しく申しますと、資源管理、資源増殖事業につきましては、ホッキガイの桁網漁に

混ざる高級貝の資源管理、資源増殖の取り組みを想定してございます。漁業経営改善事業と

しましては、旭浜漁港での養殖事業の可能性を調査研究、検討するものでございます。３番

目の流通消費拡大時業では、ホッキのブランド化など市場単価の向上につながる取り組みを

検討しているところでございます。 

いずれにしましても、漁協が取り組む内容でございますので、漁協と協議しながら事業を

進めてまいりたいと思っております。 

金額につきましては、研究機関との打ち合わせなどで１７万円、市場調査で１０万円、調

査研究用資材購入費で３７万円、研究費、人件費で３００万円、調査用の機材借り入れで３

６万円、計４００万円のうち２分の１を補助する予定でございます。 

以上でございます。  

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 とりあえず、今年度の分はわかりました。今後、この活動に対する支援については、ぜひ

先ほど町長からもありましたように、支援していくということですから、次年度以降も、そ

の支援をより一歩前に向いた形でぜひお願いをしたいというふうにして、今後の議論にした

いと思っています。 

 それから、国、道の連携なのですが、これが非常に大事な分ですが、これは町の考えだけ

ではいかないので、ここは町長が、回答にもありましたように、十勝４町・３漁協と一体と

なって力強い要請活動をぜひお願いしたいということで、具体的な内容についても今後の議

論にしたいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 それから、漁場の環境の関係の中で、例えば十勝圏活性化推進期成会主催の地域政策懇談

会で国や道に対して流木やごみ等の海岸漂着物の迅速な処理、河川上流におけるスリットダ

ムの建設をお願いしていると。このことはお願いしていると承知しているのですが、なかな

か前に行かないというのが実態であります。これは議論をしていると時間がかかりますの

で、十勝でも、昨年、令和元年度に１基か２基できたという情報もありますので、漁協と相

談をして、大樹町の荒れる河川の流木対策にぜひ前向きに取り組んでいただきたいというこ

とはお願いをしておきたいと思っています。 

 それと、最後に、加工品の販路拡大については、僕が先ほど言いました、シシャモの加工

品を道外に販路を拡大することをぜひ視野に入れるべきではないかというふうに思ってい

るのですが、これは漁組や漁業者の考え方もあると思いますが、そのことが加工して付加価

値をつけて販売することが大切でないかというふうに思っています。町長、そのことについ

て漁組と意思疎通を図りながら対応していくという考え方はおありでしょうか。 
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○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 前浜でとれた海産物を加工して組合の事業として物販するということ、それが組合の経営

にも大きく貢献をするというふうに思っていますし、何よりも雇用の面で漁業者の収入にな

るというところも含めて、重要な役割があるというふうに思っております。販路については、

十勝管内のシシャモの協議会が千歳空港などで試食も含めてＰＲ活動を行っておりますし、

管内の秋サケの団体が札幌駅で毎年販売のＰＲも含めて行っているということもあります

ので、道内道外を問わず、これからもあらゆる機会を通じて大樹の前浜でとれる魚介の消費

拡大に向けて取り組んでいきたいなというふうには思っております。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 最後と言いましたが、環境問題でお願いだけ、今日はさせていただきたいと思います。海

洋汚染が深刻な状態にあるというふうに言われています。ここは、言うまでもありませんが、

その原因をつくっているのは人間社会であるというふうに思います。大きなことを言うわけ

ではありませんが、地球上に住んでいる人間一人一人が同じ考えで対応すれば、ここは少し

ずつでも改善がされる事案だというふうに思っています。それは、誰もが思っていることだ

というふうに思いますが、なかなか進まないのが実態であります。 

大樹の前浜を汚さない、それから大樹の川を汚さない、こういう取り組みを町として少し

ずつでも住民に呼びかけて対応していくことが僕は大事でないかというふうに思います。地

球規模で話題になっているプラスチックごみの問題等々含めて、それを我が大樹町の住民

が、それを放置しない、海に流れていくのだからいいというような考えで、川とか海に遊び

に行って捨てないという、そういう小さなことからでもここは取り組んでいくことが今後の

一つの課題でないかというふうに思います。 

 最後に蛇足ですけれども、このピンチをできる限り迅速な対応でチャンスに変えていくこ

とが大樹の貴重な産業である漁業を守ることになるのだということを全体で理解をしてい

くことが大事でないかというふうに思います。 

 お願いなのですが、ここでやめるためには、これ以上深く話しませんが、ぜひ一つは検討

していただきたいのは、この漁業問題を考えていく町民というか、対策協議会なんかをつ

くっていくことも一つの方法でないかと思います。過去には農業問題で農畜産物の自由化反

対行動、そしてＴＰＰの問題等では町が先頭に立って町民ぐるみの取り組みをしてきた経緯

があると思います。そこまでいかないにしても、町民が関心を持って大樹の産業を守るとい

うことに取り組めるような体制をつくっていただければなということを申し上げて、背中が

だんだん早くやめろというふうに感じますので、終わりたいと思います。 

 ぜひお願い分はよろしく検討していただきたいということで、質問を終わります。 



 

－ 43 － 

○議   長 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 さきに通告いたしました「小中学校のプログラミング教育と学校運営の今後の考え方につ

いて」町長及び教育長にお伺いをいたします。 

 少子高齢化・グローバル化・高度情報通信技術の進展等、社会が急速に変化する中で、教

育環境にも影響が出てきています。「学習指導要領」の改正は約１０年ごとに行われており、

２０２０年、ついに小学校でもプログラミング教育が必修化されます。その現状と課題対応

についてお伺いしたいのと、少子化に伴う学校運営（教員配置・地域連携教育）の今後の考

え方について、まず７点ほどお伺いいたします。 

 １番ですけれども、今後５年間（令和２年から令和６年度）の小学校の入学予定者数につ

いてお願いをいたします。 

 ２点目ですけれども、小学校のプログラミング教育のＡ分類・Ｂ分類・そしてＣ分類、最

近になりまして一部改正も出ましたので、それについての詳細をお聞きいたします。 

 ３点目ですけれども、文部科学省の計画では、令和５年度に１人１台の端末整備（ＰＣタ

ブレット）を実現することとしているが、町の考えはどうなのか、取り組みについてお伺い

いたします。 

 ４点目ですけれども、児童生徒１人１台の端末整備の考えから、高速大容量の通信ネット

ワークを一体化整備する「ＧＩＧＡスクール構想」の実施を考えているのかお伺いをいたし

ます。 

 ５点目ですけれども、教員の「働き方改革」の一つに施行日を令和３年４月とした１年単

位の変形労働時間制に関する労働基準法の規定が適用されるが、大樹町の考えはどうなのか

お伺いいたします。 

 ６点目ですけれども、今後、入学予定者数から小学校低学年（１・２年生）の教員配置、

現行基準がありますが、町独自の基準設定の考えと、特別支援教育支援員の小学校７名、中

学校１名の実現についてお伺いしたいと思います。 

 最後に、平成２４年度から道教委の「学校力向上に関する総合実践事業」で大樹小学校は

指定校に指定され、平成２３年の加配１名を含めた教員４名、事務職１名が加配配置されて

います。次年度からは広域化指定校から広域化になるため、総合事業が変更されるのですけ
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れども、それに伴う教員配置数、学習指導、地域連携教育等へのメリット、デメリットにつ

いてお伺いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

齊藤議員ご質問の「小中学校のプログラミング教育と学校運営の今後の考え方について」

お答えいたします。 

１点目の「今後５年間の小学校の入学予定数」ですが、出生児数などから、令和２年度の

新一年生は４３名、３年度は３８名、４年度は４５名、５年度は４１名、６年度は３３名を

見込んでおります。 

 ２点目の「小学校のプログラミング教育の分類の詳細」ですが、Ａ分類・Ｂ分類は学習指

導要領に例示されているかいないかの違いはありますが、どちらも学習指導要領で示されて

いる各教科等の内容を指導する中で、プログラミング的思考を育むことや、情報社会がコン

ピューター等の情報技術によって支えられていることなどに気づくことができるようにす

るとともに、コンピューター等を上手に活用して身近な問題を解決するなど、各教科等での

学びをより確実なものにするための学習活動であります。 

一方のＣ分類では、各教科等に位置づけているものではなく、創意工夫によりさまざまな

取り組みを実現する学習活動であると認識しております。 

 ３点目、４点目の「端末整備の実現に向けた町の取り組み」及び「高速大容量の通信ネッ

トワークＧＩＧＡスクール構想実施の考え」ですが、昨年１２月に公表されたＰＩＳＡ（ピ

サ）２０１８では、日本の科学的リテラシー、数学的思考力は、国際的にトップクラスです

が、読解力については、平均得点・順位が前回調査から低下しました。その要因の一つとし

て、今回の読解力調査では、コンピューター使用型調査用に開発された新規問題が多く、こ

れまでの「読解力」に加え、「情報活用能力」も求められる問題であったことも挙げられて

おります。児童生徒１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること

により、新しい時代の教育に必要な子供たち一人一人の個別最適化と、想像力性を育む教育

に貢献することができます。 

 活用例として、例えば一人一人の考えをお互いにリアルタイムで共有し、双方向で意見交

換する協働的な学びや、遠隔教育の例として入院中の子供と教室をつないだ学びなど、学習

機会の確保が可能となります。 

 また、デジタル教科書の本格的な導入の時代が間もなくやってきますので、ＧＩＧＡス

クール構想の整備を急ぐ必要があります。 

 Ｓｏｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５.０という新しい時代を見据え、大樹町の子供たちにとっ

て、よりよい教育環境を実現するため、今後「１人１台端末環境」は、必要不可欠なもので

あると考えております。 
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 ５点目の「教員の１年単位の変形労働時間制に関する労働基準法の規定における町の考え

方」ですが、国の制度改正に伴い、令和３年４月１日施行に間に合うよう、教育委員会規則

を改正する考えでございます。 

 教員の長時間勤務解消のためには、勤務時間管理の徹底と勤務時間を意識した働き方の推

進などの取り組みが必要であり、長期休業期間中における学校閉庁日の設定や、休憩時間の

確保を含めた適切な勤務時間の割り振り、変形労働時間制などの制度が有効であり、今後も

教員の適正な勤務管理が徹底されるよう、職場環境づくりに努めていきたいと考えておりま

す。 

 ６点目の「小学校低学年の教員配置基準と町独自の基準設定の考えと特別支援教育支援員

の考え方」について、最初に教員配置基準ですが、学級編制及び教員定数は、法律に基づき

教員の任命権者である北海道教育委員会が基準を定めています。この基準では、小学校第１

学年と第２学年及び中学校の第１学年は特例で「少人数学級実践研究事業」に基づき、１月

級３５人の児童生徒による学級編制となるもので、３５人は１学級の上限人数ですので、こ

れを１人でも上回れば２学級になります。学級数が増えれば教員も増員されますが、逆に学

級数が減ると教員数も減り、１学級の児童・生徒数が極端に増え、過密な状況になってしま

います。 

 今後、この配置基準の見直しを行わなければ、出生児の減少及び転出などにより２学級を

維持することが困難なことが予想されます。また、令和２年度から小学校の新学習指導要領

が全面実施となり、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善が求められておりま

す。きめ細やかな指導の充実を図るため、特別支援教育支援員の拡充とともに、他の市町村

で既に実施している町費負担による教員を採用するなどの取り組みを早急に検討していか

なければならない、まさに待ったなしの状況であるとの強い危機感を持っております。 

 ７点目の「学校力向上に関する総合実践事業メリット・デメリット」ですが、大樹小学校

では道内７市町とともに平成２４年度に「実践指定校」の指定を受け、連携校の大樹中学校

とともに、先進事例を十分踏まえた包括的な学校改善と実践的な校内研修を行い、学校の総

合力を高める取り組みを行ってきましたが、従来の制度が変更され、「学校指定」が令和２

年度で終了し、今後は「地域指定」に移行されます。大樹小学校では、引き続き指定を受け

るべく広尾小学校、豊似小学校との「連携型」の指定校を目指し、現在、協議を進めており

ます。本日、内定の通知が届いております。 

 今後、指定を受けるに当たって、教育活動の質を高める取り組みや若手教員の指導力の向

上、組織的な教育力の向上などが期待できますが、加配教員の役割の明確化・効果的な活用

方法の確立とともに、加配教員に頼らない学校力の向上・人材育成につながる取り組みが今

後の課題であると考えております。 

 広域化のメリットは、他町との連携により指導主事の助言を含めた学ぶ機会の増加が挙げ

られます。 

 デメリットは、現在配置されている加配教員を大幅に削減し、道教委が小学校３年生・４
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年生までに拡大しようとしている３５人学級へ回される見込みです。 

 そのため、大樹・広尾で学校力の向上にかかわる加配教員がたった１名になってしまうこ

とが一番の大きな痛手でございます。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 教育長に引き続き、３点目の「端末整備の実現」と４点目の「ＧＩＧＡスクール構想の実

施」についてお答えをいたします。 

 ただいま、教育長からも答弁があったとおり、１人１台の学習用端末の整備と高速大容量

の通信ネットワークの整備は、大樹町の子供たちにとっても必要不可欠であると考えており

ます。 

 高速大容量の通信ネットワークの整備における財政措置については、国庫補助金が５０％

交付されること、残りの５０％については、交付税措置のある学校教育施設等整備事業債及

び財源対策債を借り入れることにしており、一般財源は事業費の２０％程度となるものであ

ります。 

 端末の整備における財政措置については、１台当たり４万５,０００円を上限とした定額

の補助制度があるため、同制度を活用して導入したいと考えております。 

 国が求める「ＧＩＧＡスクール構想」を大樹町でも実現するために、補助事業等を活用し

ながら、積極的に進めてまいりたいと考えています。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それでは、まず最初に、教員の働き方改革についてお聞きしますけれども、教員の１単位

の変形労働時間制に関する労働基準法の制定にかかる町の考えですけれども、答弁の中から

変形労働時間制の制度は有効であり、今後も教員の適正な勤務管理が徹底されるよう職場環

境づくりに努めていきたいと考えている内容から、令和３年の施行に合わせて、これは地方

公共団体においては、条例や規則等の制定が必要となるのですけれども、積極的に取り組ん

で導入を考えているという考えでよろしいのでしょうか。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 在校時間等の上限時間数についてでございますけれども、任命権者であります北海道が条

例を改正し、道教委が教育委員会規則を改正し、それを受けまして服務監督者である各市町

村教育委員会において規則を定めるよう文部科学省から求められていることから、現在、教

育委員会の規則を改正する方向で検討しているところでございます。 

 以上でございます。 
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○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今、行政ではそういう形で条例を改正しながら規則をただしていくのはわかるのですけれ

ども、もう一つ気になっているのは、今現在取り組みの中で、これも働き方改革の一つと考

えますけれども、昨年１月に発足したＣＳ（コミュニティ・スクール）の関係ですけれども、

これもコーディネーターを中心に地域、学校、運営協議会が地域で育てる協働活動の観点か

ら、それぞれの地域の方々で得意分野とか技能分野で、例えば書写だとか家庭科のミシン、

裁縫、それと体力テスト、冬期の体育の授業等を取り組んでいるのですけれども、これらの

取り組みによって教員の働き方改革に反映されているのか。 

どうも見ていても、教員側の評価反応が希薄状態に見えるのですよね。もう少しお互いに

風通しよくいかないと、規則はやるけれども地域でコミュニティー事業、地域の方が絡んで

いるのですけれども、その辺がなかなか見えてこないのですけれども、もう少し何とか教員

側の評価反応が欲しいのですけれども、その辺の考え方についてお聞きしたいと思います。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 本年度、専門的な学部講師に教えていただきまして質の高い教育活動の提供等コミュニ

ティ・スクールには大きな成果があったものというふうに思っておりますけれど、学校運営

協議会が昨年立ち上がったばかりということもありますので、この取り組みを徐々に教職員

にも浸透を図っていき、地域とともにある学校づくり、町民総ぐるみの教育を通して教員の

働き方改革につなげていきたいというふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、そうしていただかないと、一生懸命地域の方が学校に出向いてやっているのですけ

れども、これが少しでも先生方が児童生徒に向き合う時間が増えるのであれば大きな成果が

あると思うのですね。それが一番大前提だと思うので、その辺ひとつよろしくお願いしたい

のと、あと、高校も今年の春から学校運営協議会を立ち上げて４月からは小中高連携の運営

協議会がスタートするので、そういうことも今後は楽しみにしたいなと思っております。 

 次に、端末機の導入についてお伺いしたいのですけれども、答弁から大樹町の子供たちに

とってよりよい教育環境を実現するため、今後１人１台の端末環境は必要不可欠なものであ

ると、そういった内容の答弁をいただきました。 

 それで、平成３０年度に中学校の事業費１,０８０万円で４７台、令和元年度に小学校で

事業費１,６３９万円、３３台を議会で議決したのですけれども、残りの端末台数、これは
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平成３１年度の当初の児童数からいくと、普通学級、支援学級を含め小学校では４月時点で

２７６名、中学校では１２４名の状況から、これを令和元年度までに全てタブレットを１台

ずつそろえる計画なのか、またその財源についてお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 まず、端末整備でございますけれども、ＧＩＧＡスクール構想の事業に乗りまして整備を

図っていきたいというふうに考えています。なお、整備に当たりましては、年次計画を策定

しまして、４カ年で一巡するような計画を立てまして、端末整備を図っていきたいというふ

うに思っております。 

具体的には、令和２年度には小学校５年生と６年生、そして中学校１年生、令和３年度に

は中学校２年生と中学校３年生、令和４年度には小学校３年生と４年生、そして令和５年度

には小学校１年生と２年生の整備を進めるべく、今計画をしているところでございます。 

以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。要するに、令和５年度には全てそろえるということなのですけれども、今

財源のことのご説明がなかったので、後でまた聞きます。 

 それで、端末整備の実現とプログラミング教育に向けてのＧＩＧＡスクール構想について

ですけれども、高速大容量の通信ネットワークは、国の財源措置は令和元年度と令和２年度

の２カ年の財源措置しかないと聞いております。国は大体１校当たり１,５００万円程度と

見込んでいるのですけれども、これは先ほど、町長は必要だということなのですけれども、

大樹町の小中学校で整備するとどの程度の事業費になるのか、ちょっとその辺聞きたいので

すけれども。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 今現在、業者の見積もり等々の内容でございますけれども、ネットワークにつきましては、

校内ＬＡＮ整備と、あと電源キャビネットの工事を合わせた小学校、中学校の２校の合計で

約５,３００万円ほど見込んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 そうですよね。事業費が双方でやるとしたら５,３００万円ほどかかるのですけれども、
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先ほど町長の答弁の内容から、国庫補助金で５０％の交付がされ、残りの５０％については

交付税措置でやる学校教育施設等の整備事業債とか財源対策債の借り入れることとしてい

るということなので、一般財源では事業費の約２０％になるという内容から、この５,３０

０万円は具体的にどれぐらいの金額数字になるのか、もし数字が出ましたらお願いいたしま

す。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

 

○瀬尾学校教育課長 

 今現在、国から内示を受けておりませんので、先ほど言った事業費の全額が補助事業の対

象になると仮定しますと、一般財源は約１,０６０万円ほどのものになるというふうに見込

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 一般財源で１,０６０万円になるのですけれども、一度全部払って、それから交付税措置

を受けるということで、結構大きな金額になるのですよね。 

それで、令和５年度に向けて、国は小学校でのプログラミング教育の必修化に向けて端末

の整備、ＧＩＧＡスクール構想のハード面の整備ですが、今のところプログラミング教育は

学習指導要領ではまだ具体的な学年、授業内容に関して明確に、この内容でと決められてい

ない状況の中で、令和２年度までに整備をするのかについてお聞きをします。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 このＧＩＧＡスクールの関係でございますけれども、ネットワークの整備につきまして

は、令和元年度の補正予算におきまして国のほうで全校分の所要額を計上しております。こ

の令和元年度中に交付決定ができない場合は、令和２年度の事業として繰り越され、実施さ

れます。このため、令和３年度以降の実施を計画している場合は、補助金の対象になりませ

んので、令和２年度までに整備を行いたいというふうに、今現在考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 令和元年度までには、国は子供１人１台をそろえたいというのですけれども、中身はまだ
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何も決まっていないのですね。多分、学年も現場の先生が大変な苦労をされて、今何をやっ

ていいかわからない状況の中で、本当に５,３００万円も投資して進めていくことが本当に

大事なのかなと思っております。 

 それで、財源措置なのですけれども、これは令和元年度と令和２年度の２年間のみの中な

のですよ。今これからやろうとしているのですけれども、現時点では、実施に当たり令和２

年度の予算の計上になると思うのですよ。例えば直近で、すぐヒアリングでオーケーをとっ

て、令和元年度の予算措置されるのであれば、多分、今３月中に補正措置がされて、恐らく

繰越明許費で取り扱いになるのかなと予想しているのですけれども、現段階では令和２年度

の当初予算になると思うのですけれども、しかし令和２年度の当初予算には盛り込まれてい

ないのですね。こういったお金が５,０００万円もかかるという中で。多分これは庁舎と一

緒で、後からの追加補正予算になると思うのですけれども、なぜ当初予算額に盛り込んでい

かないのか。それについてお聞きしたいです。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 国が、想定している中規模校の事業費というのが１,５００万円というふうになってござ

います。大樹町の今の見込みの事業費ですが、１校当たり２,０００万円を超えている状態

でございまして、国の想定する事業費を超えた自治体は、国のヒアリングを受けてその後、

国から内定を受けることになりますが、まだそのヒアリングが未定のため、事業費を確定す

ることができないことから、当初予算計上は見合わせて、事業費確定後、令和２年度の見込

みでございますけれども、補正予算にご提案させていただきたいというふうに考えていま

す。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。ということは、来週から特別委員会を開催するのですけれども、予算は議

決されるかどうかわかりませんけれども、それプラス今回のＧＩＧＡスクール構想の予算

と、もう一つ気になっているのは、先ほど言った庁舎の関係も、結構ボリュームが膨らむと

思うのです。 

 それで、先ほど具体的に事業費が約５,３００万円かかるのだよという説明があったので

すけれども、しかし、それだけでは終わらないのですよ、この事業は。端末機導入に対して

は先ほど町長から答弁ありましたように１台当たりの４万５,０００円を上限とした定額補

助なのですよね。４万５,０００円以上を超えた分の差額分は自分たちで払わなければなら

ないと思うのですけれども、それにプラス、導入に伴う設定料、セキュリティー、そのサポー

ト業務、ソフト、購入、管理等の経費が多分相当かかるのです。それと、端末機ですから、
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５年から７年使ったら更新していかなければならない。その更新経費は、多分今のところは

国の財政は何もないので、今のところは自治体負担になると思うのですけれども、これらの

費用もちゃんと積算しているのかどうかをお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 瀬尾学校教育課長。 

○瀬尾学校教育課長 

 今現在、設定料やセキュリティー、そしてソフトやサポート料など、まだ業者と十分に打

ち合わせをしておりませんけれども、本年度、令和元年度に小学校にタブレットを３３台導

入しております。そのときの設計では、ソフト関係で１台当たり約７万円、そして設定料に

ついては約２万円程かかっておりますので、今回導入するに当たって、同等の経費がかかる

ものであるというふうに見込んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ということは、例えば今説明の中で、ソフトに１台７万円、設定料に２万円、そうしたら

今の説明でいくと１台当たり９万円かかるのですよね。それで、今後５年間の間に全部そろ

えるとしたら、最低でも２００や２５０台、支援の子供まで入れると恐らく約３００台のパ

ソコンが必要となるのですけれども、単純に計算して９万円で２００台そろえても約１,８

００万円、３００台で２,７００万円という数字になるのですよ。これは、到底自治体では

賄い切れないと思うのです。 

それで、町長にお伺いしたいのは、今言いました自治体では到底賄う数字ではないのです

よ、これは。そういう厳しい状況から、町長がやりたいというのはわかるのですけれども、

町長には今後そういうことを含めて、町村会、道教委、文科省、国、道に働きかける要請と

か運動が必要でないかと思うのですけれども、それについて町長、どうでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 今回のＧＩＧＡスクール、またはパソコン、タブレットを子供たち全員に平成５年までに

環境を整えるという国の方針に基づいて大樹町も今計画的な導入を図っていこうというと

ころで取り組みをスタートしているところでもあります。 

実は私、日本教育再生首長会議という会議に加盟を昨年いたしました。その会議の中には、

福島県の相馬市立谷市長、または栃木県大田原市の津久井市長も加盟をしておりまして、教

育の関係で非常にいいから、町長もというお誘いも受けて入ったところです。 

 昨年１２月に萩生田文部科学大臣の講演、またはその後の懇談会がございました。その中

で、出席をしている参加をしている首長のほうから今まさに議員がご指摘の部分、４万５,
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０００円まで価格を下げた端末を国がいろいろな教育できるメーカーに相談をしてやった

ということについては評価をすると。ただ、議員がおっしゃるとおり、ソフトの部分、また

は機械なのだから入れても５年か７年後には更新しなければならないと、そういうところを

問題提起された首長もいらっしゃいますし、その会議の中で総意として文部科学大臣のほう

に５年後の更新に当たっても国がしかるべき財源を確保して対応してほしいという申し出

をもう既にその会議の中で行っておりますので、あらゆる場面を通じて、必要な部分につい

てはオール十勝で、オール北海道で、そしてその会議の中でも、今後の財源確保も含めて要

請をしていくことは必要だなというふうに強く思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひ、酒森町長にはそれについてはしっかりとやっていただきたいと思います。 

これまではちょっとハードの面についてお話ししたのですけれども、これからはちょっと

ソフトの面でお話ししたいと思います。 

小学校の低学年の教員配置基準ですけれども、教育長の答弁から小学校は令和２年には４

３名からスタートして令和６年には３３名の入学予定者数で、これは出入りがありますの

で、そうすると、先ほど答弁ありました数字というのは、普通学級と支援教育学級を含めた

予定数と理解してよろしいでしょうか。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 はい、そのとおりです。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

そうしますと、今の段階でも、予定者数の約１２％から１７％ぐらいは特別支援学級を希

望する親が多いのですね。ということは、今の定数で単純に掛けていきますと、本当に３５

人学級を維持するのは厳しい状況だと思います。 

そういったことからも、補助金を見据えた端末機だとかＧＩＧＡスクール構想のハード整

備もいいのですけれども、答弁からも令和２年度から新学習指導要領が全面実施され、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業の改善が求められると。特に、特別支援学級の拡

充とともに、他の市町村で既に実施している町費負担による教員を採用することなど、取り

組みは早急に検討しなければならない。また、学力向上に関する総合実践事業も令和３年度

から地域指定の移行に伴い、加配教員が１名になることから、なかなかそういったことの中

で学習指導要領等の内容からも、学校現場、教育行政のこれは本音だと、町長の答弁からも

推察いたします。 
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やっぱり町独自の教員配置基準制の取り組みを検討し、パソコンもいいのですけれども、

生徒対パソコン、ＩＴ、人工機能では得られない、例えば人と人、教員と児童生徒のつなが

りのある生きた生のプログラミング教育、子供によっては一人一人得意分野も知性も能力も

生活環境も違いますので、そういった合ったプログラミング教育が大前提と考えるのですけ

れども、教育長はぜひ、まさに大変な時期に来ていると、すぐやりたいという表現を私は受

けているのですけれども、その辺は、町長はどのように考えているのかお聞きしたいのです

けれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 令和２年度の予算協議の中で、これからのこういう方向が出てくるのでこういう対応をし

ていかなければならないということは、教育委員会、教育長のほうからも話があったところ

です。令和２年度に向けて、また年度が変わりまして各それぞれのところと私どものほうで

事業協議を進めてまいりますので、実際に町費負担による教員を採用していくということが

想定されるのであれば、テクニカルのところも含めて、または人材を確保していくという方

法も含めて、どういうことをやっていくかというのは、早い段階から検討して支障のないよ

うにやっていかなければならないなというふうには思っております。 

 ただ、ちょっと懸念されるのは、こういうご時世でありますので、マンパワーを確保する

というのはあらゆる分野で非常に困難を生じる、または学校現場で一斉にこういう形が進む

となると、そういう資格を持った方の奪い合いのようなところも出てきますので、そういう

ところも、どういうふうに対応していくかというところもありますし、私どもが今小学校に

配置しております支援員の扱いについてもどう考えていくかというところも含めて検討が

必要だなというふうに思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 やっぱり奪い合いなのです。人がいないというのは確かです。ただ、うちは支援員もいま

すので、支援員というのは、資格免許は持っているのですよね。ただ、採用試験が受からな

いので、それは町として拾ってあげる、優秀な先生を拾ってあげる。そこで頑張ってもらう

と。その間で何とか採用試験を受けると。受けて、十勝に行くというのも、それで育ててや

るのもいいことだし、その先生が将来的にもう一回大樹町で教壇に立ちたい、管理職で来た

いとなれば、これは大歓迎だと思うのですよ。そういった人づくりも大変必要だと思うので

すけれども。 

町政の政策施策、または教育行政の政策施策は、第一はやっぱり各種の支援や補助といっ

た目立たないソフト面の充実が大前提だと思うのですね、私は。それに伴い利便性とか効率

性のうえから上物といった建物のハード面を整備していくことが一番の基本だと思ってい
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るのですけれども、こういった現在少子化に伴う出生数の現行からも、３５人の１学級と、

たった一人増えたことによって１８人の２学級といったことを考えると、児童の公平性から

も少人数学級の実現に向けて町独自の設定基準を予算すべきだと。今年度の令和２年度は無

理なので、何とか令和３年度に向けて、多分令和３年度も危ない状況です。これがたまたま

父兄の移動とかそういった中で、親の都合、社会の都合で１学級、２学級になるというのは、

やっぱり子供にとってはかわいそうなのですよね。ですので、その辺は令和３年度に向けて

きちんと協議していただいて、予算すべきだと思うのですけれども、最後にそれをお願いい

たします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 先ほど、これから事業協議の中でどういう方策を打っていくかというところを検討してい

くということは、答弁させていただきました。その先に、必要な部分があれば当然そういう

形をやっていくための予算を確保していくということが出てくると思いますので、新年度か

らそういう取り組みについてはスタートをしていきたいなというふうに思っておりますし、

まずは来週から行われます令和２年度の予算をお認めいただいた上で、事業協議に臨んでい

きたいなというふうに思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 わかりました。やっぱりこれからは内容の充実した、まだ文科省は定まっていないのです

けれども、せっかくハード面で整備しますので、できればですが、大樹町独自のプログラミ

ング教育というのもある程度はつくっていくのもいいのではないかと思うのです。そうする

ことによって、少人数、習熟度別による丁寧な指導が充実されると思うのですよね。先生の

配置も含めて。そういった低学年の独自の基準を適用して、徹底した基礎学力の定着とみず

からの力で切り開いていく力をぜひ子供たちに養っていただきたいなと、それと、将来的に

は、先ほど言いましたけれども、高校も４月から運営協議会が発足しますので、幼小中高の

連携教育のさらなる発展が、おらが地域、おらが南十勝とか、おらが町、おらが大樹、そう

いった自信の持てる児童生徒の育成、人づくりに今後も町長、教育長に期待いたしまして、

一般質問を終わります。 

○議   長 

 以上をもって、一般質問を終了いたします。 

本日の日程は、これで全て終了いたしました。 
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◎休会の議決 

○議   長 

 お諮りします。 

 議事運営の都合により、３月６日は休会にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、３月６日は休会とすることに決しました。 

     

◎散会の宣告 

○議   長 

 以上をもって、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 

散会 午後 ２時５４分 
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令和２年第１回大樹町議会定例会会議録（第３号） 

 

令和２年３月１３日（金曜日）午前１０時００分開議 

 

○議事日程 

 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 行政報告 

 第 ３ 予算審査特別委員会報告 

 第 ４ 議案第 ２２号 令和２年度大樹町一般会計予算について 

 第 ５ 議案第 ２３号 令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 

予算について 

 第 ６ 議案第 ２４号 令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算について 

第 ７ 議案第 ２５号 令和２年度大樹町介護保険特別会計予算について 

第 ８ 議案第 ２６号 令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計予算について 

第 ９ 議案第 ２７号 令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計予算について 
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開議 午前１０時００分 

 

    ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ５番 村 瀨 博 志 君 

 ６番 船 戸 健 二 君 

 ７番 松 本 敏 光 君 

を指名いたします。 

 

◎日程第２ 行政報告について 

○議   長 

 日程第２ 行政報告について、理事者より、先日の大雪や融雪による被害状況等の報告に

ついての発言を求められておりますので、これを許します。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 それでは、今議会開会中の３月５日から６日にかけて発生いたしました発達した低気圧に

よる被害状況について、ご報告を申し上げます。 

 気象状況の悪化による被害状況ですが、３月５日から６日にかけて発達した低気圧によ

り、近年にない降雪となり、６９センチメートルの降雪量となりました。この降雪により、

農業被害が発生し、記載のとおりとなっております。被害に遭われました農業者の早期復旧

を願っております。 

また、この降雪に引き続き、３月１０日には、この時期にはない大雨の予報が出され、町

道の一部で若干の冠水がありましたが、幸いにも被害は発生せず、安堵しているところであ

ります。 

 この降雨に伴い、北海道では道が管理するヌビナイ橋から相川橋にかけての道道を通行止

めとしたことから、町では、帰宅困難者を想定し尾田コミュニティセンターを開放いたしま

したが、利用者はなかったところであります。 

 以上で、行政報告を終わらせていただきます。 
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○議   長 

 行政報告が終わりました。 

 これより、報告の範囲内での質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

 西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 出動回数は何回か、２４時間やったのか、お聞きしたい。 

○議   長 

 見回りですか。 

○西山弘志議員 

 除雪車。 

○議   長 

髙橋建設水道課長。 

○髙橋建設水道課長 

 ３月５日から６日にかけての除雪の出動回数ですけれども、一応出動命令したのは３回、

出動させていただきました。ただ、湿った雪と、また吹雪によって、実際は５回から６回程

度ぐらいの時間を要したと思っております。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、行政報告を終わります。 

 

◎日程第３ 予算審査特別委員会報告 

○議   長 

 日程第３ 予算審査特別委員会報告を行います。 

去る３月３日の本会議において、予算審査特別委員会に付託した議案第２２号令和２年度

大樹町一般会計予算から、議案第２９号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算

まで、以上８件についての審査が終了していますので、委員長から報告を求めます。 

 予算審査特別委員長、齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 予算審査特別委員会の審査報告を行います。 

 令和２年第１回定例会において、本委員会に付託された事件は、審査の結果、下記のとお

り決定しましたので、会議規則第７６条の規定により報告いたします。 
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 １、委員会開催日、令和２年３月９日から１１日まで。 

 ２、事件及び審査の結果。 

 事件番号は、議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算についてから、議案第２９号令

和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算についてまで８件であり、本委員会におけ

る審査の結果は、８件全て可決といたしました。 

 以上、予算審査特別委員会の審査報告といたします。 

○議   長 

 報告が終わりました。 

 なお、予算審査特別委員会は、議長を除く全議員により構成されておりますので、ただい

まの委員長報告に対する質疑は省略いたします。 

 

◎日程第４ 議案第２２号 

○議   長 

 日程第４ 議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算について、これより討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 ただいま提案されております令和２年度大樹町一般会計予算案に反対の討論を行います。 

総務費、徴税費、賦課徴収費の十勝圏複合事務組合滞納整理機構への支出でございます。

日ごろから滞納整理に町職員が力を合わせ、高い収納率を上げております。私は、町民の問

題は町職員で解決していくことが重要と考えております。住民の事情をよく知る町職員にそ

れを担う力は備えていると認識しております。 

このような理由から、滞納整理機構に回すことなく、職員で徴収するべきと考えて、本予

算案に反対をいたします。 

○議   長 

次に、賛成討論の発言を許します。 

討論はありませんか。 

寺嶋誠一君。 

○寺島誠一議員 

議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算案について、賛成の立場で意見を申し上げま

す。 

本予算は、安全安心な住民生活のための予算として、災害時の体制強化を目的とした防災

行政無線デジタル化整備工事、町道改良舗装工事や橋梁の修繕、町営住宅の建設のほか、産

業や経済の活性化、教育支援に係る予算が計上され、また、町の特色である宇宙のまちづく

りを推し進める予算も計上されております。 
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一方、財政の健全性においては、昨年に引き続き財政調整基金などの基金からの繰り入れ

を計上しているものの、地方交付税や税収の増加により繰入額は減少しており、また起債借

入額においても償還元金を若干超える程度に抑えるなど、持続的な財政運営に配慮した姿勢

が認められ、十分に評価できるものと考えます。 

以上のことから、令和２年度大樹町一般会計予算は、住民要望に十分応えられる内容であ

ると考えますので、本予算に賛成いたします。 

○議   長 

 次に、反対討論の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

次に、賛成討論の発言を許します。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２２号令和２年度大樹町一般会計予算についての件を起立により採決い

たします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      （賛成者起立） 

○議   長 

 お座りください。 

起立１０人、起立多数であります。 

よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第２３号  

○議   長 

 日程第５ 議案第２３号令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算に

ついて、これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終了いたします。 
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これより、議案第２３号令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算に

ついて、採決いたします。 

本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 

本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第２４号 

○議   長 

 日程第６ 議案第２４号平令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算について、これ

より討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 ただいま提案されております令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算案に反対の討

論を行います。 

 この制度は、発足当初から高齢者を区別することになるとして批判が多く、それまでの老

人保健制度でよかったと考えております。また、今回２月の広域連合議会で保険料率の引き

上げが行われました。後期高齢者医療の安定運用と言いますが、高齢者の不安を拭うことは

できません。また、安定基金の積み増しと活用を求めます。 

よって、本予算案に反対をいたします。 

○議   長 

 次に、賛成討論の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

 辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 ただいま議題となっております議案第２４号令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予

算について、賛成の立場で討論させていただきます。 

 後期高齢者医療制度につきましては、急速に少子高齢化が進む中で、国民の医療費が増加

する状況にあり、特に増え続ける老人医療費を安定的に賄うための医療制度として、高齢者

の皆さんが安心して医療を受けられるよう構築されたものです。 

 北海道では、道内の全市町村が加入する北海道後期高齢者医療広域連合がこの制度の運営

主体を担っており、１２年を経過し、安定した事業運営が行われております。 

 後期高齢者医療特別会計における町の事務としては、保険料の徴収、対象者の加入・脱退



 

－ 8 － 

の届け出、保険証の引き渡しなど、被保険者の身近な窓口業務を遂行しているところです。 

 本会計においては、事業を円滑に進めるための適正な予算編成がされているところであり

ますので、本予算に賛成いたします。 

○議   長 

 次に、反対討論の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 次に、賛成討論の発言を許します。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終了いたします。 

これより、議案第２４号令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計予算についての件を起

立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

      （賛成者起立） 

○議   長 

 お座りください。 

起立１０人、起立多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第２５号 

○議   長 

 日程第７ 議案第２５号令和２年度大樹町介護保険特別会計予算について、これより討論

を行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２５号令和２年度大樹町介護保険特別会計予算について、採決いたしま

す。 

 本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 
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 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 議案第２６号 

○議   長 

 日程第８ 議案第２６号令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計予算について、これ

より討論を行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２６号令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計予算について、採決

いたします。 

 本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 

 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第２７号 

○議   長 

 日程第９ 議案第２７号令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計予算について、これよ

り討論を行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２７号令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計予算について、採決い

たします。 

 本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 
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 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第２８号 

○議   長 

 日程第１０ 議案第２８号令和２年度大樹町水道事業会計予算について、これより討論を

行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２８号令和２年度大樹町水道事業会計予算について、採決いたします。 

 本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 

 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第２９号 

○議   長 

 日程第１１ 議案第２９号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算について、

これより討論を行います。 

 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２９号令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算について、採

決いたします。 

 本件に対する委員長の報告は、可決すべきものであります。 

 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 
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       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第３０号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第３０号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第８号）についての件を

議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒森町長 

 ただいま議題となりました議案第３０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和元年度大樹町一般会計補正予算（第８号）をお願いするもの

で、今回は歳入歳出それぞれ１億２９６万８,０００円の追加と、繰越明許費の追加であり

ます。 

内容につきましては、総務課長から説明いたさせますので、ご審議の上、議決賜りますよ

うお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第３０号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第８号）について説明させていただき

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億２９６万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ７０億２,７０４万円とするとともに、繰越明許費の追加を行うものでござい

ます。 

最初に、資料のほうで説明させていただきますので、４ページをお開き願います。 

 総務費全体で１億１,４９６万８,０００円の増。 

財産管理費、町有地・建物維持管理経費、委託料で１,２００万円の増。公共施設等に係

る除排雪経費不足見込み額の追加でございます。 

企画費、大樹町多目的航空公園機能拡充事業、役務費から工事請負費まで１億２９６万

８,０００円の増。財源につきましては、地方創生拠点整備交付金事業の国庫補助金５,１４

５万２,０００円と、その他では、まち・ひと・しごと創生寄附金、企業版ふるさと納税の

５,１５１万６,０００円で、多目的航空公園に格納庫を新築し、内部にクレーンの設置及び

外構の整備を行おうとするものでございます。 
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議案の最後に、関係図面を添付してございますので、後ほどお目通しをお願いいたしま

す。 

次に、土木費、道路維持費、町道維持管理事業３,５００万円の増。委託料で、町道除排

雪業務の追加でございます。本定例会の会期初日でも除雪費の追加をお願いしたところでご

ざいますが、３月５日から６日にかけての６９センチの降雪により、不足することとなった

こと及びこの３月末までの見込みにより、追加をお願いするものでございます。 

諸支出金、基金費、基金積立金で４,７００万円の減。公共施設整備基金積立金を減額

し、今回追加補正をお願いする公共施設等と町道の除排雪業務に充当するものでございま

す。 

 以上、合計で補正額１億２９６万８,０００円の増。 

財源は、特定財源として国道支出金５,１４５万２,０００円の増。その他で５,１５１万

６,０００円の増。特定財源の合計で１億２９６万８,０００円の増。一般財源は４,７００

万円の増減を相殺し、補正額はございません。 

次に、第１表歳入歳出予算補正の歳出を説明いたしますので、２ページをお開き願いま

す。 

 歳出合計、補正前の額６９億２,４０７万２,０００円。補正額、２款総務費から１３款諸

支出金まで１億２９６万８,０００円の増。補正後の歳出合計７０億２,７０４万円。 

 続きまして、歳入を説明いたしますので、１ページをお開き願います。 

 歳入合計、補正前の額６９億２,４０７万２,０００円。補正額、１５款国庫支出金と１８

款寄附金で１億２９６万８,０００円の増。補正後の歳入合計７０億２,７０４万円となるも

のでございます。 

 続きまして、繰越明許費を説明いたしますので、３ページをお開き願います。 

 第２表繰越明許費補正。 

内容につきましては、繰越明許費の追加でございます。２款総務費、１項総務管理費、事

業名、大樹町多目的航空公園機能拡充事業、金額が１億２９６万８,０００円を次年度に繰

り越すものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 
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 討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３０号令和元年度大樹町一般会計補正予算（第８号）についての件を採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 発委第１号 

○議   長 

 日程第１３ 発委第１号民族共生の未来を切り開く決議について、提出者から提案理由の

説明を求めます。 

 総務常任委員会委員長、松本敏光君。 

○松本敏光議員 

 ただいま議題となりました発委第１号民族共生の未来を切り開く決議については、北海道

町村議会議長会からの要請に基づき、２月２５日議会運営委員会から本委員会に付託され、

３月９日委員会を開催して、審査した結果、全会一致で決議すべきものと決しましたので、

地方自治法第１０９条第７項及び会議規則第１３条第３項の規定によりご提案申し上げま

す。 

 それでは、本決議（案）の朗読により、提案理由の説明にかえさせていただきます。 

 民族共生の未来を切り開く決議。 

 アイヌ文化の復興・発展の拠点としてウポポイ（民族共生象徴空間）が北海道白老町ポロ

ト湖畔に４月２４日誕生する。 

 先住民族アイヌを主題とした日本初の「国立アイヌ民族博物館」と「国立民族共生公園」

等からなるこの施設は、国では年間来場者１００万人の目標を掲げ、道内においては官民一

体となって誘客活動に取り組んでおり、道内各地のアイヌ文化振興の取り組みや食・観光等

の地域の多様な魅力とつなげることにより、国内外への総合的な情報発信の強化となり、国

民理解の促進が大きく期待される。また、北海道を訪れる観光客のさらなる増加は、新たな

産業の創出・既存産業の活性化など相乗効果も期待される。 

 十勝総合振興局管内においては、１市５町のアイヌ協会支部や自治体・関係団体が中心と

なって、アイヌの伝統的生活空間（イオル）の再生事業に取り組んできている。 
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 ウポポイ開設を機に、アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現が図られ、北海道が魅

力ある大地であり続けるため、道民が協力して民族共生の未来を切り開いていかなければな

らない。 

 以上、決議する。 

 以上、本趣旨をご理解の上、よろしく御審議賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説

明といたします。 

○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、発委第１号民族共生の未来を切り開く決議についての件を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 委員会の閉会中の継続調査について 

○議   長 

 日程第１４ 委員会の閉会中の継続調査についての件を議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７４条の規定により、お手元に配付したとおり申し出がありま

した。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 
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 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 

 

   ◎閉会の宣告 

○議   長 

 以上をもって、本定例会に付議された案件は全て終了いたしましたので、会議を閉じま

す。 

 よって、令和２年第１回大樹町議会定例会を閉会いたします。 

 

閉会 午前１０時３５分 
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